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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「スター・センテンスっ！」

　夜の闇やみに響ひびき渡わたったのは、凜りんとした少女の声。そして駆かけ抜ぬける、昴すばるのごとき青白い一条の光。

　どんっ！

「のおおっ!?」

　人の数倍はあろうかという鋼こう鉄てつの人形が爆ばく裂れつし、その音に、老人のしゃがれた悲鳴が重なる。老人──ミスターＢがコクピットから転がり落ち、彼の作り出したロボットはそれきりぴたりと動きを止やめた。あとはぶすぶすと燻くすぶるのみ。その周囲では仮面を付け、青い制服を着た数人の男たちが啞あ然ぜんとしていた。

「やったね、緋ひ奈なっ！」

　ロープで身体からだを拘こう束そくされた栗くり毛げの少女、渡わた部べ由ゆ香か利りが歓かん声せいを上げ──

「やりましたーっ！」

　傍かたわらにいた、天の使いである金きん髪ばつ碧へき眼がんの少女、ミウルスがびょんと飛び跳はねる。二人の声せい援えんを受けた与よ謝さ野の緋奈は、闇にまぎれるような黒いドレスに、白いマントを羽織り……しかしそのファンタジー然とした格好とは裏腹に、ひどくいらだたしげに黙もくしていた。

「博士はかせ、ご無事ですか！」

「博士っ！」

　白衣をあちこち焦こげ付かせたミスターＢへ、今回初めて姿を見せたＢの手下たちが駆け寄ってくる。

「案ずるな！　この程度でやられるわしではないわ！」

「さすがです博士！」

「しかしエンジェルナイトの力、これほどとは……！」

　仮面の一人が今しがたくずおれたロボットを見やると、残る者もそれにならう。

「このキマイラ・Ｂが一いち撃げきでやられるなど、信じられません！」

「じゃが現実じゃ。更さらなる改良の余地があるのじゃ。科学は、停てい滞たいすることを許さぬのじゃぞ！」

「はい、日進月歩です、博士！」

「継けい続ぞくは力です、博士！」

　負けてなお希望の光を失わぬ仮面たちへ、感じ入ったようにうなずくＢ。

「よくぞ言った！　それでこそわしが選び抜いたナイト・オブ・ナイツじゃ！」

「もちろんですとも！」

「我ら仮面の騎き士し、勝てずとも諦あきらめず！」

　聞こえはいいがどこか後ろ向きな言葉の後、四人の仮面たちが緋奈へと指を突つきつける。

「わかったか！　我らのたゆまぬ努力をもってすれば、お前の負けなど時間の問題なのだからな！」

「次こそは必ずや葬ほうむり去ってやる！　覚えていろ！」

　緋奈は答えようとしなかった。

　が、少しして。

「遺ゆい言ごんはそれだけか」




　バブルがはじけて以来ほったらかしの造成地に、さあっと冷たい風が吹ふき抜ぬけた。

「ゆ……遺言ではない！　これは我々の……！」

「それだけなんだな？」

「だっ、だから……！」

「毎晩毎晩ばかの一つ覚えみたいに壊こわされるだけのポンコツを飽あきもせずにまあいけしゃあしゃあと……」

　そして、ステッキがそれらしく構えられた瞬しゆん間かん。

「ぐばっ！」

「一号っ!?」

　仮面の一人がきりもみながら宙を舞まい、地面に落ち、そこが急きゆう勾こう配ぱいであるかのように転がっていった。緋奈はエンジェルナイトの能力をして魔ま族ぞくでもロボットでもなく、『人間』を叩たたいたのだ。魔ま力りよくは込められていなくとも、当然ひとたまりもない。

「まっ、待て！　我々は非武装！　対して貴様は武器を持っているわけで、魔法少女としての正義とか、それはやっちゃいけないよ、みたいな……」

「あたしの眠ねむりを妨さまたげるものは、悪！　悪は、許されない！」

　ひえええっ……！

　そんな断だん末まつ魔まの叫び声を上げた一人は、きりもみではなく、強制的な月面宙返りを何度かこなして頭から墜つい落らくした。

「二号～っ！　くっ……博士を！　博士をお守りするんだ、四号！」

「わかった三号！　我ら仮面の騎士、例えこの身がばらばらに砕くだけようとも…」

　その博士は経験からか年の功か。とっくに逃にげ出している。

「は……博士……？」

「ばらばらが望みか」

　ひたひたと歩み寄る黒い影かげ。

「待て、い、今のはものの例えであり…！」

「我々に戦う意志はない！　それとも貴様、天に選ばれし勇者でありながら無抵てい抗こうな者を虐しいたげるというのか!?」

「お前の遺言はそれか」

「え？　いや……だからね……？」

「くっくっく……さあ泣け！　わめけ！　叫さけべ！　ひざまずき、天に祈いのれ！」

「きゃー！」

「わー！」

「でも、やめないけどなっ！」

　ぎゃああああっ──！
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　ミウルスが由香利の縛いましめを解いた頃ころ。

　そこにはすでに、ずたぼろの仮面たちが累るい々るいと転がっていた。

「うう……お、覚えていろ……！」

「この報むくい、いつの日か……！」

「なぁにそれらしく締しめようとしてるんだ？　まだまだこれからだぞ」

「……」

「お前たちに残された選せん択たく肢しは二つ。今後の人生を決めることだから、よく考えろ」

「ふっ……死にたくなければ手を引けとでも言うのか!?　愚おろかな！　暴力で人の心が屈くつするものか！」

　毅き然ぜんとした態度で述べる仮面の一人。だが、少女の口から発せられた言葉はあまりに冷れい酷こくだった。

「東京湾わんか、奥おく多た摩まだ」

「……え？」

「東京湾か、奥多摩だ」

　一様に息を吞のんだところを見ると、彼らも、緋奈が暴力団ヤクザの娘むすめということは知っていたらしい。つまるところ、どちらも人知れず死ねということなのだ。死んだ後に魚の餌えさになるか、タヌキに掘ほり返されるか、という程度の違ちがいで。

「……ゆ、許してください」

「心を入れ替かえるか？」

「はい！」

　感かん極きわまったような声でうなずく仮面たち。

「わかった。そこまで言うならマニラの病院を紹しよう介かいしてやる。髪かみの毛一本、血の一ひと滴しずくまでリサイクルしてくれるイイところだぞ」

「……」

「よかったな、最後に人の役に立てて」

「……」

「さぁて、もう一殴なぐり……」

　さしもの仮面たちも生きる希望を失いかけたそのとき、由香利が緋奈の肩かたにぼんと手を置く。

　そして彼女は苦笑いをしながら仮面たちへ、逃げるように手て振ぶりをした。

「由香利さん、助かりましたぁ……それとラピティア！　すっごい計画が進行中だ！　安あん穏のんとしていられるのも……」

「スター・センテンスっ！」

　ずどん！

　仮面たちは爆ばく風ふうに背を押され、転げるようにして逃げて行った。

「なあ由香利」

「なに、緋奈」

「なんていうか……おとぎ話のお姫ひめ様みたいに、ひょこひょこさらわれるのはやめてくれ」

「だってそうしないと緋奈、戦おうとしないじゃない」




　世界征せい服ふくを目もく論ろむ狂きよう気きの科学者ミスターＢ。彼はその第一歩として、東京に程近いこの九重ここのえ市を足がかりにしようとしている。同時にその一いつ環かんとして、緋奈の持つ変身能力のある指輪をも狙ねらっているのだ。いわく、天の魔ま力りよくは世界征服の大きな礎いしずえとなるのだとか。

　緋奈にしてみれば誰だれを中心に地球が回ろうと、回ってさえいれば一向に構わないのだが……大親友の由香利がさらわれたとあっては、そうもいかないのである。でもなければ、睡すい眠みん時間を削けずってまでこんな格好をする義理はない。

　ただ、気がかりなことが一つ。

「……嬉うれしそうだな」

「え？　そ、それはほら……やっぱり、悪の手先から解放されれば嬉しいじゃない？」

　由香利は目をそらし、同意を求めるような喋しやべり方をした。幼おさな馴な染じみである緋奈は知っている。それが噓うそのサインだということを。

「助かって喜ぶくらいなら捕つかまるな。大体がそんなにか弱くないだろ？　何のための合気道だ？」

　緋奈はじっと由香利を見み据すえる。道場の娘である由香利は天才的なそれの使い手で、とんでもなく強いのだ。だからだろうか、彼女は普ふ通つうの女の子にあこがれており──

「だ……だって、助けてもらうと……か弱いお姫様みたいじゃない……」

　そういう願望を常つね日ひ頃ごろから持っている。

「とにかく緋奈！　この間から文句ばっかり言ってますけど、ミスターＢに世界を支配されてもいいのですか!?」

　割って入ってきたミウルスへ、緋奈は覇は気きの無い目をゆったりと向けた。

「毎晩規則正しい睡眠がとれるなら……そっちの方がいい」

　この一週間は、それぐらいの連戦だ。

「ですけど緋奈！　これはもはや魔法少女としての力を与あたえられたあなたの宿命なのです！　またそれをサポートするのは天使としての私の使命っ！」

　ミウルスの場合だが、それで天使としてのアイデンティティを確立しているのだろう。普段は絵に描かいたような居い候そうろうを決め込んでいるだけに、まず間ま違ちがいない。

「そうだなぁ。どっかの落第天使みたいに居候で学校もなくて、昼間から寝ねてられれば楽なんだけどな……」

「あう……」

　先回、魔族を追い返した功によって女め神がみに昇しよう進しんしたミウルス。が、力が足りずに女神を落第し、天使の鞘さやに納まった。もっとも、天使の中では位は上の方らしいのだが……緋奈には関係ない。落第は、落第である。

　それから緋奈は、物もの陰かげに潜ひそむ同級生の少年二人を見つけた。いや、初めからわかってはいたが、もう馬ば鹿からしいので相手にもしていなかったのだ。

　一人は関西出身の軽い茶ちや髪ぱつ。鈴すず野の圭けい一いち。もう一人は女の子っぽい顔立ちの、牧まき田た清せい次じ。エンジェルナイトの黒いドレスは、スカートが短い。そして彼らの手にはデジカメ。

　二人はただ、それだけのために。

「……いい加減、気付いてあげたらどうでしょうか」

　とミウルスが言うのも、二人がそろそろ寂さびしそうだからだろう。彼らは戦せん闘とうのたびについて来てはレンズを緋奈に向け、追い立てられている。

　が、今回はそれすらない。つまり無視。

「緋奈、ちょっとぐらい声をかけてあげれば？　あんなの持ってても一回も撮とったことないし……ほんとは緋奈にかまって欲しいだけなんだよ」

　と、由香利。

「しかたないな……由香利がそこまで言うなら、一声だけだぞ」

　緋奈はめんどくさそうに溜ため息を漏もらすと、

「スター・センテンス」

　彼らの隠かくれている方へ、ステッキの先せん端たんを差し向けた。

　どぱぁぁあん！

「え…？」

　由香利とミウルスが同時に呟つぶやく。

　緋奈の一声は閃せん光こうを呼び起こし。

　そして蘇よみがえったえもいわれぬ静けさの中、緋奈は一人、四し面めん楚そ歌かという言葉の意味を嚙かみ締しめていた。
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　私立九重第二高等学校にも、生徒指導室なるものがある。こぢんまりとした部屋に、長机が一つ。そこで教師とマンツーマンで座ることは、胃の痛むような緊きん張ちよう効果をもたらし……いたいけな少年少女は、それだけで反省の念を余よ儀ぎなくされる。

　だがそれも常連となればまた別である。緋奈にしてみれば、話をするという点においては喫きつ茶さ店てんも生徒指導室もさして変わりないようだった。

「与謝野さんはこれで何回目かしら」

　放課後。

　緋奈のクラスの担任である小こ張ばり春はる奈な先生は、緋奈の対面に腰こしを下ろした。三十の手前、ショートヘアにふちなしメガネ。見た目は小こ柄がらな、可愛かわいらしい先生なのだが……その実、姉あね御ご肌はだで、本気で怒おこったときは屈くつ強きようなラグビー部の生徒でもばしばし平手を飛ばして泣かせてしまうこともある。

「わかりません……」

　緋奈の回答に、春奈先生は軽く溜ため息いきをついた。目の前でうなだれる自分の生徒は、いまにもそのまま船をこぎそうなのだ。

　育ち盛ざかりであるがゆえに、昼日中でも眠ねむいことは仕方がない。それは春奈先生も自身の経験を通じてわかっているが……。

「教頭先生に相談したんだけどね。三十年教師をしてても、朝のホームルームから熟じゆく睡すいしてた生徒なんか聞いたことないって」

　そんな理由で、春奈先生はいよいよ緋奈を呼び出したのだ。

「すいません……」

　頭を下げる緋奈。悪いと思えば素す直なおに謝る辺りなどは、ほんとうに良い子なのだが。

「それで。寝ね不ぶ足そくの原因は？」

「それは勘かん弁べんしてください」

　またしても、ぺこり、と頭を下げる緋奈。

　睡すい眠みん不足は生活習慣上のこと。話しにくいこともあるだろうと、春奈先生は一いつ旦たん話題を切り替かえることにした。

「最近、ケンカしてないんですって？」

「はあ……そうですね」

「それはいいことよ」

　用意しておいた帳ちよう簿ぼをめくる。

「それ、なんですか？」

「閻えん魔ま帳ちよう」

「……成績ですか？」

「ええ」

　まだいささか早いが、ついでに進路など聞こうと考えたのだ。そして、格こう子しに並んだ数字を眺ながめる。

「……なんていうか、不思議ね」

「恐おそれ入ります……」

　何しろ、二と五しかない。

　二は赤点から追試で復活。五はもちろん五段階評定の五。二年になって先回の中間では……平均は、三を少し越こえるかもしれない。頑がん張ばってるんだかなんなんだか、そこが不思議である。

「……前から気になってたんだけど、ほんとに授業中寝ねてるの？」

「それはもう、ぐっすり……」

「威い張ばるな」
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「ういす。すいません」

　ちなみにこれまで五を取っているのは体育、国語、社会科。選せん択たく科目で書道。女の子らしく、赤点は押しなべて理数系だ。英語も弱い。かように科目ごとのばらつきは激しいが、寝てるにしては異例だろう。

「家で勉強してるの？　一日何時間ぐらい？」

「……二時間くらい」

　それでこの成績なら、もとから飲み込みの早い子なのだろう。ならば理数系も苦手意識を克こく服ふくすれば、ぐっと良くなるはずだ。

「うんうん、えらいじゃない。私なんかテスト前以外は英語の予習しかしなかったわよ。ひどいときなんてそれだって休み時間にやってたんだから」

「威張らないでください。英語の先生なのに」

　しばし静せい寂じやく。

「……ええっと。じゃあやる気はあるのよね」

「はい。組を継つぐためですから」

「ああ……そういえば、そういう家だったのよね。でもその割りに真ま面じ目めって感じがするわ。遅ち刻こくはしない欠席はしない、授業は起きてれば真面目に受ける。別にヤクザになるのに大学出る必要はないんでしょ？」

「そうなんですけど……」

　緋奈は困ったような顔をした。

「ヤクザの子供なんてもっとこう、ちゃらんぽらんな気がするけど」

「先生、それは変なドラマの見過ぎです」

「あ、あら……そう？」

　春奈先生は図星を突つかれて、気まずさに口元を押さえた。

「ちゃらんぽらんに人間はついてきません、うちのじいちゃんみたいな大親分とか、そんな人と仕事するプロの犯罪者っていうのはみんな教養のある大人物です」

「え？　そうなの？」

　あまりに意外で、きょとんとしてしまう。

「そうじゃないとなめられるんです。うちのじいちゃんは茶さ道どうなんか家元クラスの腕うで前まえで、論語は今でもそらで言えます。堀ほり井いっていうあたしのボディガードしてるやつは、英語とイスラム語が堪たん能のうです。今度喋しやべらせましょうか？」

「え？　ええ……まあ、それは機会があったらでいいけど……そうなの。へえ……じゃあ、そのおじいさんの躾しつけが厳しかったのね」

　論語は、日本の道徳の根幹を担になうものだ。

「時間を守ること、約束を守ることは、絶対です」

「やっぱりあなたって根は真面目な生徒なのよね。でも、それがなんで寝不足なの？」

　緋奈の目を、見る。彼女は、話をするときというのは目をそらさない。それも躾の一いつ環かんなのだろう。

　緋奈はしばらく迷ったようなそぶりを見せたが、やがて口を開いてくれた。

「誰だれにも言ったりしませんか？」

「しないわ。約束する」

　笑顔えがおで応こたえる春奈先生。この生徒が自分を信しん頼らいしてくれたのだということが、嬉うれしい。

「実は……最近、夜、へんなじじいが現れるんです」

「は？」

「するとその気配がしたって、天国から来たっていう金きん髪ぱつの落第が夜な夜なあたしの部屋に押し入ってきて……あたしを布ふ団とんから引きずり出すんです……」

　春奈先生は戸と惑まどった。緋奈は、こんな冗じよう談だんを平気で言うような生徒ではない。今風のちゃらちゃらした感じもなく、昔堅かた気ぎなきらいさえあるのだ。それが真顔で、気配？　天国？

「あたしは嫌いやだって言うんだけど、その金髪が、行かないと由香利が危ないって……」

　由香利。いつも一いつ緒しよにいる彼女の友人だ。

　いや、そんなことはこの際どうでも良い。

「……そしたら、そのじじいがロボットに乗ってはしゃいでて。昨日なんか……」

「あ、ああ、ああ、もう、もういいから」

「……じゃあ、眠ねむいんで帰っていいですか？」

「うん、気をつけて帰りなさい」

「失礼します……」

　一人になってから、春奈先生は考えた。

（……麻ま薬やく……!?）

　少しして、ぶんぶんと首を振ふる。いくら家が暴力団でも、それを自分の家の子供に与あたえたりするとは考えにくい。

（そうよね……今にも眠りそうだったし。そういう夢を見るから、眠れないってだけよ）

　自分自身を説得してから、春奈先生は教員室へと戻もどって行った。







　まだ青空の広がる夕方を、緋奈はとぼとぼと家路についていた。

　部室など行く気力もない。

（ねむい……）

　いい加減頭痛がしてきそうな眠気だ。授業中ちょこまか寝ねてはいるものの、硬かたい机の上なので余計疲つかれが溜たまってくる。それにやはり、まとまった睡すい眠みんが取れないというのはつらい。

　そしてふと、春名先生とのやり取りを思い出す。婉えん曲きよくな言い方をしたので驚おどろいたようだったが……帰してくれたところをみると、それほど深くは考えなかったのだろう。狙ねらい通りである。

　そしてもう一つ。

（たしかに……ケンカしてないよな……）

　それには二つ理由があった。一つは、ストレスはあってもそんなことをする余力がない。もう一つは、魔ま族ぞくと真しん剣けんな命のやり取りをしてからというもの、ケンカなど馬ば鹿からしく思えてしかたないのだ。

（あたしも……少しは大人になったのか）

　とりあえずそれで納得。

（でも、こんなのでちゃんと跡あと取りになれるのか……？）

　かなり複雑な家庭の事情から、緋奈は女の子であるにもかかわらず、そのための教育を受けてきている。債さい権けん整理や土地の転がし方を、裏うら技わざまで含ふくめて理解している女子高生など恐おそらく自分一人だろう。

（由香利じゃないから、それは別にいいんだ）

　そう。普ふ通つうの女の子である必要はない。自分はヤクザの娘むすめだし、それを誇ほこりに思っている。そして祖父のような立派な俠きよう客かくになるために、一日二時間の勉強も頑がん張ばっているのだ（シノギを削けずる上での実じつ践せん的な勉強であるが）。結果として、一いつ般ぱん教養の絡からんでくる社会科や国語が異様に強かったりする。

　ともあれ、最近の環かん境きようはよくない。

　魔族は追い返したからいいとして、マッドサイエンティスト、人型ロボット、果ては自分が魔法少女でそれらと戦い、家に帰れば落第天使がのうのうとしている。

　そんな女子高生も自分だけだろうが、それは絶対に良くない。そんなことはやりたいやつがやればいいのだが、由香利がさらわれたり、頼たのまれると嫌と言えなかったり。

（義理人情は大切だからなぁ……）

　情けは人のためならず。自分のためなのだ。

　気が付けば咲さき枝えだ公園の前まで来ていた。

（ミウルスが来るまでは……由香利と二人で帰ってたんだよな）

　そしてよく、この公園で喋しやべったものだ。まだ少し前のことだというのに、妙みように懐なつかしい。そんなことを考えると、自然と公園に足を踏ふみ入れていた。別にすることもないが、どうせなら少し仮か眠みんを取っていこうと、緋奈はベンチへ足を向けた。

「ふう……」

　きしっ。

　腰こしを掛かけるとベンチが軋きしんだ。学校の勉強と家での勉強とは分けており、勉強道具を持ち歩いたりはしないのでひどく軽い。以前入れていた鉄板など持ち歩く気もしない。

　きしり。

　再びベンチが軋んだ。誰だれかが隣となりに腰を下ろしたらしいが、そんなことはどうでも良い。緋奈は仮眠を取ることに専念した。すぐにうつらうつらとなってくる。

「少し、いいか」

　薄うす目めを開けると、となりの人がこっちを向いていた。自分と同じ年とし頃ごろの少年らしいが、それも緋奈自身には関係ない。

「ナンパならよそでやれ。溜たまってるだけならテレクラか風ふう俗ぞく行けばすっきりするだろ。金がないならビデオ屋にでも行って来い」

　声をかけられた瞬しゆん間かんここまで言うと、大たい抵ていのナンパ師はしらけてどこかに行ってしまうのだが……。

「よく、わからない」

（とぼけやがって……）

　行かぬのであれば、あとは餌え食じきにするのみ。しかし普段と違ちがって今は眠ねむい。さて、やろうかやるまいかと思案して。

（久しぶりに一発殴なぐる。家に帰ってすっきりした気分で寝る。……うん、これだな）

　ぱっと目を開けて横を向く。

　そしてきょとんとした。

　彼は、緋奈もその瞬間認めたほどの美少年だった。清次のような可愛かわいらしい感じではなく、どこか冷たい印象すら与あたえる凜り々りしい顔付き。その一いつ端たんを担になうのは、灰色の髪かみと灰色の瞳ひとみだろう。外国人だろうか？

　ならばテレクラと言って通じないのも無理はない。ナンパでもないのかもしれない。

「なんか用か？」

「少し話を聞いて欲しい」

　また奇き妙みような誘さそいである。お茶しよう、話をしようと言うのならわかるが、初対面の自分に話を聞いて欲しいときた。それもずいぶん深刻な顔をして。

「で、なんだ？」

「俺はハーフで、先日、日本に帰ってきた」

　いきなり生い立ちなど聞かされても困るのだが……察するに困っているだけのようなので、緋奈は相あい槌づちを打った。

「それで？」

「俺は外に出たくなかったのだが、保護者に社会を見て来いといわれた」

　言われて見れば、確かに日に焼けたこともなさそうな白い肌はだをしている。深窓で、ティーカップ片手に読書などしていると似合うかもしれない。

「んで？」

　緋奈が聞くと、彼の深刻な表情が少し和やわらいだ。とはいえ性しよう分ぶんなのか、むすっとしたような雰ふん囲い気きはそのままだ。

「ここまで聞いてくれたのは君が初めてだ」

「まあ……普通はなぁ。そうだと思うぞ。で？」

「その保護者の言葉を、どう思う」
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　これを聞いた緋奈はかくっと首を傾かしげ、制止するように手を上げた。

「ちょっと待て。今度はあたしがさっぱりわからない。なに？　外に出ろと言われて、どう思うか？」

「そうだ」

　緋奈はくしゃっと前髪をかき上げる。

「……いいんじゃないか？　家に閉じこもってるってのは、あたしもあんまり感心できないけどな」

　脳のう裏りに浮うかんだのは、昼間から幸せそうな寝ね顔がおのミウルス。

「いや、俺が聞きたいことはそうではない」

「……難しい奴やつだな」

「では俺がどう思うか聞いてくれるか？」

「ああ、いいぞ」

　とりあえず喋っていれば眠気は覚める。緋奈が答えると、彼は目の前の池を眺ながめるようにしてぽつぽつと語り始めた。

「俺も、その保護者の『社会を見て来い』という言葉は正しいと思う。君が今言ったように、誰が聞いても正しいだろう。だが、そうではない人間もいる」

「うーん……」

　確かにミウルスは家にいがちだし、清次にしても好んで外に出たがるタイプの人間ではない。そういうことだろうか。

「俺がそうだ」

「あ……ああ、そうか」

　突とつ飛ぴな申し出におずおずうなずく緋奈。

　彼の話は続く。

「だから思うのだが、いくら正しいことでも、それを人に押し付けることが正しいとは、俺は思わない。俺は、人には人それぞれのやり方、考え方があると思う。人は、一人ではない。だから、俺はそう思う。どうだ」

　その瞬間、緋奈の中で何かがはじけた。解放されたとも表現できる、とても心地よい感覚が湧わき上がった。

「わかる……」

「そうか」

「お前の考え、すごくよくわかるぞ」

「ありがとう」

「へっ？」

　突然の感謝の言葉に、緋奈は目を瞬またたかせた。

「俺は、短い間かもしれないが、この社会で暮らすことになる。俺は人と違うから、一人じゃないかと不安だった。だが、君に理解を示してもらって一人じゃないとわかった」

「んー……つまり、やってく自信が付いたってことか」

「そうだ。ありがとう」

　無表情だが、その声こわ色いろからは存分な謝意が含ふくまれていることが酌くみ取れた。

「あたしこそいいこと聞かせてもらった。最近色々あったんだけど、お前の話を聞いて気が晴れたよ」

「そうか。何よりだった。ところで君の名前をまだ……」

　そこまで言って、彼は口をつぐんだ。

「どうした？」

「すまない。人に名前を聞くときは、自分から先に名乗るんだったな」

（おおっ……！）

　ひどく感かん銘めいを受けた緋奈。いまどきこんな律りち儀ぎな少年がいるだろうか。ともすれば昨今、恥はずかしく聞こえるだけの言葉を、彼は何の臆おく面めんもなく言ってのけたのだ。そして緋奈は緋奈でヤクザの娘むすめ、そんな古風な気質をよしとする。

（これは、俠きよう気きに溢あふれるというかなんというか……久しぶりに良識のある人間に会えたな……）

「俺の名前はユキだ。君は」

「あたしは与謝野……」

「与謝野か。いい名前だ」

　かくん、と首を折った緋奈。

「あー……ちょっと待て。何を伝えたいかはわかるんだけどな。与謝野は名字だ」

「そうか。すまない」

「いや……こんなことで真っ向から謝られてもな。まあいいや。あたしは緋奈。与謝野緋奈だ」

「緋奈か。いい名前だ」

「……それはもういい」

「そうか。すまない」

　タイプは違えどミウルス同様、どこかズレているらしい。だが、それも今の緋奈には気にならなかった。

「ところでお前……」

　緋奈がたずねようとすると、ユキは公園の時計を見上げていた。もう六時を過ぎようとしている。

「すまない。もう、帰らなければいけない」

「ああ、あたしも帰らないとな」

「勝手な話に付き合ってくれて、嬉うれしかった。ありがとう。元気で」

「ああ、お前も元気でな」

　去り行くユキを、小さく手を振ふり見送る。その姿が見えなくなってから、緋奈は腰こしを上げた。




　緋奈は家についてから、

「今夜は絶対に起こすな！」

　と、リビングでテレビを見ているミウルスに厳しく釘くぎをさし、床とこに就ついたのだった。

（いくら正しいことでも、それを人に押し付けることが正しいとは、俺は思わない）

　布ふ団とんに潜もぐって目を閉じると、自然と彼の言葉が浮うかんできた。

　飛ひ躍やくさせれば、彼にとっての保護者というのは、緋奈にとってのミウルスである。世界を支配しようと目もく論ろむミスターＢ……彼の野望を打ち砕くだくことは、確かに正しい行いだろう。しかし、それでも緋奈は嫌いやなのだ。あの変身が。あの格好が。自分には自分のやり方がある。変身しなければ勝てないのなら、いっそ征せい服ふくされたほうがマシなのではないか。そういう考え方だってあるだろう。

　だからもう戦わない、というわけではない。だが自分と同じ意識を持った少年に出会ったことで、彼同様、緋奈の心もまた、確かに和やわらいでいた。

　やがて、心地よい睡すい魔まが緋奈を眠ねむりへと誘さそっていった。







　午前零れい時。例え草木は眠ろうとも、ゲームにハマってしまえばまだ宵よいの内。ミウルスは素す早ばやく、かつ正確にコントローラーをさばく。それはダイレクトに画面の中の車に伝わり、ミウルスのイメージ通りの走行ラインを疾しつ駆くしていく。

「これでフィニッシュなのです！」

　不敵な笑えみを残し、迫せまり来る最終コーナーに対してブレーキ。同時にギアを落とし、軽くハンドルをこじってやる。それだけでタイヤはいななき……しかしミウルスの意の内を離はなれることなく、コーナーを抜ぬけると同時、ぴたりとグリップを取り戻もどした。そして二百キロ超ちようの猛もうスピードでゴール。画面に映ったのは更こう新しんされたベストラップ。

「ああ……主よ、ミウルスは頑がん張ばりました……！」

　ぽん、とボタンを押して自らの勇姿、リプレイ画面もそこそこに。はやる気持ちを抑おさえてメニュー画面に戻る。

《新しい車を手に入れました》

　画面に現れたのは、それはそれは高性能なレーシングカーである。

「ああっ!?　主よ、ミウルスはやりましたーっ！　ついにニッサンＲ３９０……」

　ばつっ。

　瞬しゆん間かん、部屋が真っ暗になった。もちろんテレビも。
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「さんきゅーまる……」

　すぐに停電は回復したが、手に入れたはずのＲ３９０の勇姿は、もう。

　ミウルスの瞳ひとみからも光が消えかける。

「にっさん……あある……」

　そのとき感じたミスターＢの気配。正確には以前、魔ま族ぞくが彼に英知を与あたえた際に残された、その気配だ。天の使いであるミウルスはそれを不愉ゆ快かいな感覚として受け取ることが出来たが。

「いいのです。ミスターＢなんて……どうせまた下手な小細工を……」

　少しして。

「下手な小細工？」

　一瞬だけの停電。同時に感じたＢの気配。やがて、くつくつと笑い始めるミウルス。

「ふっふっふ……そうですか。そうなのですね？　そろそろ彼にも、天てん罰ばつの何たるかを教えなければいけないときが来たようですね……！」

　どたどたどたっ──！

　がちゃっ！

「緋奈っ！　Ｂをっ！　ミスターＢに天の怒いかりを……！」

　小さな電球が点ついた緋奈の部屋。ベッドの上で、重たそうなまぶたを開けた彼女に飛び掛かかる。

「緋奈っ！　聞いてますか!?」

　それを受け、反対へ寝ね返がえりを打った緋奈。何やら口の中で呟つぶやくが、寝ぼけているのかよく聞こえない。

「私のＲ３９０の仇かたきを……！」

「あぁる……？　なんだ……？」

「グランツ３の！」

　すると緋奈。再びぼそぼそ呟き、布ふ団とんを被かぶる。

「ええ、言いたいことがあるなら聞きますから！　さあ！　正義のために！」

「……か……ぁ…………る……」

「なんですか!?　もっとはっきり……ぎゅっ!?」

　一瞬だった。目にも止まらぬ早はや業わざで、緋奈の細ほそ腕うでがミウルスの首に巻きついたのだ。

「アホか！　あたしは！　寝る!!」

「はうっ！　はうはうあう！」

　かくかくとうなずくミウルス。とにかく自分がピンチだということははっきりしていた。

　が、それを脱だつする間もなく。

「あう……」

　そんなうめきを最後に、ミウルスの意識は落ちたのだった。







　姥うばヶ山やま電波塔とう。

　小高い山の頂から見えるのは、星をちりばめたような町の明かり。一度は闇やみとなったそのきらめきを、白衣をまとった老人が愉快そうに見下ろしていた。

「どうじゃ」

「はっ、うまく行きそうです！」

　その仮面は答えながら、大人一ひと抱かかえもある機械の一部をかちゃかちゃといじっている。他ほかの仮面はそこから延びたケーブルを鉄塔へ導き……あるいは詳しよう細さいな数字が並んだモニターをつぶさに観察していた。

　今回のプロジェクトはその性質上、一時的に公共電力の流れを遮さえぎる必要があったのだが、町の灯ひが一いつ斉せいに消えた光景は実に壮そう観かんであった。

「作業のロスとも思っていたのじゃが……思ったより良いものじゃったわ」

「まったくです、博士はかせ！」

「うむ、早く仕上げてしまえ。ラピティアは現れぬと思うが……現れれば厄やつ介かいじゃ」

「はっ！」

　松まつ葉ば杖づえを突つく者、腕をギプスで固定した者。仮面たちは先の戦せん闘とう……いや、一方的な攻こう撃げきによって未いまだ満まん身しん創そう痍いであったが、それでも一つの目標に向かって素す晴ばらしい団結力を見せていた。

「博士」

　不意に放たれた冷めた声音こわねに、Ｂは軽く振ふり返る。そこにはいつの間にか、一人の少年が立っていた。

「お前か……どうじゃ。愚おろか者ものどものことを少しは見てきたか」

「ああ」

　そっけないほど静かに答え、少年はうなずいた。

「だが、そうではない人間もいた」

「ほう……お前にそう言わしめるとは、なかなかのやつもおるようじゃな」

「……だが、もっと多くの人間がそうなのかもしれない。今日話したのはその一人だけだ」

　Ｂは眼下に広がる人工の星の海を眺ながめながら、感かん慨がいにふける。

「そうかもしれぬ……しかしじゃ、その大勢と触ふれることでお前も分かってくるじゃろう。わずかな一ひと握にぎりを除いた人間は愚かだということがな」

「そうか。それで、敵かたきというのもそうなのか」

「んむ？」

「ラピティア」

「ふむ……お前が話したというその一人と、対極をなすようなやつじゃ。勝つためにはいかなる手段も選ばぬ卑ひ怯きよう者もの……この間ま違ちがった世界の申し子なのかもしれぬな」

「外見的特徴は？」

「それはまだ気にするでない。わしに必要なのは、己おのれの意志で戦おうとする者なのじゃ。お前が戦うと決めたとき、改めて話そう。もちろん、戦わぬという選せん択たく肢しも忘れるでないぞ。お前は何者にも縛しばられてはならぬ」

「だが、これから俺が通う場所にはその少女もいるのだろう。なぜだ」

「お前が戦う意志を持ったとき……そのときのためじゃ。お前は卑怯と言うであろうがな」

「俺のことが知れたら、どうすればいい」

「それは、そのときにお前が決めるが良い」

「そうか」

　そのとき、顔に包帯を巻いた一人がＢの前まで来て敬礼する。

「作業終しゆう了りようしました！」

「うむ、引き上げるぞ！　これで我らが同士も爆ばく発はつ的に増えることになるじゃろう！」

「ははっ！」

　四人の仮面たちが一斉に返事を返す。そして老人と少年、仮面の一団はその場から姿を消して行った。







　継けい続ぞくした睡すい眠みん不足というのも案外、たった一日の正しい睡眠で補われるものである。昨夜の宵よいの口から寝ねに入った緋奈も、またしかり。緋奈は今朝、この上なく晴れやかな気持ちで、すがすがしい朝を迎むかえていた。

「はっ!?」

　と飛び起きたのはミウルス。ちょうど緋奈が制服に着き替がえ終わったときである。

「Ｒ３９０……ではなく！　Ｂ……」

　そう呟つぶやいて、ミウルスは冷たい床ゆかの上に、くたっと脱だつ力りよくした。

「あうう……夢ではなかったのですね……」

「なんだ、それ？」

　緋奈はベッドに腰こし掛かけ、靴くつ下したを履はきながらミウルスにたずねる。

「それよりお前、なんであたしの部屋で寝てるんだ？」

「なっ……覚えてないのですか？　なにも？」

「ああ」

　緋奈は思い当たる節もなく、ごく自然に返事をする。

「あ、そうだそうだ。そう言えば昨夜な、面おも白しろい夢を見たんだ」

「夢……ですか？」

「ああ、理由はわからないんだけど、お前を殺そうとしたんだ。こう……」

　緋奈は腕うでを組み合わせるようなそぶりをして。

「ぎゅっと。それがもう完かん璧ぺきに決まってさ。あれはいいトコいったな。あれで死ななきゃ人間じゃないってくらい……ああ、でも安心していいぞ。夢だからな、ほんとにやったりしないって。で……なんであたしの部屋で寝てたんだ？」

「えーと……Ｂが現れたんですけど……」

「それで？」

「いえ、もういいのです……」

　ミウルスは青い顔で、そそくさと部屋を後にした。

（変なやつだな……まあ落第だしな。寝ぼけてたんだろうな……）

　今の緋奈をつっこめる人間はこの部屋にはいなかった。

（そういえば昨日会ったあいつも変なやつだったな。でもいいやつだった……圭一と清次も、あれくらいの節操を見習えってんだ）

　緋奈が昨日のことを回想していると、廊ろう下かからパタパタと足音が聞こえてきた。部屋に入ってきたのは出て行ったばかりのミウルス。

「どうした？　あたしはもう学校行くけど……」

「緋奈、このメールを見て欲しいのです」

　ミウルスが差し出したのは、少し前に緋奈が与あたえた携けい帯たい電話だ。Ｂが現れるたびに圭一たちがついてくるのは、ミウルスがこれで知らせてしまうからで……ＢはＢでどうやって調べたのか、この携帯に由香利をさらった旨むねを知らせてくる。

「なんだ？　圭一が卑ひ猥わいなことでも言ってきたのか？」

「あう……違ちがうのです」

「清次が無修正の画像を送ってきたとか」

「……緋奈、自分の友達をもう少し信じてあげたらどうですか」

「ああ、信じてるぞ。あいつらはそういうやつらだ」

「それらしく言われても困るのですが……とりあえず読んでください」

　携帯を受け取った緋奈。ボタンを操作して画面を下へとずらしていく。

『世界を憂うれえる者達へ告ぐ』

　読み取れるのは最初のその一文だけで、あとは意味不明な記号や文字の羅ら列れつが延々続いている。緋奈はそれをミウルスに返して自分の携帯電話もチェックしたが、やはり同じメールが入っていた。時間は昨夜、午前一時頃ごろだ。発信者のアドレス欄らんには『Ｂ』の一字。

「またわかりやすい……とうとうボケたか」

　緋奈はさして気にすることなく、携帯電話を制服のポケットに収めてしまった。

「緋奈！　Ｂはきっとこのメールで何かをたくらんでいるはずです！　このわからない部分にきっと、何か秘密のメッセージが隠かくされているのです！　なんとかしないと！」

「あのなぁ、ミウルス。メールで世界を征せい服ふくできるなら、日本はもうＮＴＴの支配下だぞ」

「う……それはそうなのですが……」

「だいたいお前、昨日Ｂが出たのわかったんだろ？　なんであたしを起こさなかったんだ？」

　うつむいたミウルス。

　その手は静かに……しかし震ふるえるほど強く、握にぎり締しめられていた。







「与謝野」

　四時間目が終わって購こう買ばいへ向かおうとした緋奈を、それまで授業を行っていた岩いわ田た先生が名指しした。

「あ？　なんだ？」

「今日は珍めずらしく起きとったな」

「ああ、久しぶりにゆっくり寝ねられたんだ」

「よしよし、それはよかったな。暴ぼう力りよく沙ざ汰たも起こさないもんだから他ほかの先生方も心配しとったぞ」

「ああ、なんならそこらで誰だれかひっかけるか。今日のあたしは強いぞ」

「ばかもん、調子に乗るな！」

「へーい……」

　やぶ蛇へびだったか、と話の相手もそこそこに廊下に出る。

「わかっとるな、ケンカはするなよ。五、六時間目も寝るんじゃないぞ」

「へいへい……」

　元警官だったせいか、それとも性しよう分ぶんなのか。必要以上の心配の言葉をかけながら、岩田先生は廊下の角に消えて行った。すると、また別な声に呼び止められる。

「緋奈っ！」

　振ふり返ると、何やら目をキラキラさせた由香利がひとり。そして緋奈は苦々しい顔をした。経験上、目を輝かがやかせているときの由香利というのは、どうでもいい話題しか持ってこないのだ。

「由香利……あたし、パンを買いに行かないと……」

　方向転てん換かんした緋奈の腕うでを、由香利の手ががっしと摑つかむ。

「……なんだよ。また逢あい引びきの現場でも見たのか？」

「ちがうちがう！　こっち、こっち！」

「わかった、わかったから引っ張るな！　いたいって……！」

　この様子だとよほどすごいものでも見つけたのだろうか。だが、それがなにかはわからない。

「今度はなんだよ」

「転校生っ！」

「は？」

　ぽかんと口を開ける緋奈。そんな緋奈の目の前で、由香利はぶんぶんと手を振って興奮をあらわにしている。

「転校生だよ！　すっっっっごく、かっこいいの！」

「はあ……」

　緋奈は呆あきれたように溜ため息いきをついた。はっきり言って興味がない。昼休みである今、緋奈にとってはどんなアイドルよりも『江え崎ざきパン屋』のおじさんの方がよほど色男なのだ。もしゃもしゃの口くち髭ひげと丸メガネ。エプロンの下のでっぷりとしたお腹なか。思い出しただけでヨダレが出る。

「……だから、そんなもの由香利一人で見てこいよ」

「かっこいいんだよ!?　すぅっっっっっごく！」

「だから……」

「い・い・か・らっ！」

「はいはいはいはい……」

　緋奈はついに観念して、由香利の後に付き従った。ちょっと見て適当に切り上げればいいだろう。それくらいの時間なら、調理パンは無理でも菓か子しパンくらいは残っているはずだ。

「で、どこのクラスだ？」

「鈴野君の！」

「ふーん……て、おい」

　その八組の前には、男子と女子が入り混じって人だかりを形成していた。

「すごいな……芸能人でも入ってきたのか？」

「ううん、違ちがうんだけど、でも、かっこいいの！」

「そか」

　何を聞いても会話になりそうにないので、緋奈は早々と諦あきらめた。しかしこれだけの人ひと垣がきを擁ようし、どちらかと言えば面食いの由香利をも心しん酔すいさせた……となると、さすがの緋奈も興味をそそられなくはない。ミウルスとの話のネタにでもと、いよいよその教室の前まで来たとき。

　──ずるべたん。

「……緋奈？　いま、すごい転びかたしなかった？」

　教室の入り口からちらりと見えた、野次馬の焦しよう点てん。そこにいたのは昨日公園で会った、羽は隆りゆうユキだった。

（……なんか最近、あたしの周り間違ってるよな……？）

　床ゆかから身を引き剝はがすように起き上がり、ぽふぽふとスカートを払はらう。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ひょっとして、あんまりかっこよくて失神したとか？」

「あほ。気が抜ぬけただけだ」

「でも、ほらほら、かっこいいでしょ？　ハーフなんだって！　帰国子女っ！」

「知ってる」

　緋奈が面めん倒どうくさそうにうそぶくと、由香利が目をぱちくりさせた。

「え……？」

「なんだよ」

「抜け駆がけ!?」

「あほ！　昨日たまたま会っただけだ！」

「じゃあなんでハーフだって知ってるの？」

「あいつが勝手にそう言ったんだよ」

「……そんな人いるわけないじゃない」

　しかし、事実なのでどうしようもない。

「あたしが、由香利に、うそ付いたことあるか？」

「私が知らないだけで……な、なぁんてね。うそだよ、うそ」

　ふう、と気を吐はいて、緋奈は今一度教室の中を見やった。間違いない。あのユキだ。隣となりにいるのは……圭一。

「えーっ、じゃあ鈴野君て羽隆君と友達なんだぁ？」

　輪の中にいた女子生徒の一人が嬉き々きとしてたずねる。ちなみに圭一、元来明るい性格なのでクラスの人気者である。対してユキは……緋奈が知る分には、かなり根暗である。

「おう、俺らマブダチやねん。なあ、ユキ」

「ああ」

　言葉とは裏腹に、昨日と変わらぬ、むすっとした顔のユキ。

「ちょっと愛想ないねんけどな、まだ緊きん張ちようしとるんや。ほれ、お客さんに笑顔えがおや笑顔」

　言われて笑うようなタマではない。それは緋奈も、なんとなくわかっていた。

「お前、ほんま笑わんやっちゃな。そんなんやとせっかくのハーレムが逃にげてってまうで」

「そうか」

　述べるだけで、やはり笑おうとはしない。

「ねえねえ、羽隆君の趣しゆ味みはなに？」

「読書だ」

「どあほ、こういうときはうそでもスポーツっちゅうもんや」

「そうか。すまない。ではスポーツだ」

　緋奈はそのやり取りを見ながら、なんとなく髪かみをかき上げた。

「あ、じゃあ好きな食べ物とか」

「特にない」

「………」

　すこしずつだが……周囲が冷めてきているのがよくわかる。どんなに親しく接しても、笑顔を見せないというのは問題だ。圭一の場合は、自分さえ気に入ってしまえば誰だれでも友達になるらしいので問題無いようだが。

「お前、あかんぞ。もっとお喋しやべりを楽しもうとか思わへんのか？　このままやと俺の取り分まで逃げてまうやないか」

「人と話したことはほとんどない」

　通常冗じよう談だんにしか聞こえない言葉も、彼がその表情で言えば、この上ない真実味を帯びてくる。

「ところで、取り分とはどういう意味だ」

「そんなん、こんだけおるんやから……」

　と、女子生徒たちを大おお仰ぎような手て振ぶりで示す。

「……少しぐらい分け前をくれたってええやんか」

「最低。羽隆君は鈴野君みたいな軟なん派ぱヤロウと違ちがうの」

「変なこと吹ふき込まないで」

「そもそも鈴野君目当てで来てるわけじゃないし」

　哀あわれ圭一、面おも白しろいように蚊か帳やの外へと追いやられていく。すると由香利が、緋奈の袖そでを引っ張った。

「あ？　どうした？」

「緋奈、何にも思わない？」

「ああ、変わってるけどな。ほんとはいいやつだぞ」

「どっちが？」

「ユキに決まってるだろ」

　由香利はちょっと考えるようなそぶりを見せる。

「鈴野君のこと、何にも思わない？」

「ああ。別に」

「頭にきたりしない？」

「なんでだ？」

　彼女の意図するところがわからず、聞き返す緋奈。すると由香利が声を潜ひそめた。

「緋奈って、付き合ってるんじゃないの？」

「誰と？」

「だから、鈴野君と」

「なんで？」

　緋奈が言うと、だめだこりゃ……と、由香利が呟つぶやいた。

「なんだよ。なんであたしが……」

「与謝野」

　声をかけられ、緋奈は言葉を切って振ふり返る。すると、人ごみの中からユキが顔を覗のぞかせていた。

「こんなところで会えるとは思わなかった」

「それはあたしが言いたい」

　その二人のやりとりを聞いた圭一が、ユキに聞く。

「なんやお前。ヒナヒナ知っとるんか？」

「そうだ。昨日、世話になった。すまないが、少しどいてくれ」

　と、ユキは生徒らを搔かき分けて、緋奈と由香利の前までやってきた。

「昨日はありがとう」

「ああ、こっちこそな」

「うまく表現できないが……胸のもやもやが晴れた。溜たまっていたものが全すべて吐はき出せて、とてもすっきりした気分だ」

「そうか。それならよかった。なんとかやってるみたいだしな」

「ああ。君のおかげで、てれくらやふーぞくは必要なさそうだ」

　ざわわっ！

　硬こう直ちよくする圭一。目を見開く由香利。驚きよう愕がくする、人、人、人……そして凍こおりつく空気。

「与謝野が？」

「あの与謝野緋奈が？」

「あれって緋奈さんだよね…？」

　ひそひそひそひそひそひそ……

「……お前、ちょっとこい」

　緋奈は恥ち辱じよくの表情を隠かくすがごとくうつむき、ユキの襟えり首くびをひっつかまえる。と同時に、椅い子すを蹴けって立ち上がる圭一。

「お前、俺のヒナヒナに何したんや！」

　おおっ──！　と、なおも色めき立つ群集。

　緋奈は教室になだれ込み、教きよう卓たくにあった巨きよ大だいな三角定規を取り上げた。数学教師専用の、しかも木製の。

「お前のじゃ…」

　それをマサカリがごとく振りかぶり。

「ないっ!!」

　こん身の力を込めて投げつけられた三角定規は、回転しながらひょんひょんと空を切り、圭一の眉み間けんに激げき突とつした。声も無く大の字になって流血する圭一を、人々は遠巻きに眺ながめる。
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「ふうっ……さあ、来い！」

　緋奈は再びユキの襟首をつかまえると、ずかずかと大おお股またでその場を後にした。







　屋上にはバレーボールに興じる生徒や、フェンスにもたれて昼食をとる生徒がまばらに見える。その片かた隅すみ……一日を通してほとんど日の当たらぬ給水塔とうの陰かげに、緋奈とユキの姿があった。

「そうだったのか」

「そうだ！」

　事の次第を説明し終えて、これでもかと言わんばかりに食って掛かかる緋奈。だが。

「すまなかった」

　そう言って、彼は頭を下げる。

「あ……いや……」

　あんまり素す直なおに謝ってくれるので、緋奈としては気勢を削そがれる形となった。彼の場合表情は乏とぼしいのだが、それだけに真しん剣けんさ、真ま面じ目めさは痛いほど伝わってくる。

「……まあ、わかればいいんだ。日本に来たばっかりなわけだし」

「いや、郷ごうに入っては郷に従えという。俺はもっと日本語を勉強しなければならない」

「そこまですることないって……うん、よく考えればお前が悪いわけじゃないんだ。テレクラだとか、変なこと言ったあたしにも責任はあるわけだし……悪かったよ」

「そうか。君はやはり、素す敵てきな人だ」

「ちょっと待て。うーん……お前のことだから、言いたいことはわかるんだけどな。それだったら……いいやつだ、ぐらいでいいぞ」

　そうしないとまた誤解を受ける。

「そうか。君は、いいやつだ」

「うん、お前もな」

　もちろんその表情からはわからなかったが……彼は今、笑ったのだと。緋奈は、そんな気がしたのだった。







　学校がある限り放課後はやってくる。それが特別なものである日と、そうでない日とがあるにせよ。さしずめ今日は……

「ちょっと、渡部さんてば」

　特別な日であろう。牧田清次にとっては。

　困こん惑わくし、うろたえながらついていく清次。それもそのはず、由香利が引っ張っているのである。男子にしては華きや奢しやな、その手首を。女の子に触ふれられるというのは、年とし頃ごろの少年として嫌いやではないが。

「ねえ渡部さん、どこ行くの？」

　それは気になるところであった。

「体育館裏」

「なっ……なにしに？」

　場所が場所なだけに、告白やら、ちょっとあれなことやら、そんな思春期特有の期待を込めて聞く清次。

「ひ・み・つ」

　振ふり返り、ウィンクしながら由香利。そんな仕草で乙おと女めの口から放たれると、やたらと甘かん美びな響ひびきを帯びる一言。別に清次のことなどこれっぽっちも意識してはいないのだろうが、いたいけな少年に邪よこしまなことを想像させるには、充じゆう分ぶん、罪な言葉ではあった。

（こ、これは……いや、でも……）

　過か剰じような期待だと自身に言い聞かせる清次。そんなことがあるはず無いのだ。いや、しかし、希望は捨てるためにあるのだろうか？　それは違ちがう。

　確かに先日の、清きよ美み先生との師弟間恋れん愛あいには無理があったかもしれない。だが今回は生徒と生徒、どこに障害があるというのか？　しかも同じ部の部員同士、さらに言えば自分は部長である。俗ぞくに言う王道、もしくは黄金パターン……風は自分に吹ふいてきた。流れは変わった。天は我と共に在り！

（事と次第によっては部長としての強権発動も辞さぬ構えで──！）

　と、清次がわけの分からないことを考えているうちに体育館裏に到とう着ちやくしたのだが、由香利はなぜか植え込みの陰に息を潜ひそめている。

　とりあえず、強権発動もなにもあったものじゃないんだな、と諦あきらめた清次。

「なに……してるの？」

「いいから、牧田君も隠かくれてて」

　手招きされて、同じように身をかがめる。

「いいものが見れるから」

「いいものって、なにかしら？」

　由香利とは違う声に清次は振り返り。

「わっ……」

　驚おどろき、軽く尻しり餅もちをついた。

「あ、清美先生」

　由香利が平然と答えた。

　まだ二十代も前半の若い女性教師、加か藤とう清美先生。女子テニス部の顧こ問もんで、掛け持ちで二人の所属する文芸部の顧問もしている。もっとも文芸部は帰宅部を兼かねているので、清美先生はほとんど部室に顔を出さず、今も上下とも白のトレーニングウェアを着ていた。

「ね、いいものってなに？　密会の情報でも仕入れたの？」

　清美先生、その場の雰ふん囲い気きからかすでに姿勢を低くして、声も潜めている。大人おとなしそうな外見とは裏腹に、芸能人のスキャンダルなど、井い戸ど端ばた会議的な話題が好きな人である。

「うふっ、そんなところです」

　嬉うれしそうな由香利。それを聞いて、小さく悲鳴を上げる清美先生。

　清次はたまに思うのだが……女という生き物は時々、ろくでもない。

「ね、誰だれと誰？」

「それは……あっ、来ましたよ」

　清次は清美先生とともに舞ぶ台たいとなるであろうその場を見やる。

「え？　鈴野君……？」

　あまりに身近な友達で、清次は多少なりとも驚いた。と同時に悪お寒かんを覚える。

　彼は相手がまだ来ていないことを確かめるように辺りを見回し、けだるそうに体育館の壁かべに背もたれた。

　清次は、彼の不良としての側面をあまり見たことはなかったが……こうして見ると、なかなか様になっている。タバコなども似合うだろう。

「へーえ、鈴野君が……で？　で？　お相手は？」

　こみ上げる期待感を抑おさえ切れないのか、清美先生が潜めた声を弾はずませる。それに答えた由香利の一言。

「それがぁ……緋奈なんですっ！」

（やっぱり!?）

　さああっ──と、清次は自分の中から血の気が引いていくのを感じた。ついでに貧血にでもなったのか、目眩めまいを覚えた。

　冗じよう談だんではない。こんなところを見つかったら、いやもう、それはそれは冗談ではない。

「やーんっ……うそうそ？　あの与謝野さんが？　鈴野君と？」

「クるでしょ、先生!?」

「クるわね、これは！」

　何やら熱くなっている女二人が、胸元で小さな掌てのひらをぎゅっと握にぎり締しめている。

　ほんとに、ろくでもない。

「あ……あのさ、僕は帰……」

　がしっ！

　由香利に手首を摑つかまれた。それも尋じん常じようではない力で。ビクともしないとはまさにこのことだろう。

「牧田君も見たいよね？」

「それは渡部さんが見たいだけで……先生、何とか言ってよ」

「何事も経験が大事」

　自分など見向きもしない清美先生の言葉に、清次は精せい根こん尽つき果てたようにげんなりした。
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「まあまあ、だまされたと思って。ばれたってすぐ逃にげれば問題ないよ」

　気楽にぱたぱたと手をあおぐ由香利。

「それは……そうだけど」

「ね、ほら」

　そうだけど、その後二度と学校に来れなくなるような気がしてならない。

　ともあれ普ふ段だんの稽けい古こからくる怪かい力りきなのか、合気道の術なのか。それによって手首を摑まれてる以上、清次はこの場を離はなれることが出来なかった。

「でも脱だつ出しゆつ経路くらいは確かく認にんしておいた方がいいかしら」

「先生、ご心配なく。万が一のときはここに囮おとりがありますから」

（やられたっ──!?）

　早い話がこの女、はなから自分を非常時の盾たてにするつもりだったのだ。そのために無理やり連れてきたのだ。

　どうして人はここまで冷れい酷こくになれるのだろう。どうしてそう簡単に悪あく魔まに魂たましいを売ってしまえるのだろう。

「先生っ、来たよっ……！」

「いよいよね……！」

　先生は先生で、それで安心しているし。

　しかし泣いても笑っても緋奈は来てしまった。もう、見つからないことを祈いのるしかない。

「おう。きよったな」

　その姿を見て、後ろ手に壁から背を起こす圭一。

「なんだよ、こんなとこに呼び出して」

　緋奈はいつものように面めん倒どうくさそうな顔でその圭一に向かっている。

「すまんな。少し聞いときたいことがあってな」

「ふーん。それで、何の用だ？」

「お前……ユキとなんかあったんか？」

「ああ、昨日ちょっと話をしたけどな」

　言ってから、緋奈はコブシを固めた。

「疑ってるなら少し痛いぞ」

「いや、お前はうそは言わんやつや。それならそれでええねん」

　と、緋奈はまたいつもの様子に戻もどる。

「なんだ？　それだけか？」

「あ、いや……せやな、もう一個、確認したいことがあんねんけどやな……」

　珍めずらしく言いよどむ圭一。そのまま、次の言葉が続かない。

「あー……なんや。その……」

「なんだよ。らしくないな」

「あ、ああ。せやな。まあ、あれなんやけど……」

　漂ただよう静せい寂じやく。一いち陣じんの風が二人の髪かみを揺ゆらし、緊きん迫ぱく感は一気に最高潮へと向かう。

　清次の手首を摑つかむ由香利の手にも、力が入る。

（い……いたいっ……！）

　そして、ほんのわずかな間をおいて。

「俺ら、付き合ってるんよな？」

「は？」

　きょとーん……とする緋奈。

「せやからほら、わかるやろ」

「付き合ってるって、あれか？　毎日電話したり、手ぇつないで歩いたり、どっか遊びに行ったり、それからホテル行ったり……」

　そこまで言い切ってしまうあたりが緋奈らしい……と、清次は感じ入った。対して圭一は、頰ほおを赤らめてしまっている。

「あ、あほう！　そんなん、別にそこまで言うてへんやろ！　普ふ通つうに、付き合おうてるっちゅう意味や！」

「じゃあ……どっか遊びに行く、ぐらいまでか」

「せ、せやな。そんな感じや」

「だけど、どっか行ったか？」

「行ってへんけどやな」

「じゃあ付き合ってないだろ」

　まるで他ひ人と事ごとのように言ってのけた緋奈。次にきょとーん……としたのは圭一の方だ。

「せやけど、ほれ……」

「電話すらしてないぞ」

「せやからな……なんちゅうたらええねん……」

　圭一は軽く頭をかきむしり、二、三歩うろうろしてから再び緋奈に向かった。

「俺な……お前に、好きや言うたやろ」

「ああ、屋上で」

「そうや、それやそれ！　で、お前も俺に、言うたよな？　おんなじこと」

「ああ……言ったけど……」

「せやったら、俺らの気持ちは一いつ緒しよやねん。これはもう、付き合うてるっちゅうんと……」

「うそだ」

　きょとーん……。

「な………………んや、て？」

「言ったけど、うそだ」

　なんのためらいもなく、いつもどおり、ごく普通に、世間話でもするように、緋奈。

「う……うそやってお前……あの状じよう況きようで……」

「悪いな」

　そっけなく言うと。

「どおっちくしょおぉぉぉ────っ!!」

　圭一は泣きながらどこかへ走り去ってしまった。

（ああ……鈴野君……）

　それを見た清次は男として、ほろほろと涙なみだを流していた。

「緋奈ってば……」

　親友の行状に、いまさらながらあっけに取られる由香利。

「だめねぇ、鈴野君。若いんだからもっとガツンと行かないと……何やってるのかしら」

「そう言うあなたは何をやってるんですか、加藤先生」

　ばっ、と一いつ斉せいに振ふり返る三人。そこには、ふちなしメガネを西日に反射させた小張春名先生が。

　げっ……と、清美先生がうめきを漏もらす。あぶら汗あせか冷や汗かは知らないが、とりあえずそんな感じの雫しずくが清美先生のこめかみを伝った。それから電話口の奥様よろしく一オクターブ高い声で。

「あ、あらぁ……小張先生……こぉんなところに何の御ご用ようで……」

　それを受けた春奈先生は一オクターブ低い声で。

「庭球部の生徒が探してましたので……加藤先生のことを」

　にこりともせず、見下ろす。

「それで、先生はこんなところで何をなさっておいでなんです？」

「せせ……生徒のぉ……素行調査……の、ようなものでして……」

「あら、そうですか」

「はい、そうなんです……」

　睨にらんだ蛇へびと、睨まれたカエル。

　どきどきどきどき……。

「四番目の刑けい」

　告げるなり、春名先生はトレーニングウェアの首根っこを捕つかまえる。

「いっ、いやああっ!?　せんぱい許してっ！」

「いいから来なさい！　ほんっとにあんたは大学の頃ころから何にも変わんないんだから！」

「だからっていきなり四番ですか!?　先せん輩ぱいこそ横暴ですっ！」

「あらあら、抵てい抗こうすると五番まで上げるわよ、子こ猫ねこちゃん」

　輝かがやくメガネの、なんと恐おそろしいことか。

「じ、じゃあせめてこの子達だけは……！」

「ええ、心配ないわよ。私の生徒は優ゆう秀しゆうだから、ほら、行くわよ！」

「いぃやあぁぁぁぁっ……！」

　清美先生は引きずられるようにしてどこかへ消えてしまった。ぽつんと取り残された由香利と清次。

「先生たち、おんなじ大学だったんだ……」

　由香利の呟つぶやきに、清次も疑問を投げかけた。

「でも優秀ってどういう意味かな。渡部さんは小張先生のクラスじゃないよね」

「優秀かどうかは知らないけどな、春奈先生はあたしのクラスの担任だ」

　それが誰だれの声なのかは振り返らなくてもわかる。むしろ、もう振り返りたくない。これ以上の恐きよう怖ふは充じゆう分ぶんだ。

　清次は校庭へ向けダッシュ──

　ばたっ！

　──し損そこねた。

　由香利が足をかけたのだ。

「ああっ、ひどいっ!?」

「ごめんねーっ……！」

　その速いこと速いこと。声はドップラー効果でもかかりそうな勢いで遠ざかっていき……そして変わりに、地じ獄ごくよりの魔まの手が清次に近づいてきたのだった。







（ったく、ろくでもないな……）

　清次をほどほどに痛めつけた緋奈。教きよう唆さしたのが由香利らしいので『ほどほど』である。しかし先のことばかりではなく、昼休みからというもの周囲の視線がうっとうしい。確証もない絵空ごとで盛り上がるのがそんなに楽しいだろうか。

（うーん……）

　……それは、楽しいかもしれない。

（ま、人の噂うわさも七十九日ってな）

　長い目で見ればそんなものである。緋奈はさして深くも考えず、教室に鞄かばんを取りに戻もどってきた。

　と。

「おお、与謝野」

　岩田先生が緋奈を出で迎むかえる。補習をしているわけでもなく、教室には彼一人だ。

「どうしたんだ？」

「少し聞きたいことがあってな」

　教室には緋奈の鞄だけが残っている。それで待っていたのだろう。

「圭一の次は先生か……まあいいや。なんだよ」

　すると、岩田先生は何か話しにくそうに咳せき払ばらいなどした。

「これは飽あくまでも噂なんだが……お前、転校生の羽隆と何かあったのか？」

「はあ？」

　呆あきれて、眉まゆをしかめる緋奈。

「ああ……なんだ。生徒の間でちょっとした噂になっててな。それで他ほかの先生方も気にしとるんだが……。で、だ。少し……話を聞こうと思ってな」

　早い話が、不純異性交遊という容疑までかかってきたらしい。緋奈はいよいよ悲しくなってきた。

「……先生までそんなこと言うのか？　なんだかんだ言ったって先生と、春奈先生だけはあたしのことわかってくれてると思ったのに……」

「いや、わかってる、わかってるが……小張先生もそうおっしゃったんだが……あれだ、火の無いところに、と言うだろう」

「泣くぞ」

　思いがけない言葉に、岩田先生は目を白黒させる。

「な……なに？」

「それ以上言ったら泣くからな。もう先生のこと信じないんだからな。本気でグレるんだからな！」

　緋奈の目には芝しば居いっけなしに、そんな色がありありと浮うかんでいた。

「あ、ああ、まてまて！　そこまで言うならもう聞かん！　うん。他の先生には私から話しておく。悪かった」

　それだけ聞いた緋奈は、自分の机まで行き、ひったくるように自分の鞄を取り上げてその場を後にした。

「やーれやれ……俺も修しゆ行ぎようが足りないか」

　嘆たん息そくし、自分の頭を小こ突づきながら……岩田先生は緋奈の涙なみだ目めを思い浮かべた。







「おい、与謝野っ！」

　廊ろう下かを歩く緋奈の真っ向から、男性教師が声を荒あらげてくる。疑わしげな七三分けと、キンキン響ひびく甲かん高だかい怒ど鳴なり声……誰あろう、ネイチャー川かわ島しまこと、川島先生その人だ。

　対する緋奈は、誤解が解けたとは言え、信じて止やまない岩田先生に疑われたばかり。

「お前、そこら中で噂になってるぞ！　転校してきたばかりの羽隆と、問題を起こしたらしいな!?」

　傷心はえぐられることで怒いかりに転ずる。

「え!?　どうなんだ！　何とか言ってみろ！」

　そこまで言われたら、言うしかない。

「……このセクハラ野や郎ろう」

　ぼそっと。うつむき加か減げんに、ごく静かに。

　氷よりも冷たいガンを飛ばす。そのたった一言で窮きゆうする川島先生。その言葉が、昨今の男性教きよう諭ゆに対して何を意味するのか。

「あ……いや……別に、俺は、そんな……」

「二度と言ってみろ。教育委員会にあることないことぶちまけるぞ、ハゲ」

　最後まで物静かな……しかし溢あふれ出る凄すさまじい怒ど気きに気おされて、かくかくうなずく川島先生。それを見た緋奈は廊下に唾つばを吐はき捨て、てくてくと歩き去って行った。







（あのハゲ……いつかヅラの皮はがしてやる）

　そうは思うものの。元はと言えば、余計なことをユキに言ってしまった自分が悪い。この、自分が悪いというのが一番腹立たしい。こればっかりは誰だれを責めてもどうなるものでもなく、自分で消化するしかないのだ。幸い緋奈は、その点おおらかな部分もあったので。

（相手を見て口を利きく。そうしないと、口は災わざわいの元……と）

　ようやく冷静になって、そんなことを考えた。大切なのは悩なやむことではなく、反省し、それを生かすこと。祖父からよく教えられた事こと柄がらである。

　あれこれ考えるうちに家が見えてきた。長い長い放課後も、あの門をくぐれば終わりだ。そして寝ねてしまえば、今日はもう過去のこと。

「緋奈っ！　緋奈っ！」

　緋奈が庭先を歩いていくと、ミウルスが縁えん側がわから、あたふたしながら飛び出してきた。

「緋奈ーっ！」

「なんだ、じじいが出たのか？　今日のあたしは機き嫌げんが……」

「なんか転校生とスッゴイことしたってメールが──！」

　ずごすうっ！　ばっしゃあんっ──！

　スカートをものともしないハイキックをミウルスの延えん髄ずいに叩たたき込み、庭の池に沈しずめた緋奈。ようやく機嫌が直ってきただけに──口より手より足が先に出たことを、誰が責められようか。携けい帯たいがミウルスと一いつ緒しよに落ちたのでもうわからないが……メールの出所は恐おそらく、由香利だろう。

　一いつ匹ぴき数百万円もする錦にしき鯉ごいたちがびっくりして跳はね回る中。

　ぷかー。

　そんなのどかさすらうかがえる様子で、ミウルスはうつ伏ぶせに池に浮かんでいた。

（助ける義理は、ないな）

　緋奈が玄げん関かんへ足を向けると、塀へいの表に車が止まる。やがて庭先に現れた人ひと影かげは、トラッドなスーツに身を固めた壮そう健けんな老人である。後ろには、やはりスーツ姿の美女が一人。

「おや緋奈。帰ってたのかい」

　その姿を見た緋奈は、ほとんど半泣きになって聞く。

「……じいちゃんは、変なこと聞いてないよな？」

「なんのことだ？」

　目を瞬またたかせる祖父に、

「はあっ……」

　緋奈は全身の緊きん張ちようを解いて、その首にすがりついた。

「おお、おお、どうしたい」

「なんでもないよ……」

　彼はそれを聞いても怪け訝げんな顔一つせず、それどころか目元を緩ゆるめ、立派な口くち髭ひげをほころばせる。

「そうかそうか。そうだ緋奈、お土産みやげを買ってきたぞ。ほれ……何とか言うところのケーキだ。静しず香かがな、そこのが一番うまいと言ってな」

　と、後ろの愛人をかえりみる。

「横よこ浜はまの評判のお店で、おいしいんですよ。緋奈さんもきっと気に入ると思って」

「うん、静香さんも一緒に食べよう」

　緋奈が言うと、静香は優やさしげな笑えみを浮うかべた。彼女は、緋奈のことを妹のように可愛かわいがってくれる。なので当然、緋奈も彼女が大好きだった。もうかれこれ五、六年の付き合いである。

「緋奈、わしはまた少し出かけてくるぞ」

「帰って来たばっかりだろ」

「ああ、ちょっと公団まで行って来るだけだ。今日のうちには戻もどるよ。じゃあな、緋奈」

「うん、じいちゃん」

　さすがに関東最大級の組織の会長ともなると多た忙ぼうである。その祖父を笑顔で見送る緋奈と静香。二人はまるで、仲の良い本当の姉妹のようでもあった。

「静香さん、中に入ろう」

「あ、はい。その前に……あの……」

　ぷかー。

「なぜかわからないんですけど……ミウルスさんが、池に……」

「あれは、ほっといていいから」

　ぶかー。

「鯉につつかれてるんですけど……」

「いいからいいから」

　ぶくぶく。

「あのっ……沈んでっ……！」

「はいはい」

　飽あくまでも無視を決め込み、緋奈は彼女の背中を玄関に押し込んだ。

　気を失った哀あわれな天使が一人、今まさに鯉の餌えさにならんとしていた。
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「すまない、遅おそくなったな」

　オーバルテーブルに着いていた三人の前に、赤い仮面を付けた黒くろ髪かみの男が現れた。

「気にするなよ、俺たちも今揃そろったところさ」

　椅い子すに座ったまま気さくに答えたのは、青い仮面に長ちよう髪はつの男。それにうなずく緑の仮面と、黄色い仮面の二人。

「どうだったレッド、そっちの新入隊員は」

「ああ、なかなかのものだな。そう言うイエローの方は？」

「問題ない。グリーンもブルーも同じさ」

「そうか。……ふっ、これなら博士はかせもさぞご満まん悦えつだろう。我ら四人の仮面の騎き士しに、新たに集つどった百名を越こえる仮面の戦士。無様に屈くつするラピティアの姿が目に浮かぶようだ……」

　静かに目を閉じ、想おもいに浸ひたるレッド。昔せき年ねんの恨うらみを思い出すかのように、その手が自おのずと握にぎり締しめられた。なぜかと言えばこの四人、先回緋奈に虐しいたげられたあの四人なのである。

「メールで戦力増強プロジェクトは大成功と言ってもいいな」

　再び目を開けたレッドは明日の方向に向かい、ひとり強くうなずいた。

　電波塔とうをジャックして不特定多数の携けい帯たい電話へ向けて暗号を発信。それを解き明かした頭脳明めい晰せきな者を秘密裏りの場所へ集めてさらにふるいにかける。そうして選えりすぐられたのが今回、新入隊員として彼らの下に配属された百余名だ。

「それで……今回集まったのはどういう用件なんだ？」

「仮面の騎士を一人、増員するらしい」

　ブルーの言葉に、レッドは仮面の下で不思議そうな顔をした。

「博士がそうおっしゃったのか？」

「俺たちはもともと学術分野のスペシャリストだぜ。今回集まった隊員も学者系……体育会系はいても実じつ戦せん闘とうをこなせる人間は極きよく端たんに少ない」

「つまり……その一人は完全に戦闘要員ってことか」

　確かく認にんするようなレッドの言葉に、ブルーは一度だけうなずいた。

「俺たちと同じ……博士が直接スカウトしてきたらしくて、この間の戦闘も見学してたそうだぜ。姿は見せなかったけどな……」

　と、そこで腕うで時ど計けいを見るブルー。

「もうすぐここに来る。それで最後に、俺たちにそいつの実力を見み極きわめて欲しいそうだ」

　と、まるでその声を待っていたかのように、ドアがノックされた。

「噂うわさをすれば、ってやつだぜ」

　ブルーの言葉に、レッドは視線だけ送ってうなずく。

「入れ」

　威い厳げんたっぶりに、円えん卓たくに着いたレッドが呼び入れた。次にドアが開かれたとき。

　その容姿と声こわ色いろに、四人は一いつ斉せいに目を丸くした。戦闘要員というからどんな熊くま男おとこかと思えば、想像していたのとはまるっきり正反対の──細身の女性。彼女は自分たちと同じライトグレーの制服に、白い仮面を付けていた。

　薄うすい唇くちびるとほっそりした顎あご先、控ひかえめな鼻び梁りよう。癖くせの無いダークブラウンの髪かみはセミロングに切り揃えられ、つややか。仮面に覆おおわれた目元以外の場所からだけでも、なかなかの美人だろうことがうかがえるが──唯ゆい一いつ仮面から覗のぞける瞳ひとみは、ナイフのように鋭するどい光を宿していた。

「ホワイトです」

　ドアを閉めた彼女は、それだけ述べて口をつぐむ。涼すずやかな雰ふん囲い気きによく似合う、落ち着いた声色だ。

[image: ]

「ど、どうする？　女の子だぞ？」

　落ち着かない声を出したのはレッド。正確には、二十代前半から半ばくらいの『女性』なのだが。

「結構美人みたいだな……」

「と、とりあえず電話番号くらい聞いておくか？」

「待て待て。それなら……」

　広いテーブルの片かた隅すみにせせこましく寄り合った四人は、ホワイトに聞こえぬようにプロジェクトを計画した。やがてそれが確定すると、再び威い圧あつ的な──というよりはカッコつけたように元の位置に戻もどる。

「ホワイトと言ったな？」

　テーブルの上にそれらしく手を組んだレッド。はい、と彼女は答えた。

「まずは自己紹しよう介かいをしてもらおう」

　彼女は手にしていた一枚の『コピー用紙』をテーブルの上に差し出した。手にしてざっと目を通すレッド。本名は愚おろか生年月日すら記き載さいされておらず、経歴だけがかなり大おお雑ざつ把ぱに書き連ねられている。いわく、

　日本生まれ。

　その後アメリカ合衆国に帰化。

「以上です」

「……いや、もうちょっと詳くわしく書いてくれないと……」

「博士はこれで充じゆう分ぶんだと。実力とやる気があれば」

　実力とやる気──アルバイト募ぼ集しゆうのようなフレーズだが、この組織で存在するために必要なのは確かにそれだけなのだ。彼らが今付けている仮面も、この場所以外での己おのれの存在──肉親や社会的地位さえ──を切り離はなすという意味が込められている。

　ともあれ、『自己紹介から会話を盛り上げて仲良くなってしまおうプロジェクト』は失敗に終わった。

「いや……し、しかしだな。我々にはラピティアを倒たおし、世界を征せい服ふくするという崇すう高こうな目的があるのだ。そのために我々はお互たがいの理解を深め、より信しん頼らいしうる間あいだ柄がらにならねばならない」

「そうですか」

　かなりそっけない一言が返ってくる。

「……そうだ。そこで、重要な質問事じ項こうがいくつかある。答えてもらうぞ」

「はい」

「年ねん齢れいは？」

「女性に歳としを聞くのはとても失礼なことではないかと思います」

「そ、そ、そうだったな……えーと。じゃあ好きな食べ物は？」

「食堂で日本酒を注文したとき一いつ緒しよに出てくる、銀紙に包まれたツナのおつまみは大好物です」

　色気もそっけもない。

「えーと……」

「ご存知ありませんか？」

「いや、知ってるんだけどね……うん、あれはおいしいよね……」

　レッドは寂さびしげに呟つぶやいた。それに替わって口を開いたのはブルー。

「好きな色はなんだい？」

「床ゆかに垂れた血のりをタオルで拭ぬぐおうとしてふき取りきれなかったときのオレンジっぽい赤など」

　想像してしまったのか、ブルーはこめかみを押さえてうつむいた。続いてグリーン。

「だ、だったら好きな花とか」

「大根の花は小さくて可愛かわいくて好きです」

　と言われても見たことが無い。

　グリーンもうなだれて、イエローが問うた。

「……冗じよう談だんだよね？」

「当たり前じゃないですか」

　即そく答とう。

　四人は一いつ斉せいに唸うなった。

「ば……バカにしてるのかな？　先せん輩ぱいを？」

「多少は」

「ぐ……」

　喉のどまで出かかった罵ば声せいを必死に飲み下したレッド。ここで怒ど鳴なるのは簡単だが、それではあまりに大人気おとなげない。本当にちょっとした冗談だったりしたら、怒おこったりすれば度量の狭せまい人間だと思われてしまう。それは、先輩としては避さけたかった。

「ま、まあいい。では最後に……そうだな、今後の抱ほう負ふを聞かせてもらおう」

「先輩たちとは絶対に恋こい仲なかにはなりません。以上です」

　四人は完全に撃げき沈ちんした。




　それから場所は変わって体技場。何のことはなく、研究所の倉庫から荷物を取り去っただけのだだっ広い空間である。

「ではこれより君の戦せん闘とう能力についてテストする。いいか、女だからといって容よう赦しやするような我々ではないぞ！」

　自棄やけになったレッドの声が、広い室内に響ひびき渡わたった。

「フラれた腹いせですか？」

「違ちがう！」

　がーっ、とか、むきーっ、とか言いたげに、レッドは唇くちびるをわななかせた。

「くそっ、なんて女だ」

「見かけにだまされたぜ」

「新人のクセに失礼だしな」

「徹てつ底てい的に教育してやろう」

　囁ささやいてから、おう、とうなずき合う男たち。それからレッドは、再びホワイトへ顔を向けた。

「言っておくが、このテストに失敗したら仮面の騎き士しに君の居場所はないぞ。一兵卒だ」

「具体的にはどのようなテストでしょうか」

「ふっ、簡単なことだ……君にはラピティア役をやってもらう！」

　レッドは人差し指をホワイトへと向けた。

「つまり、我々の対ラピティア用フォーメーションに対たい抗こうできるかどうかを見る」

「クリアできればラピティアとも対等に渡り合えると認められるわけですか？」

「そういうことだ。聞けば先日のラピティアとの戦闘も見学していたそうじゃないか。やつがどれほどの能力を備えているかはしっかりと観察したな？……まさか、戦闘要員でありながらそれを忘れたとは言わせないぞ」

　するとホワイトは、しばし口をつぐんだ。

　それから。

「……あの極きわめて一方的な虐ぎやく待たいを戦闘と呼こ称しようしてもよいとおっしゃるのであれば、この二つの目の奥にしっかりと焼き付けておきましたが」

「がーっ！　違う！」

「では、土下座して泣きを入れたことでしょうか。それでしたら、目を閉じれば昨日のことのように思い起こせますが……さすがにあれを戦闘と呼んでいいものかどうか」

「むきーっ！　もういい！　お前泣かす！」

　あまりの憤いきどおりに、レッドが地じ団だん駄だを踏ふむ。

「落ち着けレッド！　とにかくフォーメーションだ！」

「ふう、ふう……そうだったな……では」

　レッドの声で四人はそれぞれ、ベルトに挿さした警棒を引き抜ぬいた。だが、もちろんただの警棒ではない。軽い痙けい攣れんからショック死まで。威い力りよくを調節できる超ちよう高こう性せい能のうスタンバトンだ。

「先輩、質問です」

「ふっ、心配するな。威力は絞しぼってある」

「いえ。よりラピティアらしく振ふる舞まうために、私も武器を携けい帯たいした方が良いのではないでしょうか」

　そう言ったホワイトの腰こしにも、幹部用の標準装備として同様のものが備えられている。

「うん……それもそうか。いいだろう」

　とレッドが言った途と端たん、彼女は腰ではなく。

　懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出した。

「では始めましょう」

「待て待て待て！　なんだそれは!?　ラピティアはピストルなんて持っていなかったぞ！　ステッキだ！」

「そのステッキから放射される魔ま力りよくの代わりですが」

「違ちがう！　ぜんぜん違うそれは！　却きやつ下か！」

「安心してください。魔力のように爆ばく発はつしないので安全です」

「爆発しなくても！　却下だ！」

　彼女はしぶしぶ拳銃を仕し舞まいなおすと、小さく舌打ちした。

「いま……ちっ、て言わなかった？」

「いえ」

「……そ、そうか。さすがに空耳かな……」

　改めて警棒を構えたホワイトに、四人は気を取り直して動いた。彼女の前面に三人、その背後に一人。線で結べば熊くま手での形になるよう、展開しようとして──。

「ぎゃ!?」

　後ろに回ろうと横切ったグリーンを、ホワイトが警棒で思い切りぶっ叩たたいた。

「こ……こらこらこらっ!?　なにしてるんだ!?」

　レッドが声を大にすると、ホワイトはさも不思議そうな顔をする。

「……私はラピティア役ですが？」

「だ、か、ら！　なんでそうなる!?」

「彼女がむざむざ背中を取らせるとは思えません。まだ始まっていない、という理由も彼女に当てはめれば論外です。卑ひ怯きようですから」

　あまりといえばあまりな正論に、三人は（グリーンは昏こん倒とうしている）二の句を告げなくなっていた。

「それと、アドバイスです。四人がかりというのは彼女ほどの能力を持つ者に対しては有効ではありません。ある一定以上の技量を有した人間というのは、混戦になるほど戦いやすくなるものです」

「……そうなの？」

「目標に対して、人数があぶれるということです。極きよく端たんに考えると分かりやすいでしょう」

　一人に対して百人がかり……実際に戦えるのは中心にいる四、五人が限界だ。そう考えたレッドは、なるほど、と手を打つ。しかもラピティアの場合は人間離ばなれしたスピードがあるのだから。そんな大人数の中をかき回されたりすれば、ひとたまりもないだろう。

「ですので、多対一で攻せめるのであれば一人一人が有効に戦えるスペースを考こう慮りよした場合、三人が適度な人数です。かの新しん撰せん組ぐみも、維い新しん志士を討うつときには一人に対して二人ないし三人がかりで立ち合ったと言われています」

　ほう、と頷うなずくグリーン以外。

「さすがは戦せん闘とう要員……と言いたい所だが、知識だけではな」

「わかりました。では私を中心に百二十度間かん隔かくで展開してください。真正面に一人が立ち、背後に二人来るように。……そうです」

　レッドたちは正三角形に配置された。ホワイトが横を向くと、正面に一人、というのがずれないよう三人も移動する。なかなか息の合った連れん携けいである。

「これがセオリーです。覚えておいた方がいいでしょう」

「ふん、ついつい言われるままに行動してしまったが……これがテストだということを忘れていないか？　君は自ら不利な状じよう況きようを作り出してしまったのだ」

　自信たっぷりにレッドは笑うが。

「不利ではありますが、それがイコール勝敗というわけではありません。これも、プラス思考過ぎる先せん輩ぱいたちは覚えておいたほうがいいでしょう」

「くそっ、お喋しやべりはもう終わりだ！　いくぞ！」

　三人が一いつ斉せいに、正三角形の中心であるホワイトをめがける。それぞれの距きよ離りは五メートルほどだ。だがその一歩が踏ふみ込まれる寸前、ホワイトが正面のレッドに向かって警棒を振ふった。

（ふっ、甘い！）

　内心ほくそ笑んだレッドは踏み込んだ足を全力で踏ん張ばり、ブレーキ。だが、警棒の先はレッドの予想を裏切ってそのまま自分へと伸のびてくる。

（!?）

　ホワイトは警棒を振り下ろした勢いで、そのまま手を放していたのだ。顔に向けて投げつけられたそれを咄とつ嗟さに右みぎ腕うでで弾はじくレッド。

　同時。

　自ら遮さえぎってしまった視界の影かげから、なんとホワイトも飛んできていた。風切り音を伴ともなって、跳ちよう躍やくしたホワイトの膝ひざがレッドの顔面に直ちよく撃げきする。

「がっ!?」

　ホワイトは未いまだ宙に舞まう警棒を手にしてから着地、崩くずれ落ちようとするレッドの襟えり首くびを引っ摑つかんで、そのまま自分の背後に投げ捨てる。

「うわ!?」

　突とつ進しんしてきたイエローはホワイトではなく、投げられたレッドに警棒を突つき入れてしまった。そうしてイエローの動きが停てい滞たいする一いつ瞬しゆんに、ホワイトはイエローの側面に回りこむことでブルーとの間に盾たてにする。標的との間にイエローを挟はさまれたブルーは走る勢いを殺され、たたらを踏んだ。

　そして次の瞬しゆん間かん、ブルーの視界からイエローが搔かき消された。ホワイトの回し蹴げりがイエローの首を刈かり、そのまま吹ふき飛ばしたのだ。ホワイトは下ろす蹴り足で勢いのまま床ゆかを蹴り、一気にブルーに肉にく迫はく。その喉のど元もとに警棒の先せん端たんを突きつけた。

「全員に気絶されては許可が頂けないので」

　そう言った彼女の声、呼吸には一いつ片ぺんの乱れも無い。

「わ、わかった……君は、強い……仮面の騎き士しになることを認める……」

　それだけ聞くと、ホワイトは警棒をベルトに収め、出口へ向けて颯さつ爽そうと身を翻ひるがえした。その背に、ブルーは声をかける。

「一つ……聞きたいんだが……」

「なんでしょう」

　ホワイトが半分だけ振り返った。その頃ころには倒たおされた三人も意識を回復し、辛かろうじて身を起こしていた。

「どこで覚えてきたんだい、こういうの……」

「シールズです」

　一言述べて、彼女は体技場を後にした。シールズ──米海軍特とく殊しゆ部隊。

「勝てるわけねえよ……」

　誰だれか一人の声に、四人はばったりと倒れ込んだのだった。







（博士はかせの言うことは、正しいのかもしれない）

　ユキが九重第二高校に転入して、一週間が過ぎた。同時にそれは、一いつ般ぱん社会においてそれだけの時間を過ごしたという意味でもある。

　だがテレビ、新聞、雑誌……なんとくだらないのだろう。取るに足らない一過性のものに大おお騒さわぎする。そのくせ、紛ふん争そうや資源、環かん境きよう問題などの恒こう久きゆう的な問題に取り組もうとする人々、取り上げようとするメディアはごく少数だ。

　それまでとりまきのように接していたクラスメートたちも、ユキのそんな話を聞いて次第に遠ざかっていった。議論を交かわしてくれても、それはごくわずかな人間。

　もっと、楽しいことがあるからだ。答えは出ないと投げ出してしまうからだ。

　もう少し。ほんの少し、なにかが出来るとは思わないのだろうか。ひょっとしたら、それだけでも世界は変わるのではないだろうか。ともすれば、行動は出来ずとも、考えるだけでも。

　しかし、人間全すべてがそう思っているわけではない。ましてや、それを無理強じいすべきではない。ひとにはひとそれぞれの考え方、やり方があるのだ。

（答えなど、ないのだろうか）

　ひょっとしたら、その考え方も正しいのかもしれない。確かに、そうした行動を起こしている人間は、どこかヒステリックにさえ見えてしまうのだから。その極きよく端たんな例がテロリズムだが。

（自らの意志で戦う……）

　だまされず、躍おどらされず、自分が生きる意味……意義を見つける。それが、自分に課せられた使命であった。なぜ、この世界を制しなければならないのか。それによって、この世界をどう変えなければいけないのか。

（……正しいことは、なんだ？　正しいとは、なんだ？　俺は……やはり、戦うべきではないのか……？）

　その選せん択たく肢しも、彼は残してくれている。

　だが……世界は、確かに間ま違ちがっている……。

「おう、ユキ」

　視線を平へい坦たんな机から声の方へ向けると、そこに鈴野圭一が立っていた。昼休みは半ばまで過ぎており、彼も昼食をとり終わったのか、ジュースのパックを手にしている。

「なんや、また難しいこと考えとったんか」

「ああ」

　彼は、遠ざかって行かないクラスメートの一人だ。さりとて、ユキの思うところについて深く接してくるわけでもないが。

「お前、ほんっ……まに、暇ひま人じんやな」

「？」

　ユキが言葉を捜さがしていると、彼は空いていた前の席に、後ろ向きに腰こしを下ろした。

「んなこと考えとんのは暇人や、っちゅうてんねん」

「だが、大切なことだとは思わないか」

「思わんな」

「なぜだ」

「他ほかにすることがあるからや」

「たとえば」

「あほ。俺ら学生やねん。勉強でもナンパでも、なんでもすることあるやろ？　もっと他におもろいことないんか、お前は」

「おもろい……楽しいことか」

「せや」

　ストローを咥くわえて、うん、とうなずく圭一。

「……楽しいとは、どういうことなのだろう」

　それを聞いた圭一は、疲つかれたように肩かたを落とした。

「……お前、今まで生きてきてそんなんもわからんのかい。それとも楽しいっちゅう日本語が理解できんのか？」

「ああ。よく理解できていない」

「ほうか。まあ……あれや。ワクワクしたりドキドキすることってあるやろ」

「わくわく……」

「胸が弾はずむっちゅうんかな」

　そのとき、ユキの脳のう裏りに緋奈の顔がよぎった。とても気の強そうな。彼女は、いつも自信に満ち溢あふれた表情をしていた。

「それが、楽しいことなのか」

「嫌いやではないことや」

「……そうか」

「せや。なんかあるやろ」

「ああ。ひとつだけ」

　ユキはもう一度、彼女の顔を思い浮うかべた。

「……ひとつだけ、あった」

　しかし圭一はそれを聞いて眉まゆを訝いぶかしめる。

「なんやたった一つかい。せやからあかんねや。しゃあないな…」

　圭一は教室の時計を見上げた。そして子供のように無む邪じや気きな笑顔えがおを覗のぞかせる。

「ほんまもんの楽しみっちゅうんを教えたるわ」




　あと二十分もすれば五時間目が始まるというときに、二人は校舎裏へ来ていた。学校の敷しき地ちと道路とを隔へだてる塀へいは、校舎の外がい壁へきから数メートルと離はなれていない。なので日当たりも悪く、地面には背の低い雑草に苔こけやシダが交ざっている。そんな場所だった。

「……こんなところになんの用だ？」

「まあ静かにしとれ。前に美術部のやつが言うてたんやけどな……おっ、先客や」

　そこには真しん剣けんな目付きをした男子生徒が三人、居並んでいた。しかし雑談するでも、こそこそタバコを吸うでもない。毅き然ぜんとした態度で、少し先にある校舎の壁かべをねめつけている。いや、正確にはその壁に付いている窓を。

「……珍めずらしいな、鈴野が来るなんて」

　二人に気付いたピアスをした一人が、決して響ひびかない静かな声で言う。それに合わせて、圭一も静かな声で。

「俺やないねん」

　肩かた越ごしに親指で、付き添そうユキを指し示す。すると整せい髪はつ料りようで髪かみを整えた別な一人が顔をしかめた。

「転校生……羽隆君だったか？　とち狂くるったのか、鈴野君。ここから先が聖域だということを、忘れたわけじゃないだろ？　よそ者を立ち入らせるわけには…」

「まあまあ、こいつ口は固いねや。俺が保証する」

　ピアスと整髪料の二人が、残る一人を振ふり仰あおぐ。

　眉び目もく秀しゆう麗れい、切れ長の目。九重第二のブレザーよりも城西高校の学ランの方が似合うだろう、メガネをかけた真ま面じ目めそうな男を。

　そして彼はうなずいた。

「……いいだろう。だがこの聖域に立ち入る勇者として、これだけは確かく認にんしておきたい」

　彼は一歩、威い圧あつするような態度でユキの前に踏ふみ出した。

「情熱は、あるか？」

　ぎらり、とメガネの奥に光が奔はしるる。

「情熱」

　オウム返しにユキが尋たずねた。

「熱い漢おとこは、君の中にあるか？」

「おとこ……俺は、男だ」

　ユキが意図するところと、メガネの彼の意図するところは微び妙みように食い違ちがっていたが、それを声で判別することは難しい。さらにユキは普ふ段だんから三人に負けないほどの真顔である。

　メガネの彼はうつむき、ぐっ、と力強くメガネの端はしを押し上げた。

「行け。漢として。そしてそれに磨みがきをかけて来い」

「俺は、男だが…」

　ユキが反論しようとすると、

「ええから行ってこいて。こいつ……一いち文もん字じ兼けん好こういうんやけどな。こいつに一発で認められるなんて、お前なかなかないで」

「行ってどうする」

「あそこに窓あるやろ。カーテンかかってるけどな、隅すみっこのほうから中見てみい」

　携けい帯たいで時間を見る圭一に、ユキは言われるまま歩き出した。それを見送る四人。その窓の方からは体育を控ひかえた女子たちの、楽しそうな、あるいは憂ゆう鬱うつそうな声が聞こえている。

「聖域は、熱き魂たましいを持つ者にいつでも開かれている……」

　感かん慨がい深げな兼好。ほっそりしたメタルフレームのメガネを、くいっと押し上げる。

「そう真面目腐くさらんでもええんちゃうか？　たかが覗のぞきやろ」

「鈴野。お前はまだわかってくれないんだな」

「わかれ言われてもやな……」

　圭一自体は裏ビデオを持ってるような人間である。好きは好きだが、いまさら危険を冒おかしてまで下着姿を見たいと思う精神年ねん齢れいではない。だがここに揃そろった漢たちは、そういったものとは別な、高こう尚しようとも呼べそうななにかをその先に見み据すえていた。それがなにかが、圭一にはさっぱり分からなかった。

「しっかし、京きよう四し郎ろうもようやるわな」

　その名に、兼好が賛同する。

「ああ。彼は天才だ」

　ここの女子更こう衣い室しつのカーテンは、きちんと閉めないと端はしが開いてしまうのだ……とは、前出の美術部員、京四郎氏の言。そんなピンポイントなことまで観察してしまうあたりが、兼好いわく天才らしいのだ。

「えらい好き者……っちゅうかあれはもう完かん璧ぺきな変態やろ。わけわからんところにツボ付いとんねん。知っとるか？　裏ビデオ貸す言うてもいらん言いよるし、それやのにこんな覗きスポット知っとるしやな。なんでそんなんが生徒会副会長になっとんのやろ……」

「そこが彼の魅み力りよくだろう」

「せや……お前も風紀委員やったな……」

　圭一の視線を受けた兼好は、意味深な笑えみを口元に載のせて。

（このガッコ、ほんまに大だい丈じよう夫ぶなんやろか…）

　と、圭一が学校の行く末を心配する間に、ユキが赤い顔で、おぼつかない足取りで戻もどってきた。のぼせてしまったらしい。

「鈴野。なんだあれは」

「なんや言われても……見たんやろ、女子の裸はだか」

「俺が言っているのは、つまり……なぜ、ああいったものを覗くのか、ということだ。正しい行いではない」

「……鼻血出しながら言われてもやな」

　ユキの片方の鼻び腔こうから、ぱたぱたと赤い雫しずくが流れていた。それを見た漢たちはなぜか感かん極きわまった様子で。

「すっ、すげえぜ！　いまどき下着見てそうなるか!?」

「俺、昔を思い出したよ…！」

「素す晴ばらしい！　今の時代、君のような純じゆん朴ぼくな人間がいたとは！　神はなんと粋いきなはからいをするのだろう！」

　彼らは口々に称たたえては、ばんばんとユキの肩かたを叩たたく。

「俺は……」

「ええから。鼻血拭ふけ」

　圭一は三人の歓かん喜きに肩を落としつつ、ティッシュを差し出した。血を拭ぬぐいながらユキは、赤ら顔をいつもの白い肌はだに戻していく。

「で、どうやった？　感想は」

「そうだな……与謝野の背中が綺き麗れいだった」

　その言葉が、圭一たちの表情を一変させた。

「お前……今なんて言いよった？　お前、あそこでヒナヒナ見たんか!?」

「ああ。目が合った」

　よりにもよって──!?

　ぞくっと、ユキを除いた四人は総毛だった。

「てっ、撤てつ収しゆう！　撤収だ！」

　兼好が号令をかけて走り出す。圭一は、状じよう況きようをよく理解していないユキの腕うでを摑つかんで一いつ緒しよに駆かけ出した。

「今度は、どこへ連れて行くつもりだ」

「ええから来いっ！」

「くそ、あまりにパーフェクトなスポットで肝かん心じんなことを忘れていた！」

　兼好が己おのれの甘さに唇くちびるを嚙かんだ矢先。

「遅おそいな」

「っ!?」

　着き替がえ終わった女子一同が、校舎裏から校庭への出口でずらりと待ち構えていた。先頭に立つのは長なが袖そでにハーフパンツという体操着姿の緋奈。

「あんまり遅いから、こんなものまで用意しちまったぞ」

　ひょん、と緋奈の手により風を切ったのはソフトボール用の金属バット。野球用のものより細いために、見た目が痛そうである。

「くそっ、こっちだ！」

　踵きびすを返す兼好。だが同時に緋奈が手を挙げ、それに女子の一人がホイッスルを鳴らした。すると後ろからも、バットやら竹刀しないやら、砲ほう丸がんなどという本当に危険な代しろ物ものまで揃そろえた女子の一団。この凄すきまじいまでのチームワーク。そして痴ち漢かんと気付いていながらその場では騒さわがず、確実に仕留めることのみを目標とした作戦行動。教師を呼んでいないのは、私刑リンチにかけるため。全すべては緋奈の手しゆ腕わんだろう。

「あかん、囲まれとる！」

　前門の狼おおかみ、後門も狼。ただただ暴力を求める女子という名の餓が狼ろうたち。校舎に入り口は無く、塀へいは限りなく高く見えた。そこに。

「待て。与謝野」

　ユキが進み出る。

「君たちの着替えを覗のぞいたのは俺だけだ。やるなら俺をやれ」

　ごん！

　ユキは緋奈の一いち撃げきを受けてぱったり倒たおれた。雰ふん囲い気きも何もない、文字通りの問答無用。

「ユキっ!?」

「効きいたが……俺は、平気だ。気にしないでくれ」

「羽隆君、君はなんてやつだ！　さっきは疑って悪かった！」

　整せい髪はつ料りようの彼がユキの体を抱だき起こす。ユキの中に熱い漢おとこを見たのだろう。

「……へっ、やるやないか。こうなったら、俺もお前にばっかええカッコさせられんな」

　緋奈に向かう圭一。

「お前ら、ちいと裸はだか見られたくらいで騒さわぎすぎやで……心、狭せまいんとちゃうか」

　その様子になにかを見出した兼好は、驚おどろきに目を見開いた。

「圭一!?　お前、まさか…！」

「止めるなや、兼好。これは漢の問題や……なあ、ヒナヒナ！」

　そして圭一は己のズボンからベルトを抜ぬき放ち、それと一緒に下の履はき物ものごと……以下略。

　きゃあきゃあと数人の女子が赤くなって戸と惑まどい、あるいは凶きよう器きを放って逃にげ出す。

「見さらせ、漢の生き様！　これでおあいこや！」

「鈴野君！　き、きみって人は……！」

「やったぜ、鈴野！」

「おうよ！　おうよっ！　見てみい、連中ぐうの音も出えへんわ！」

　ただ。

　緋奈が、つまらなそーな顔で圭一のそこを凝ぎよう視ししていた。東京土産みやげに、ひよこならまだしも鳩ハトサブレをもらってしまったような、呆あきれ半分の、本当につまらなそうな顔で。
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「粗そ末まつだな」

　カッ、と目を見開いた圭一。

　その焦しよう点てんの合わぬ目を揺ゆらめかせ、ゆっくりと、ゆっくりと崩くずれ落ちていく。

　人は死の瞬しゆん間かん、それまでの記き憶おくを走そう馬ま灯とうのように思い出すという。

「鈴野～～～っ！」

　仲間の絶ぜつ叫きようが聞こえた。駆け寄る足音が聞こえた。

「鈴野君!?　おい！」

「鈴野っ！　しっかりしろ！　大だい丈じよう夫ぶか！」

「う……暗い……ここは寒いんや……ここは、どこや……」

「大丈夫だ、すぐに医者を…！」

「へへ……え、ええねん。おれ、もうあかんねん……大切ななんかを……忘れてもうたんや……な………」

「鈴野!?　すずの～～っ!!」

　と。

　舞ぶ台たいならここで幕が下りるだろう場面で。

「気は済んだか？」

　緋奈の無常な一言。くだらないものを見せ付けられた女子の怒いかりは頂点に達していた。

　その日の五時間目のチャイムは、同時に、殺さつ戮りく開始の合図でもあった。




「う……生きとるか……？」

「あ……ああ……俺は平気だ……」

　ようよう身を起こした圭一の呼びかけに、兼好が息も絶え絶えに答える。ピアスと整髪料の二人は、かろうじて息をしている、というような状態だ。ちなみにユキは、その美び貌ぼうのおかげかかなり被ひ害がいが少なかった。

「ええなぁ、お前……」

「すまない。俺が、気付かれなければ」

「き……気にすることはない……漢とはこうやって……磨みがかれていくものだ……」

　校舎裏。一つのドラマが終わった、ひっそりと忘れ去られたようなその空間で。

「へへっ、予定は狂くるったけどな。せやけど……おもろかったやろ？」

「……ああ。そうかもしれない」

　ユキはいつしか、引き締しめた口元を緩ゆるめていた。







　その日の放課後、緋奈の教室を訪ねたユキ。

「なんだ？」

「すまなかった」

　開口一番に頭こうべを垂れると、緋奈は軽く首を傾かしげた。

「いいよ。どうせお前、あいつらにそそのかされたんだろ？」

「……いや、だが」

「いいんだよ。とりあえず殴なぐるだけ殴ったからな。もう終わりだ」

「鈴野たちは」

「あいつらもだ。心配するなって」

「そうか」

　許してもらったのはこれで二回目だ。そしてユキは、胸の支つかえが噓うそのように消えていくのを感じた。

　そんな二人の間に、沈ちん黙もくが訪おとずれる。周りでは帰ろうとする生徒たちが物もの珍めずらしげにその光景を見ていたが、二人とも、気にすることはなかった。

「用事はそれだけか？」

「いや。君がまだ、俺と話をしてくれると言うなら」

「いいぞ。なんだ？」

　ユキはこれまでこの社会で見聞したこと、それによって得た自分の考えを、彼女に聞いてもらった。昼休みの、圭一との会話も含ふくめて。

「お前、ほんとに難しいやつだな……」

　椅い子すにかけたまま、髪かみをかき上げた緋奈。それが、話を聞き終わった彼女の第一声である。彼女の声は、わけもなく耳に心地いい。

「どうだ」

「どうって……なあ」

　彼女は、次には眉まゆをしかめて腕うで組ぐみする。

「言いたいことはわかるぞ。結局は金が優先する世の中だしな、そういうくだらない番組とかじゃないと金が入らないんだよ」

「金か」

「金がないと生きていけないからな。生きるっていうのは、生き物である以上は絶対に正しいだろ。お前みたいな言い方すれば」

　彼女の物言いに是ぜ非ひもなく、ユキはうなずく。

「ああ。正しいことだ」

「で、お前はその資本主義みたいなのが嫌いやなのか？」

　ユキはふと考えた。今の世の中の仕組み。その中ちゆう核かくをなしているのは、資本主義である。だが、博士はかせは資本主義を打ち砕くだくために戦っているのだろうか。いや、それは違ちがう。彼は、もっと別なもののために戦っている。それがなにかはわからないが。自分も、資本主義が間違っているとは思わない。

「いや、違う」

「なるほどな……なんとなくだけど。お前、別にこう……なんていうんだ？　答えみたいな、はっきりしたことを聞きたいわけじゃなくって……」

「ああ。君の思うところを聞かせてくれれば充じゆう分ぶんだ」

　やはりこの少女は違う。ユキはそう思った。

「様々な意見を聞いて、俺は、俺の答えを出そうと思っている」

「そういうことなら……あたしの言いたいこと言わせてもらうけどな。あたしはくだらないテレビも面おも白しろいと思うぞ」

「鈴野も言っていた。面白い……楽しいことは、何よりも優先するのか」

「そうだな。つまらないよりずっといいさ。お前は正しい正しいって言うけどな、広い目で見れば世の中、悪いことなんてそんなにないぞ。気に入らないことはあるけどな」

「君が気に入らないものとは、なんだ」

「そうだな……お前の話に合わせれば、左さ翼よくとかな」

　それはユキの聞いたことのない単語であった。

「さよくとは、なんだ」

「お前がさっき言ってただろ。日本で言えば、マスコミの取り上げた問題に、やっきになって運動を始めるやつらさ」

　がららっ！

　教室のドアが乱暴に開け放たれ、

「それは違うぞ！　断っじて違うっ！」

　川島先生が怒ど鳴なり込んできた。

「おい与謝野っ！　真ま面じ目めに社会問題について討論しているかと思えば、お前と言う奴はっ！」

「なんだ……？」

　きょとんとする緋奈の前に、川島先生がものすごい勢いで迫せまってくる。

「左翼とはっ！　一七九二年、ときのフランス国民公会において、議長席から見て左に急進派であるジャコバン党の議席が設けられたことに端たんを発はつし……！」

　中略。

「……そして現代においては理り不ふ尽じんな保守！　反動！　ファッショに立ち向かって行く自由の戦士たちを示す言葉なのだっ！」

　それを聞き、椅子を蹴けるようにして立ち上がった緋奈。家がそういう家業なので、それなりには右に傾かたむいているのだ。そして、そのような部分においても少なからぬ教育を受けてきている。

「てめえっ……薄うす々うす気付いちゃあいたが、やっぱ左か！」

　なぜか、『薄々』の部分で川島先生の頭部を見るユキだったが。

　それはともかく。

「そうとも……東大赤門、火か炎えん瓶びんの川島とは俺のことだっ！」

「あほかっ！　いきなりとんでもねえこと暴ばく露ろしやがって！　だいたい全ぜん共きよう闘とうなんざいつの時代の人間だ！　てめえまだ三十だろうが！」

「だまれっ！　反戦反はん核かくとジョン・レノンはいつの時代も人々の心に生き続けるのだっ！」

「このゲバ棒ヤロウ！」

「なんだと軍国主義者めっ！」

　それから延々、三十分ほど……両者とも口こう角かく泡あわを飛ばしての凄すさまじい舌ぜつ戦せんが繰くり広げられた。日本社会に入ってきたばかりのユキには、二人がなぜそこまで熱くなっているのかいまいち理解できなかったが……そろそろ、教室の外にもたくさんの野次馬が集まりだしてきていた。

「くっ……まさか、生徒の中にこれほどの論客がいるとは……！」

「はあ、はあ……やっぱ東大卒はダテじゃねえな……！」

　二人の論戦が一段落したとき。

　ぽん。

　肩かたを叩たたかれ、川島先生は振ふり返った。

「はっ!?　き、教頭っ!?」

「うんうん」

　教頭先生はにこやかにうなずいている。

「い、いえ……これは……」

「うんうん」

「いえ、今までの話はもちろん冗じよう談だんで……」

「うんうん」

「私も、卒業式ではちゃんと国歌をっ……！」

「うんうん」

　川島先生は大人の事情により、教頭先生に連行されていった。







　それからの帰り道も、緋奈はユキと話し合っていた。そのまま咲枝公園まできて、初めて会ったときのようにベンチに腰こしを下ろす。

　この少し変わった転校生と話をするのが、緋奈は面おも白しろかった。ミウルスや由香利では、こんなややこしい話題を振ってもついてこれないからだ。ついでに言えば川島先生との討論は、ケンカとはまた別に面白かった。知的欲求が満たされるとでも言うのか。

「まあ、あたしとあのハゲを見ててわかったと思うけどさ。水と油は混ざらないんだよ」

「だが、それが間ま違ちがっていることだとしたら、与謝野はどうする。しかも、その水も油も汚よごれきっていたとしたら」
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「決まってるだろ。洗せん剤ざいをぶち込むのさ」

　そう言って緋奈は、ニタッと口元を歪ゆがめた。

「川が汚れるって言うやつもいるかもしれないけどな。そんなの知ったことか。お前も言ってただろ、人にはみんな自分の考え方があるんだって。だったら結局は、自分でこれと決めたものを、こう……！」

　夢中になって話しているうちに、ユキはじっと自分を見つめていた。いつもとかわりない……だが、そのあまりにまっすぐな視線に、緋奈の胸が一いつ瞬しゆん、高鳴った。ユキもまた、急に真正面から目を合わせられ、はっとなる。

「な……なんだ？」

　我に返ってたずねる緋奈。ユキは目をそらすように軽く首を振った。

「いや……続けてくれ」

「だから……つまり、その……信念ってやつがひとつあれば、いいんだ。うん」

「そうか。わかった」

　緋奈はふと、ユキの表情が変わったような気がした。なにかを見つけたのかもしれない。

「緋奈ーっ」

　声のした方を向くと、買い物かごを提さげたミウルスが手を振ふりながら歩いてくる。

「珍めずらしいな。お前が一人で歩いてるなんて」

「ええ、家政婦さんがお休みなので夕飯の買い物に……」

　言いかけたミウルス。隣となりに座るユキを見て、わずかに険しい顔をした。

「どうした？」

「……いえ、なにも」

　すぐに普ふ段だんの、ぽーっとしたような目に戻もどる。

「この人は」

　ミウルスとユキの声が合わさって、二人はどちらともなく言葉を切った。

「……えーと、こいつはユキ。家で話しただろ。こないだ転入してきたんだ」

「えっ!?　ではこの人が緋奈と……」

　ごんっ！

　どっと溢あふれ出た殺気と同時にミウルスは殴なぐられていた。

「あうう……冗談なのです」

「ったく……。ユキ、こいつはミウルスだ」

　それから、緋奈は困った。よもや天使だなどとのたまうわけにはいかない。

「あー……なんだ。シベリアで食うに困ったらしくてな。身体からだ一つで歌か舞ぶ伎き町ちようまで出で稼かせぎに来てたのを、拾ってやったんだ。今はあたしの家で居い候そうろうをしてる」

「そうか」

　咄とつ嗟さに思い付いた割りには、妙みようにリアルな設定と……それに真っ正直にうなずいたユキ。

「あうう……」

　ミウルスはしくしくと涙なみだを流していた。







「なんだよ。さっきから黙だまりこくって」

　日も暮れてきてあの後すぐにユキと別れたのだが、ミウルスは帰る道すがら、ずっとなにかの考え事をしている風だった。

「出稼ぎのことか？」

「あう……そうではなくてですね……もちろんそれもあるのですが……」

　ミウルスは、買い物かごが、さも重たげに見えるほどぐったりする。

「じゃあなんだよ」

「それが……魔ま族ぞくの気配がしたのです」

「じじいが出たのか？」

「いえ、公園で……」

　緋奈はふと思い返した。商店街から緋奈の家に帰るには、咲枝公園は遠回りになるのだ。

「それで公園まで来たってのか？」

「緋奈。あのユキという人は、緋奈の友達なのですよね？」

「お前、まさかユキを疑ってるのか？」

「それが……微かすかな気配だったので、特定は出来なかったんですけど……」

　そしてうつむくミウルス。

「あほ。言っとくけどな、あいつは真ま面じ目めで礼れい儀ぎ正しいし、いまどき滅めつ多たにいない立派なやつだぞ。間ま違ちがってもあのじじいの仲間になるようなタマじゃあ、ない。だいたい魔族は追っ払ばらって、気配なんてじじいしか持ってないんだろ」

「…………」

　顔を上げ、ミウルスは緋奈を見る。

「緋奈がそんなに人のことを褒ほめるなんて珍しくないですか？　ひょっとして……」

　にやり、とほくそえむミウルス。

「本気で鯉こいの餌えさにするぞ」

　緋奈は不機き嫌げんそうに言って、歩調を速めた。その彼女の背を見ながら、ミウルスは呟つぶやく。

「ですが……気配は、確かにしたのです……」







　だから博士はかせは世界を変えようとしているのか。

　ユキは緋奈との会話をつとに思い返していた。Ｂのしようとしていることが正しいかどうかは、まだはっきりとはわからない。だが少なくとも、Ｂは行動しようとしている。逃にげたり、うやむやにしたりせずに。

　それはきっと、彼女の言う信念を持っているからだろう。それは、金銭……私利私欲を追求するよりも遥はるかに正しいと、ユキは考えていた。そして緋奈の言葉で、それはユキの中で、確固たるものへと昇しよう華かされたのだ。

　ユキは、研究室の中へと足を踏ふみ入れた。

「博士」

　ミスターＢはコンソールを操作する手を休め、椅い子すごとユキへと振ふり返る。

「なんじゃ？」

「世界は間ま違ちがっている。世界をそうした人間が愚おろかだということも、それは博士の言うとおりだと俺も思う。だが、確かに一ひと握にぎり……最低でも、俺の知る限り、一人だけは正しい人間がいる。博士。俺は人間たちの社会に出てよかったと思う」

「友を得たか。じゃが、人間は誰だれしも裏切らぬとは限らんのじゃぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。彼女に限ってそんなことは無い。とても立派な人間だ。博士と同じで信念というものを持っている。そして俺も、彼女からそれを教えてもらった」

　Ｂは一つ頷いた。

「聞かせてもらおう」

「博士。俺は、貴方あなたについていく。貴方のやろうとしていることの正否は、俺にはまだわからない。だが、貴方の行動しようとする姿勢は正しいと、俺は思う。これが俺の答えだ」

「それを、その少女が否定したとしてもか？」

　ユキはわずかな沈ちん黙もくを保った。

　彼女が自分を、気に入らないと言う。

　その光景を思い描えがいて。

　だが、うなずいた。

「……ああ。それでもだ」

「ならば、近日中に計画を実行するとしよう」

　ミスターＢは再び椅子を回転させ、コンソールとスクリーンとに向き直る。そこには、異形の人型ではなく……全まつたくの、人の形が映し出されていた。







　その日の夜。

「う……うう……こ、鯉……」

　ミウルスは暗がりの中で寝ね返がえりを打つ。額に玉の汗あせを浮うかべ、表情を苦く悶もんに歪ゆがめ……

「来い……ではなくて！　来ないで……いやぁ……鯉っ……！」

「やかましい！　どっちだっ！」

　げしっ！　と、パジャマ姿の緋奈の足が、ミウルスの頭を蹴けたぐった。

「はっ!?　ゆ、ゆめ……」

　ぱちりと目を覚まし、緋奈が蛍けい光こう灯とうを点つける中、あたふたと周囲を見み渡わたす。

「お前はあれから毎晩毎晩……」

「で、ですが緋奈！　鯉なのですよ！　こぉんなに……」

　と、両手いっぱいに円を描くミウルス。

「……大きな鯉こいが！　ぱくぱくと口を動かして！　ヒゲがひよひよしているのですよ！　怖こわくないのですか!?」

「知るか！」

　もっともである。

「ったく、じじいがすっこんだと思ったらこんどはお前だ。夢を見るのはいいけどな、そのはっきりとした寝ね言ごとはやめろ」

「寝言は寝てから言うので寝言なのです。寝ているときというのは、いくら天使でもどうにもならないのです」

「屁へ理り屈くつを……お前、やっぱり夜は起きてろ」

　最近Ｂが現れないので、ミウルスの生活のリズムも元に戻もどりつつあった。

「緋奈こそ、高校生なのに寝るのが早すぎるのではありませんか？　ほら、まだ十一時なのです」

　ミウルスは枕まくらもとの目覚まし時計を取り上げてみせる。

「お前は朝飯まで起きないから知らないだけだ。あたしは早起きなんだよ」

　緋奈はしぶい顔をしてその場に座り込む。

「何をしているのですか？」

「お前のせいで目が冴さえた」

　それを聞き、ミウルスはポンと手を打った。

「では、ゲームでもしましょうか」

「そうだな。久しぶりに対戦やるか」

「ではさっそく……」

　と伸のびたミウルスの手を、緋奈が制止する。

「グランツ３以外だ」

「……」

「なんだよ、そのつまらなそうな顔は」

「……」

「膨ふくれたっておんなじだ」

「他ほかに対戦って、格かく闘とうゲームしか」

「いいだろそれで」

「緋奈は強いのです」

「あほか！　お前がレースゲーム強すぎるんだよっ！」

　ミウルスは、緋奈の所有するあらゆるジャンルのゲームをこなすのだが……中でも、なぜかレースゲームだけは、圧あつ倒とう的に熱を上げて取り組んでいた。ロールプレイングなどではなく。天使なのだからそういった愛や、勇気や、正義などがキーワードになるゲームの方を好みそうなものなのだが、その点、彼女が今ハマっている『グランツ３』はストーリー性のほとんど無い、純じゆん粋すいに車好きのためのゲームである。

「どんな天使だ、まったく」

　言うと、ミウルスは己おのれを指差しニコニコ笑う。

「ああそうかい」

「そこで余談なのですが」

　言葉と一いつ緒しよに、ずいと身を乗り出すミウルス。

「なんだよ」

「私も車が欲しいのです」

　ぷつん、と糸の切れた操あやつり人形がごとく、緋奈は床ゆかに寝そべった。

「で……ですが緋奈！　Ｂが現れるたびに歩いたり、走ったり、あまつさえ自転車をこいだりするというのは、非常に面めん倒どうだとは思いませんか!?」

「働け。働いて自分で買え。それならあたしは文句無い」

「あう……」

　緋奈はようやく起き上がり、ぼそぼそと頭をかいた。

　Ｂは大たい抵てい、この住宅街から離はなれた人気のない場所に現れる。まだ自身の存在を公おおやけにはしたくないのだろう。それは変身しなければならない緋奈にとっても好都合であったが……。

「でも、確かに面倒だな」

「でしょうっ!?」

　ぱっと表情を明るくするミウルス。しかし。

「頑がん張ばれ。期待してるぞ」

「は……？」

「だから、頑張って車買って、楽させてくれ。そうすれば力を温存してじじいと戦えるしな。うん、それがいい。世界の平和のためだ」

「……」

「応おう援えんするぞ」

「……」

　ミウルスはようやく諦あきらめたようだった。







「三十勝、負けなし」

　十二時を過ぎて、機き嫌げんの良い緋奈と、ややヒートアップぎみのミウルス。

「次は勝つのです」

　と、ミウルスは取とり扱あつかい説明書のコマンド表とにらめっこする。負けることが嫌きらいなのか、ただ単にゲーム好きなのか。

「ときどきほんとに心配なんだけどな。お前、ゲームばっかりやってて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「どんなことでも努力は努力！　主はきっと見守っていてくださるのです！」

「ものは言いようだな……」

　そのとき。

「！」

　ミウルスがはっと顔を上げた。その様子に感かん付き、緋奈が問う。

「来たか？」

「はい……これは……間ま違ちがいありません！　ミスターＢです！」

　と、ここでいつものようにミウルスの携けい帯たいが鳴る。先日水に浸つかったのは修理済みだ。

　通話ボタンを押して耳に当てるミウルス。

「もしもし、ミウルスなのです」

『愚おろか者が！　そんなことはわかっておるわ！』

　スピーカーから漏もれ出すミスターＢの声は、緋奈のところまで聞こえてきた。

「なっ……いきなりなんなのですかその言い草はっ！　かけ間違いということもあるかもしれないから、こちらからわざわざ名乗ってあげているのですよ！」

『だから愚か者と言っておるのじゃ！　わしがかけ間違うなどと思っておるその浅はかさをのう！』

「このっ……私だってこんなこと言いたくありませんけど、あなたそろそろ手が震ふるえてボタンを押し間違ったり、例えいまどき珍めずらしいダイヤル式の電話であってもダイヤルに指を掛かけ損そこなうような年ねん齢れいなのではありませんか!?　敵であるあなたに対してそんなことまで配はい慮りよした優やさしい私の心こころ遣づかいをですね……！」

『くかかっ、そもそも電話など使っておらぬわ！　こっちはコンピューターから直接電波を飛ばしておるのじゃからのう！』

「あ…あなたは電話の使い方も知らない昔の人だからそんなコンピューターなんてものに頼たよるのです！　映画で見たことがあるのです！　あなた交こう換かん手しゆを呼び出してそこから電話をつないでもらってた時代の人なのでしょう!?」

　哀かなしいかな、頭に血が上ったミウルスは思い切り矛む盾じゆんしたことを言っている。生まれはともかく、コンピューターを使う方が遥はるかに難しいだろうな、と思う緋奈。

『ふん、少なくとも交換手たちは貴様のような愚か者と違ちがって気立てのよい娘こばかりじゃったわ！』

「私だって気立てがいいのです！　ただ、あなたとお話をするに当たって…！」

『愚か者が！　当時の交換手は今で言えばスチュワーデス以上の花形の職業よ！　貴様のように天使などというわけのわからぬものを落第するようなやつが百年逆立ちしててもなれるものではないのじゃ！』

「いっ……言いましたね！　言ってはいけないことを言いましたね!?　それは、緋奈に落第と言われるのは立場上百歩譲ゆずって容よう認にんしていますけど、それをあなたに言われる筋合いはありませんっ！　そのうえ天使をわけがわからないとは…！」

　論点のずれた言い合いがそれから三十分ほど続いた。真しん剣けんな顔つきで、あれやこれやとミウルスが話している……というか、ミウルスとＢが口を利きくと言い合いにしかならないのだ。

　そして緋奈が一人プレイで始めた格かく闘とうゲームでエンディングを迎むかえる頃ころ、老人特有のしゃがれた笑い声が聞こえてきた。通話が終わる。

「今回はなんて言われた？」

「落第した居い候そうろうの天使ごときがわしに敵かなうものか、ふわっはっははは……！　と言われたのです……」

「まあ、そうだろうな」

　ぱちり、とプレステ２の電源を切った緋奈。

「緋奈までなにを！　そんなこと言っても、彼は一度だって勝ったためしがないではありませんか！」

「勘かん違ちがいするなよ。勝ってるのは、あたしだ。お前じゃない」

「あう……」

「まあいいや、行くか」

　緋奈は嬉き々きとして立ち上がると、着き替がえるためにミウルスの部屋を後にする。

「……また走るのですね……」

　ほんとに働こうかと考えるミウルスであった。







　飯田島採石場は、先に戦場となった造成地の、さらに山の中にある。もう走ってもどうしようもない距きよ離りなので、一行は山道の砂じや利り道みちをてくてく歩いて上っていた。

「緋奈、今日は自分から進んで出てきてくれたのですね」

「ん？　ああ、なんか最近、気分が良くてさ」

「恋こいの力は偉い大だいなのです……」

「そうか。そんなに鯉こいについばまれたいか」

　そんなことを会話しながら先行する緋奈とミウルス。その少し後ろから、いつもより元気の無い圭一。彼に心配そうに付き添そう由香利と清次。そう、今回由香利はさらわれていない。ミウルスが「進んで」と言ったのはそんな理由からである。

「緋奈はほら……恋れん愛あいには天然だから。ね？」

　由香利に励はげまされた圭一が、覇は気き無く笑った。

「……せやな。嫌きらい言われたわけやなし、また言えばええねんな」

　そうして後続にも明るい雰ふん囲い気きが戻もどってきた頃、それは見えてきた。緋奈が歩調を緩ゆるめることなく、周囲を見み渡わたす。

「じじいはどこだ？」

「ええ、もう大分近いのですけど……」

　採石場とは、簡単に言えば切り崩くずした山である。拓ひらかれた部分は校庭ほども広く、一面砂利。重機やダンプが数台並べられており、崖がけのように切り立った斜しや面めんがその場を囲うようにそそり立つ。飯場もあるが、誰だれかが寝ね泊とまりしているわけではなさそうだ。そんな場所に、緋奈たちは足を踏ふみ入れていた。

「ま、ここならやりやすそうだな」

「緋奈、油断は禁物なのです」

　きりりと眉まゆを引き締しめたミウルス。

「なに言ってんだよ。いつものポンコツに、多くてもこないだの間ま抜ぬけが四人だけ……」

「果たして、それはどうかなっ!?」

　ばしゃっ！

　山道の入り口に対して正面の崖の上、強きよう烈れつなサーチライトが灯ともされた。一帯は昼間のような明るさになり、仮面が五人、その影かげを浮うかび上がらせる。

「ださっ。あいつらポーズ決めとるで」

　圭一が手で、まびさしを作りながら言う。

「でもあの人たち、まだ若そうだから」

　清次の指し摘てきも、確かに。仮面といっても鼻から下は露あらわなので、それがわかる。中には茶ちや髪ぱつやロン毛ゲなども混じっているのだ。

「あれ？　ねえ、服と仮面の色が違ちがうよ」

　由香利が気付く。制服の色は青ではなく、白っぽい。仮面は、五人とも色が違っていた。
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「ねえ……君たちさ、もう少しびっくりしたり、しまった、待ちぶせだっ！　とか、こう……」

　赤い仮面の男が、説得するような言葉を投げかけてくる。そのような反応を楽しみにしていたらしいが、さりとて、こちとら魔ま族ぞくやら魔神やら、常じよう軌きを逸いつした相手とすでに一戦を交えているので大たい抵ていのことでは驚おどろきようが無い──ということを、圭一が律りち儀ぎに説明した。

「そんなわけや。すまんな」

「そう……それなら……仕方ないけどさ……」

「元気出せよ、レッド。博士はかせも過か剰じような期待はするなって言ってたじゃないか」

　しょげ返った赤い仮面の背を、ぽんと叩たたいたのは緑の仮面。

「グリーンの言うとおりだぜ」

　今度は青い仮面。

「この分でいくとあれがブルーやろ、あれがイエローや」

「で、あっちのがホワイトってか。ほんとに安直だな」

　さて、そろそろ緋奈たちの頭の中に疑ぎ問もん符ふが浮かんできた。

「……こないだ、四人やったよな？」

「うん、私が捕つかまるときもいつも四人だったよ」

「……増えてるね」

　清次の呟つぶやきの直後、それはそれは嬉うれしそうにレッドが叫さけんだ。

「はははははっ！　ようやく気が付いたか！　彼女が新たなる仮面の騎き士し、ホワイトだ！」

　そう、女性だった。レッドたちと同じ制服なので決して色気などないのだが、肩かたや腰こしのラインはなだらかである。

「………」

「えーと……ホワイト？」

「………」

　無口な性格らしい。

「ちょっと恥はずかしがり屋だ！」

「いえ……先せん輩ぱいたちは、恥ずかしくないんですか？」

　やっと口を開いた。なかなかの常識人らしく、緋奈は同情というか、共感を覚える。

「何を恥じることがある！」

「じゃあいいです」

　そのやりとりに、緋奈たちのほうがいたたまれなくなってきた。

「だが我々の戦力がこれだけだと思ったら大おお間ま違ちがいだ！」

「へいへい、さっさと拝ませてくれ」

　どうせまたＢの作ったポンコツだろう。緋奈がそう思った矢先。

「見て驚け……レッド隊、前へ！」

　赤い仮面が声を張り上げた。すると今度こそ青い制服の一団が、ずらりと崖がけの上に姿を現す。その数は……なんと、二十人は下らない。彼らは全員、赤い仮面を装着していた。

「……よく揃そろえたな。ま、そのくらいなら……」

「ブルー隊、前へ！」

「グリーン隊、前へ！」

「イエロー隊、前へ！」

「なっ……!?」

　これには、さすがの緋奈も息を吞のんだ。次々と現れる仮面の一党。それぞれが、呼ばれた仮面に対応した色の仮面を付けており、総数、すでに百人近い。

　最後にホワイトが手て振ぶりだけで合図をする。白い仮面の女性だけの一団が出で揃そろい、圧あつ倒とう的な戦力差が露ろ見けんした。

「お……おいおい……少しやばいんちゃうんか？」

「ああ……こいつは、やってくれたな」

　そして最後の最後、重厚な金属音を響ひびかせ、雑木林の奥からミスターＢの搭とう乗じようするロボットがその姿を現す。鳥のような二本の足に大きな卵を載のせたような、不思議な形をしていた。その両りよう脇わきに筒つつ状じようのものが備えられてある。恐おそらく武器だろう。

　そして上半分が透とう明めいな卵の中。コクピットで、Ｂが猛たける。

「わかったか！　それだけ、この世界を憂うれえる者たちがおるということじゃ！」

「あのメールの仕し業わざなのですねっ!?」

　ミウルスが声を高めた。

「くかかっ、そういうことよ。一人一人があの暗号を解けるほどの頭脳を持った逸いつ材ざいじゃ！」

「なーんだ」

　緋奈が、ぽつり。

　それを聞いたレッドが憤ふん慨がいして声を荒あらげる。

「何だとは何だ！　貴様にはあれを解くことが出来たとでも言うのか！」

「ばーか。結局は頭でっかちの集まりだろうが。言っとくけどな、あたしは力押しで行くぞ」

「これだけの人数に勝てるとでも……」

　言いかけのレッドが急に口を閉とざす。緋奈の目に、尋じん常じようならざる殺気がこもったからだ。

「てめえら、目の前で仲間が殺されてもかかってくる度胸はあるんだろうな。変身したあたしなら、確実にお前らの半分は道連れにするぞ」

　その不ふ遜そんとも言える自信に満ちた態度に、仮面たちは息を吞んだ。

「ちょっ……緋奈……？」

　由香利が正気かと尋たずねようとするが、緋奈の視線が逸そらされることは無い。

「今までは余よ裕ゆうがあったからふざけてたけどな。そこまでやられたらあたしも悠ゆう長ちようなこと言ってられねえんだよ」

　緋奈はにやりともせず、押し黙だまった仮面たちを眺ながめやる。

「それと……やりあう前に一つ言っておくけどな。生き残ったやつらも気を抜ぬくなよ」

「ど……どういう意味だ……？」

「てめえらは関東与謝野会の組員五百と、関東与謝野連合会傘さん下か八千七百を敵に回すって言ってんだよ。じいちゃんはあたしのことすごく可愛かわいがってくれててな。ひょっとしたら飼い殺しにしてる香港ホンコンマフィア使って、てめえらの家族まで皆みな殺ごろしにするかもな」

　もう一度、強い目つきで……まるで自分の方が高みに立っているかのごとく睥へい睨げいする。

「ヤクザってぇのはそういう生き物だ。てめえらみてぇに正義だの、良心だの、これっぽっちも持ち合わせちゃいねえんだよ」

　と、緋奈はポケットから指輪を取り出す。

「さあて……わかったやつからかかってこい」

　果たせるかな──指先一つ、動かせる人間はいなかった。

「そうか。上等だ。ならあたしから行くぞ」

　いよいよ緋奈が指輪をはめようとした矢先、Ｂが耐たえかねたように哄こう笑しようを上げる。

「くかかっ……ふわっはははははっ……！」

「は……博士はかせ……」

「エンベローペも、人間にしておくにはもったいないとはよく言ったものじゃ。全くいい度胸よのう」

　魔ま界かいよりの使者、トワイライト隊長だったエンベローペ。緋奈はその青い髪かみの魔女……プライドの高い魔族をしてそう言わしめたのだ。

「ふざけんな。あたしは本気だぞ」

「ああ、もちろんそうじゃろう。じゃがわしとしても、今こやつらを失うわけには行かぬのでなっ！」

　ボシュッ！

「っ！」

　ロボットから何かが射出される。と同時、飛び退すさる緋奈……だが、地面を蹴けった瞬しゆん間かんに気付く。狙ねらいは、自分ではない！

「きゃあっ！」

　緋奈が悲鳴をかえりみると、ミウルス、由香利、清次がネットに捕とらえられ、そのままロボットの方へと巻き取られていく。

「しもたっ！」

　横に飛んだことで同じく難を逃のがれた圭一が、急いで起き上がり追いすがる。

「やろう！」

　緋奈も変身しようとしたが……ロボットがネットを巻き上げるスピードが勝まさる。ミウルスたちはすでに、筒つつの先に吊つり下げられた状態だ。この距きよ離りでは、魔法を放っても確実に巻き込んでしまう。登るにしてもほとんど絶ぜつ壁ぺき、高低差もかなりある。圭一は崖がけの下まで行って、悔くやしげに足を止めていた。

「ふむ、少年は逃したか……まあよい、この三人は確かに預かった！　案ずるな、いつものように安全は保障しよう！」

「ふざけんな！　こっちはもう出張ってきてるだろうが！　いくらでも戦ってやる！　ミウルスたちを放しやがれ！　それともただの卑ひ怯きよう者ものに成り下がったのか！」

「一日！　時間をもらうぞ、ラピティア！　本当ならば貴様と戦うべき者がこの場に現れるはずじゃったが……どうしても待って欲しいと言いおってな」

「だったら始めから出てくんな！」

「くかかっ、じゃがこれでわかったであろう。わしだけではない！　多くの人間が、この世界を変えようとしていることが！　どうじゃ。考え直し、指輪を渡わたせばこの場で解放してやってもよいぞ」

「だめですっ！　緋奈、私たちはどうなっても構いませんからっ！」

「緋奈！　助けてくれるって信じてるからね！」

　ゆらゆら揺ゆれるネットの中、役に入ったミウルスと、悦えつに入いった由香利。だが緋奈が一番殴なぐりたいのは……二人の少女に挟はさまれ、頰ほおを赤らめている清次だったりする。

「ええなぁ、清次のやつ……」

　ガスッ！

　手加減無しのコブシを圭一の鼻っ柱に叩たたき込むことで、緋奈ははちきれそうな怒いかりを何とか抑おさえ込んだ。

「上等だ！　そのヤロウに、ただじゃすまねえって伝えとけ！」

「よかろう！　明日、この時間、この場所で待っておるぞ！　くかかっ！　ふあっははははっ──！」

　哄笑は山間に、高らかに響ひびき、遠ざかっていく。

　戦せん闘とうには及およばなかったが……緋奈は確かな敗北感を覚え、強く歯を食いしばっていた。
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　がん！　ばん！

　緋奈が部室の戸を開け、長机に鞄かばんを置いた音である。

「久々に部室きた思うたら、えらい気の入れようやな」

　圭一は傾かたむけた椅い子すにバランスを取って座っていた。緋奈は、それをねめつけるようにして見ている。気に入らない、という目ではなく、単にいらついているだけの目だ。

「お前、なんで誰だれもいないのに部室に来てるんだよ」

「せやったらお前は何でここにおんねん」

「誰もいないと思ったんだよ」

　そして、今度は手近な椅子に、乱暴に腰こしを下ろす。

「せやな。お前も一人になりたいときくらいあるわな」

「で、お前は何でここにいるんだ？」

「日課やねん」

　そしてニカッと笑うと、緋奈の表情から力が抜ぬけた。

「……まあいいけどな。たまにはチームの連中と遊びに行ったりしないのか？」

「俺の仲間、みぃんな夜行性や。夜しか集まれんのや」

「そっか」

「……どうや。普ふ通つうに喋しやべって少しは落ち着いたか」

「ん？……ああ、そうかもな」

　それまでの自分を省かえりみたのか、緋奈は少々ばつが悪そうに横を向く。

「今度の相手、ロボットやないらしな。ま、それならかえって楽勝やろ？」

「当たり前だ。魔ま神しんだって追い返したんだぞ」

　そこでようやく、緋奈の顔に不敵な笑えみがよみがえった。

「せやな。そう考えるとヒナヒナ、ほんまにすごいな。正直な話、やっぱ憧あこがれるゆうか…」

「なんだよ。言いたいことがあるならはっきり言えよ」

　ほんとに緋奈は、人の思いを見み抜ぬくのがうまい──と、思う圭一。

（いや……俺が顔に出やすいだけか）

　ただ、緋奈の場合はそう感じると話を急いでくる。何かを隠かくしたりすることを嫌きらい、単刀直入に腹を割ることを好む。

　そんな風に頭の中を整理して、圭一は揺らしていた椅子の脚あしを床ゆかに付けた。

「お前、俺のこと好きか？」

「多分」

「……頼たのむから真ま面じ目めに答えてくれんか？　こないだはうそや言うたやないか」

「いや……魔族追っ払ばらってから考えたんだけどな……付き合うほど好きって言うのが、よくわからないんだ。だから、あのときはなんで好きだなんて言ったんだろうって……。それで、この前は話の流れからな。うそだって」

　ここで圭一は、由香利が言っていた恋れん愛あい天然の意味を再確かく認にんした。彼女はほんとうに分からないのだ。圭一はミウルスから、緋奈の祖父は愛人を囲っていると聞いたことがあった。そして彼女はずっと、そんなことが常識の世界で育ってきたのだ。

（せやったら……無理もないんかなぁ……）

　圭一は机に頰ほお杖づえを付き、ぼんやりと目の前の少女を見つめる。

「まあ、一いつ緒しよにいると面おも白しろいんだけど……な。それじゃだめか？」

「いや、充じゆう分ぶんや」

　再び椅子に背もたれ、歯を見せ笑う。

　そう、それで充分かもしれない。彼女にそれ以上のことを望むのは、贅ぜい沢たくなのかもしれない。彼女は話をはぐらかしたりしなかった。今だって、自分の気持ちを一生懸けん命めいに伝えてくれた。そう思うと、圭一は心が晴れて行くような気がした。

「でもユキと一緒にいるのも面白いんだよな」

「……ほうか」

　圭一の心は晴れのち曇くもりであった。

「ミウルスもいなくなってみると静か過ぎるっていうか」

（結局友達レベルかい……）

　まあそんなものか、と思い直した圭一。自じ嘲ちようするように静かに笑う。

「ま、ええわ。ほならゆくゆくは俺が男のよさっちゅうんをたっぷりと…」

「その点ユキは押し付けがましくないからな。裏ビデオ隠してる、中坊ぼうみたいな、根こん性じようのない、どっかの犬と違ちがって」

　晴れのち、曇りのち、豪ごう雪せつ。

　圭一が顔で笑って背中で泣いていると、部室のドアがノックされた。

「なんや、清美せんせか？」

　そちらへ向くが、曇りガラスに透すけるシルエットは彼女のものではない。でなければ他ほかに、この部室を訪ねる人間などいるはずないのだが……。

　やがて戸が開く。

「おう、なんや。ユキやないか」

「鈴野」

「遊びにきたんか？　入れ入れ。二人しかおらんと、暇ひましとったんや」

「ああ、お前の話は面白いからな。この犬にも少し頭を使わせてやってくれよ」

　二人で快く迎むかえたのだが、彼は小さくかぶりを振ふった。

「すまない。だが、君たちを捜さがしていた」

「なんや？」

「俺おれは、今日でこの学校を辞やめる」

「え？」

　二人は同時に声を出し、驚おどろきにしばし硬こう直ちよくした。

　気難しそうな表情はいつもと変わらない。だがそれは、それだけで、ともすれば悲しそうにも見えた。

「辞めるて……こないだ来たばっかやろ。またどっか転校するんか？」

「ああ。そんなところだ」

「しっかし突とつ然ぜんやな……お前の家、忙いそがしい仕事なんか？」

　圭一の疑問に、彼は、再び首を振る。

「すまない。詳くわしいことは言えない」

「ほう、か……ま、しゃあないわな。せやったらこれから、どっか飯食いにいこか。お別れパーティーや」

「ありがとう。だが、すぐに行かなければならない。……鈴野」

「なんや？」

「俺は、これまで友達というものがいなかった。だが、君は毎日俺と話をしてくれた。きっと君は、俺の友達だったと思う」

「んな他人行ぎよう儀ぎな言い方すなや。これからも仲間でいたるって。離はなれててもな」

「ありがとう……それから与謝野」

「ん……？　ああ、なんだ？」

　ぼーっとユキを見ていた緋奈は、呼ばれてあやふやな返事をした。

「俺は、君に会うことで変わったと思う。君に会って、俺は、俺になれた。そんな気がする。君のことは、絶対、忘れない」

「……」

　緋奈はどこか上の空で、ユキの目を見つめたまま黙もくしていた。圭一は、そんな緋奈の背を軽く叩たたく。

「ほれ、お前もなんか言わんかい。せっかく挨あい拶さつしに来てくれたんやないか」

「あ、ああ……元気、でな……」

「ありがとう。君も、元気で」

「ああ……」

「再び会えるかはわからない。だが、君たちに会えて、本当によかったと思う。ありがとう。さようなら」

　ユキは去って行った。

　最後の一語は、同じクラスだった圭一でさえ、初めて聞く言葉だった。この日のことを知っていて……そしてこの日のために取って置いたような。そんな響ひびきすら、感じられた。

「お前な、最後ぐらい笑顔で送ってやらんかい」

「ん……ああ……」

　緋奈の様子がいつもと違ちがう。それはまるで。

「なあ、圭一」

「なんや？」

「悲しいのはわかるんだ。でもさ、走ったわけでもないし、緊きん張ちようもしてないのに……ドキドキするのって、なんだ？」

　少しして、圭一は小さく笑い飛ばす。

「はっ……。どあほ、それが恋こいやないんか？」

　緋奈は胸を押さえたまま、答えようとしなかった。







　校舎を後にしたユキもまた、歩きながら胸を押さえていた。うつむき、地面を見ながら歩く自分。さぞ惨みじめな姿をしているに違ちがいない。

（これで楽しみはなくなった……）

　もう、彼女に会うことは二度とない。今夜、たとえ生き残れたとしても。もう二度と、彼女に顔を見せることはないだろう。

　楽しみは、なくなった。

（あとは、戦うのみ……）

　それが唯ゆい一いつ、自分に残された意味。

　結局、見つけることの叶かなわなかった……まだ見ぬ宿敵を見み据すえるように、ユキは毅き然ぜんと顔を上げた。







「はっ……」

　どこにあるかも知れぬ、ミスターＢの研究所。その一室に幽ゆう閉へいされる中、ミウルスは面おもてを上げた。

　気配が増えた。Ｂの気配は最後に見たときから、ずっとこの施し設せつを出ていない。やはりミスターＢの他ほかにも、魔ま族ぞくの気配を有する者がいるのだ。

（まだ魔族が残っているのでしょうか……）

　しかし、それにしては微び弱じやくだ。ぼんやりとして、儚はかなげ。ともすればＢの気配より、よほど薄うすっぺらい。そして、ふっと……視界を閉ざされたように、消えてなくなる。エンベローペやメリーサのように、空間を移動して感じられなくなるのとは、異なり。

（なんなのでしょう、これは……どうすればこんな気配の保ち方を……？）

　魔族の気配というものは通常、一定して揺ゆるぎないものだ。その個体の生気の強さ、そのものである。ときとして、例えば戦いなどで、それが一気に膨ふくれ上がることはあっても……消えてしまうようなことはないはずなのだ。それは死を意味する。

（……マリアクレセル様なら、何かご存知なのかもしれませんけど……）

　悠ゆう久きゆうの時を越こえて魔族と戦ってきた神族の最さい高こう峰ほう、聖四天マリアクレセルであれば、あるいは──。

　悲しいかな、自分には経験がなさ過ぎる。知識も。だからと言ってマリアクレセルに聞こうにも、今は囚とらわれの身。もちろん彼女ほどの神族であればそんなことは関係なく、いきなりこの場に現れることも可能だが。

「あう……現れてはくれないのですね……」

　現在は修行の名目で地上に降りてきている。そして、自分をそうさせたのがマリアクレセルである以上、彼女は常に自分を見守ってくれているはずなのだ。

　自分を信しん頼らいしてくれているのか、監かん視しを怠おこたっているのか、実は忘れられているのか……。

「き、きっと、信頼して……」

　忘れてました。

「はっ!?」

　ふと脳のう裏りをよぎった声に、あたふたと周囲を見回すミウルス。だが、空耳に過ぎなかったようだ。第一、聖四天に限ってミスなど犯すはずがない。

「あうう……自責の念が強すぎるのですね、私は……」

　しかし彼女が現れたなら、それはそれで、自身の失敗を意味する。そうして逆に考えれば、まだ余よ裕ゆうがあるのだ。

　気が付くと、同じ部屋の片かた隅すみで、由香利と清次がひそひそと囁ささやき合っていた。

　ミウルス自身はさんざん考えあぐねていたのだ。だが傍はたから見れば、急に顔を上げて、うつむいて、いきなりきょろきょろして……それだけである。

「牧田君……ミウルスさんて、面おも白しろいね」

「うん、見てると飽あきないよね……」

「いえ……あ、あのですね……」

　ミウルスが弁解を試みようとしたとき、部屋のドアがノックされた。そこに現れたのはあの赤い仮面。

「大人おとなしくしていたようだな」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度に、まなじりを吊つり上げたミウルス。

「なんの用です!?」

「ふっ、お前たちにはラピティアの最期を見届けてもらわなければならない。それまでに死んでもらっては困るのでな」

「嫌いやみを言いに来たのですか！」

「勘かん違ちがいしてもらっては困るな。我々は悪党ではない」

　レッドがぱちん、と指を鳴らすと、その背後から青い仮面が現れた。手にはプラスチックのトレイ。その上に、パンと、スープ。それらが乱暴にテーブルに置かれる。

　実はこの部屋、純じゆん粋すいな牢ろう屋やだとかいうわけではなく……窓こそないが、ベッドに、ソファに、テーブル、水道まで備わっている。壁かべは打ちっぱなしのコンクリートだが、三人でいても窮きゆう屈くつではなく、ちょっとした船室のようなたたずまいだった。今回は内側からドアが開かないように施ほどこしただけで、普ふ段だんは、彼らが生活に使っているのだろう。

「これはお前の飯だ」

「敵の施しなど受けられるものですかっ！　毒が入ってないとも限りません！」

　ブルーはそんなミウルスの態度など肩かたで透すかすに留とどまった。次に入ってきたのが緑の仮面。清次の方に、同じメニューの載のったトレイを差し出す。

「あっ……えーと……」

「もう半日も食べてないんだ。腹は空すいてるだろう」

「あ、はい……」

「心配するな。彼女が懸け念ねんするようなことはない」

　少し逡しゆん巡じゆんしてから、清次はそれを受け取った。

「はっはっはっ、子供は素す直なおが一番だ」

　屈くつ託たくなく笑うグリーン。

「清次、だまされてはいけませんっ！」

「でも……せっかくだから。悪い人たちじゃなさそうだし、食べ物を粗そ末まつにするのはよくないよ」

「うん、君は将来立派な大人になるぞ。我々のような！」

　びっ、と親指で己おのれを示すレッド。それを見た清次は、明らかに苦笑いを浮うかべていた。

　最後に黄色い仮面が入ってくる。だがトレイは持っておらず……なぜか、カートを押してきた。超ちよう高級料理店でやっとお目にかかれるような、あれである。

　そして、載っていたのは二人が受け取った野菜だけのコンソメっぽいスープではなく、クリーミーな色合いのコーンポタージュ。複雑な名前の付いてそうな前菜、洒落しやれた飾かざりなど施された上品なステーキに、見ただけで舌のとろけそうなチョコレートケーキ（コーヒー付き）。

「わあっ……すごい！」

　テーブルの半分以上も占せん有ゆうするようなフルコースに、由香利は手放しで喜んだ。

「って、ちょっとっ!?　なんなのですかこの格差は!?」

　由香利の前に並べられたブランド品っぽい皿の群れと、環かん境きようホルモンでも出してそうな自分のプラスチックトレイとを交こう互ごに指差すミウルス。

「いやしいやつめ」

　仮面たちが声を揃そろえてミウルスを蔑さげすんだ。

「い、いやしいとかそういう問題ではなくてですねっ！」

　正直うらやましくはあったが、それは胸の内に隠かくしておく。

「これはもう捕ほ虜りよの処しよ遇ぐうと言うよりビップではありませんかっ!?」

「ふっ……Ｖ・Ｉ・Ｐ……ベリー・インポータント・パーソンか……」

　次の瞬しゆん間かん、カッ、と目を見開いたレッド。

「全くその通りだっ！」

「なっ……!?」

　わけのわからぬ迫はく力りよくに、ミウルスは自分のバターロールを指差したままぽかんとする。

「由香利さんはラピティアから我々の命を救ってくれた恩人だぞ！　しかも、自ら進んで人ひと質じちになってくれるような心優やさしいお方なのだ！」

「……由香利、進んでなっていたのですか？」

「ふぁふぇ？」

　すでに食べ始めてるし。

「ですから……」

「むぐっ……んっ……。だって、そうしないと緋奈が出てきてくれないでしょ？」

「だからと言って、自分から進んでなることは……」

「だってそうしないと私、捕つかまらないんだもん」

　ミウルスはそのまま仮面たちの方を向いた。全員、二十歳はたちの半ばだろうか……決して貧弱そうには見えない大の大人たちが、揃ってうなずいている。

「……由香利、そんなに強いのですか？」

「自じ慢まんではないが指一本触ふれることができなかった！」

　と、自慢げなレッド。続くイエロー。

「だから貴様、余計なことを言うな！　由香利さんが人質になってくれなくなったら……いや、今から脱だつ走そうするなどと言い始めたらどうするつもりだ！」

　フォークとナイフを握にぎり締しめ、一生懸けん命めいに肉を頰ほお張ばっている、この何の毒もなさそうな少女が……？

　ミウルスがまじまじとその様子を見つめていると。

「貴様、ミウルスとやら！　疑っているな!?」

「いやさ、我々が弱いとでも言いたそうではないか！」

「そのつもりなのですが……」

「いいだろう！　そこまで言うなら我々と由香利さんとの馴なれ初そめを聞かせてやる！」

　あくまで威い圧あつ的な態度で、赤い仮面が語り始めた。

「あれはまだ、我々がカラーではなくナンバーで呼び合っていた頃ころのことだ……」

「……ついこの間ではありませんか？」

「黙だまって聞け！」




　……名もない細身の月が、霞かすみがかったようにぼんやりと輝かがやいてた。

「これが我々の初任務だ」

　黒くろ髪かみをした一号（現・レッド）は残る三人に告げた。それに答えるロン毛の二号（現・ブルー）。

「わかってるぜ。何事も最初が肝かん心じんだからな」

「それで、標的はどれにする？」

　と、短髪の三号（現・イエロー）が数枚の写真を取り出す。

「この金きん髪ばつは人間ではないらしいな。うかつに手を出さない方がいい」

　確かく認にんするように、短たん髪ばつの四号（現・グリーン）。

「この少年は不良で、ケンカ慣れしているそうだ。下手に暴れられるといくら我々でも厄やつ介かいだぞ」

「ならばこっちの少年は？」

「ゲームやパソコンが好きで、あまり外では遊ばないらしい。すでに帰宅してしまっている可能性が高い……」

「ふーむ……」

　残った一人は、栗くり毛げの可愛かわいらしい少女だ。さらう分には何の問題もなさそうだが……。

「弱いものいじめをするみたいで気が引けるな」

「あ、俺も同じこと考えたよ、三号」

「だが、彼女しか残っていない。博士はかせが世界を制するため……多少の恐きよう怖ふは我が慢まんしてもらおう」

　一号の声に、三人は力強く首しゆ肯こうした。

　そして場所を移動し、待つこと数分。

「来たな」

「ふっ……罠わなとも知らず、のこのこと……」

「まて四号。それでは我々が悪役みたいじゃないか？」

「しっ。いくぞ」

　身を潜ひそめていた住宅街の塀へいの角から飛び出し、彼らは一気に少女を取り囲んだ。

　写真の少女は、はっと身を強こわ張ばらせる。

「ふっ。なにも怖こわがることは……」

　ズドンッ！

　すごい音がした。人間の身体からだから出たとは思えない、炸さく裂れつ音おんにも似た響ひびき。その発生源である一号の脇わき腹ばらには、少女の拳こぶしが冗じよう談だん抜ぬきでメリ込んでいた。




「ズドンッて……」

　清次が皿のように目を丸くして、パンを千切る手を止めた。次に、結局スープをすすっていたミウルスも。

「い……いきなりですか……？」

「そうとも。レッドはそのままぴくりとも……」

「ふぁっふぇ！」

　もそもそと野菜を食はんでいた由香利が、声に合わせて手を上げる。

「んくっ……そんなにすごい音しなかったよ」

「え？　いや、でも……」

「しなかったよね……？」

「えーと……」

　仮面たちはお互たがいに顔を見合わせた。彼らにとって由香利は、命の恩人である。なかなか否定の返事が出来ないらしい。

「しなかったの」

「えー……はい……」

　果たして、事実は歪ゆがめられたのか、元から歪められた事実だったのか……。なんとなく、前者だと、ミウルスは思った。




　どさっ。

　倒たおれる一号。空気を求めるように大きく口を開いたまま、もうぴくりともしない。

「えっ？　あれ？　一ごふっ!?」

　ズドンッ！

　仲間を助けようとした二号の鳩みぞ尾おちに、第二撃げき。彼もそのまま倒れ込み……少しして。

「がはっ！」

「うわあっ!?」

　二号のいきなりの吐と血けつに、三号と四号は飛び上がって驚おどろいた。そしていよいよ動かなくなる二号。




　倒れた二人を冷たい視線で見やった少女は、しゅうっ、と短く呼気を吐はく。

「なっ……なっ……なっ……!?」

「あわわわわっ……!?」

　迫せまり来る少女。次の瞬しゆん間かん、三号は電信柱に、四号は軽く宙を舞まってから、道路に。それぞれ強したたかに背中を打ちつけた。彼女がなにをしたのかはわからなかったが……結果だけを見れば、そうなっていた。




「ふぁっふぇ！」

　スプーンを咥くわえたまま、由香利が再び抗こう議ぎの声を上げた。

「どうして話を大げさにするの？　血を吐くとか、動かなくなるとか」

「え？　いや、でも……」

「いや、とか、でも、とかじゃなくって。ねえ、牧田君は信じられないよね？」

「う……うん……」

　と答えた清次は、手元のパンを見つめたまま小さく震ふるえている。

「ほら！」

　言い寄られ、仮面たちは再び顔を見合わせおろおろした。

「いや……しかし……」

　かたん、とスプーンを置いた由香利。

「……そう……じゃあここで、もう一回同じことしてみようよ……そうすればはっきりするよ……」

　ぞわっ！　と肌はだを泡あわ立だてた仮面たち。

「れ、レッドはあの日、貧血気味だったんだよな!?」

「あ、ああ、そう言えばブルーこそ、胃い潰かい瘍ようとかなんとか言ってたしな！」

「まったく、女の子のパンチで倒れるなんて、二人とも貧弱だな！」

「ははははは………」

　なんとなくいたたまれない気持ちで、ミウルスは四人のさわやかな笑い声を聞いていた。




「変態」

　少女は冷たく吐き捨て、その場に背を向けた。しかしなんとか起き上がったのは三号と四号。

「あの……えーと、待ってください……我々は決して変態などではなく、博士はかせの命令で……」

　これ以上痛いのは嫌いやなので、飽あくまで腰こしは低く。話せばわかると信じて。するとその甲か斐いあってか、少女が目を丸くして振ふり返ってくれた。

「……あっ！　博士って、ひょっとしてミスターＢ？」

「はい！　お連れするように言われてまして……よろしければ、ラピティアをおびき出すための人質になってください」

　手ぶらで帰るわけにも行かず、さりとて力の差……もとい、健康状態の差は圧あつ倒とう的。もうなりふり構ってなどいられずに、三号と四号は土下座をして頼たのみ込む。

「じゃああなたたちって変態じゃなくて……」

「えー、このたび博士のお手伝いをすることになりました、仮面の騎き士しと申します」

「なんだ、そうだったの？　早く言ってくれればいいのに」

　この言葉を聞いた二人の心境は省略。

「じゃあ、行こうよ」

「えーと……その前にですね……」

　いい加減うめき声ぐらい聞こえてもよさそうなのだが、一号と二号の二人はそんな気配すら見せない。

「……彼らは大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか……？」

「あ、ごめんね。すぐ病院に連れて行ったほうがいいよ。当て身、本気で入れちゃったから」

「当て身……？」

「あ、私の家って合気道の道場なんだけど、お父さんに絶対使うなって言われてる技」




　こんこん、と硬こう質しつな音がした。由香利が仮面たちを睨にらみながら、スプーンでテーブルを鳴らしたのだ。

「……今の部分は忘れてくれ」

「ええ……それはまあ、いいのですけど……」

　ミウルスは男たちに、そんな言葉しかかけてやることが出来なかった。

「そして病院に運ばれたレッドとブルーの二人は、それぞれ全治三ヶ月と診しん断だんされた！」

　ぶっ、と噴ふき出した清次とミウルス。

　ぐちゃぐちゃに骨が砕くだけた骨折と、同じレベルの重じゆう症しようだ。

　しかし無常にも、これについてもスプーンがこんこんと鳴らされた。

　レッドの耳に口寄せするブルー。

「……どうするレッド。俺、本気でまだ流動食しか食えないんだよ……」

「……俺だって本当なら絶対安静なんだぞ……昨日、医者に命がいらないのかって怒おこられたし……」

　こんこんこん！

「あー……話は、以上だ！」

「最後に、俺たちは病弱だから由香利さんを捕つかまえることが出来ない、ということを付け加えておく！」

　気き丈じようにも言い放ったレッドとブルー。イエローとグリーンが背を向け、肩かたを震ふるわせていた。かすかな鳴お咽えつも聞こえたりした。当の由香利は上じよう機き嫌げんでケーキを口に運んでおり……清次が、そんな彼女の隙すきをうかがうように、ミウルスに耳打ちしてくる。

　顔色が良くない。

「……ミウルスさん……僕ね、与謝野さんから聞いたことがあるんだ……」

「な……なんでしょう？」

「渡部さんて中学校の頃ころ、サーカスから脱だつ走そうしたトラを……」

　ひゅごっ！

　数センチと空いていない二人の顔の合い間を、何かがものすごいスピードで駆かけ抜ぬけた。ミウルスは清次と、恐おそる恐おそるそれが過ぎった方へ顔を向ける。

　……ナイフが、刺ささっていた。

　食事用ナイフのクセに、コンクリートの壁かべに刺さっていた。

　そのまま、時間を引き延ばしたようにゆっくりと振ふり返る二人。

「ごめーん、手がすべっちゃった」

　と、由香利はコーヒーカップを片手に言った。

　コーヒーを飲むのにナイフをどう使い、どこからどうやってどんな風に手をすべらせるとああなるのだろう──。

　ミウルスが仮面たちを見やると、彼らは示し合わせたように、あんぐりと口をあけていた。が、こちらの視線に気付くなり、途と端たんに口笛を吹ふき始めたり、枝毛をチェックし始めたり。

「それで牧田君、トラがどうしたのかな」

　そんな彼女に受けた恩を誠実に返そうとする義ぎ理り堅がたい仮面たちを、ミウルスはもう、憎にくむことなど出来なくなっていた。
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　そして硬こう派はを貫つらぬく緋奈と、乙おと女めを演じる由香利。この対極に位置する二人がどの部分で親友として吊つり合っているのかが……なんとなくだが、わかったような気がしたのだった。




　そして、夜は更ふけて行く──
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　昨夜と同じ山道を登る二人。

　足早に進んでいく緋奈。その背中を見ながら歩く圭一。

　なんとなく、ふられたのは分かっていたが……それでもついてきてしまった。彼女が好きなことに変わりはない。彼女のためになにかしたいことに変わりはない。

（はっきり断られるまではええやんな……）

　諦あきらめが悪いことはわかっていても。

「なあ圭一」

「なんや？」

「いっつも思うんだけどな、お前たちなんの役にも立たないんだよな」

「ええやんか。ゆかりんもみゅうちゃんもただの野次馬やねんで」

「……じゃあなおさらついて来る意味ないだろ」

「でも、おらんよりは元気出るやろ？　一人で行って、一人で帰るんは……寂さびしいんとちゃうか？」

　圭一にしてみれば、精せい一いつ杯ぱいの強がりのつもりだったのだ。しかし緋奈は、なにかに気が付いたような顔をする。

「……なるほどな」

「なるほどってなんやねん」

「いや、なんでお前たちのこと本気で追っ払ぱらわないのか、自分でも不思議だったんだ」

「……お前、ときどきボケかますなぁ」

「そしたらお前が突つっ込んでくれよ。本場の人間だろ」

「せやったら、俺らパートナーやねん。夫婦も同然や」

「……」

　言ってから後こう悔かいする。

「今のはじょうだんやねんで。蹴けらんといてな」

「……思うんだけどな。付き合うって何だ？」

「は？」

「何で付き合うんだ？　結けつ婚こんするからか？」

　取りようによっては恐おそろしく哲てつ学がく的な問題である。だがそれを発したのが緋奈である以上、これもボケであろう。本人にその自覚があるかどうかは、ともかく。

「どあほ。説明する気も起こらんわ」

「でも好きと好きだったら最後には結婚するだろ？」

「せやけど、途と中ちゆうで気が変わることもあるやろ」

「そっか。付き合って気が変わらなかったら、結婚するんだな？」

「ああもう、それでええわ」

　緋奈の短たん絡らく的な考えに、圭一は投げやりに言葉を返す。そもそも恋れん愛あいなど、現代人である以上は常識として理解すべき事こと柄がらだ。答えようにもどう言っていいのかわからない。

「なんだよ。真ま面じ目めに聞いてるんだぞ」

「そのうちわかるって。背せ伸のびしてもしゃあない」

「子ども扱あつかいするな」

「そうやのうて……」

「お前がこだわるから聞いてやってるんだぞ」

　なぜだか殺し文句のように聞こえてしまった圭一。彼女に限って、やはりそんなことは意識していないだろうが。

「例えばさ。お前があたしと結婚したとして、じいちゃんの代目を継つぐくらいの気持ちがあるのか？」

　いつでもそうだ。いつだって緋奈の目は、本気だ。

「ある、言うたら？」

　すると緋奈、いい顔をしなかった。

　次に出てきた言葉は……

「敵だ」

「はあ？」

　声を裏返す圭一。

「与謝野の看板はあたしが継ぐ。お前みたいな関西人に渡わたすつもりはないし、他ほかの人間だって黙だまっちゃいない」

　大真面目な緋奈の言葉に、圭一は肩かたをすくめた。

「でも……あたしの片かた腕うでになりたいって言うなら、考えてやってもいいかな」

「せやったら本気で考えたってくれや。あいつらぶちのめしてからな」

　道みち幅はばと視界とが急に広がる。圭一が顎あごでしめした先には白い制服の四人の仮面と、昨日と同じ卵型ロボットに乗ったミスターＢ。崖がけの上からライトアップされた採石場の中で、彼らは悠ゆう然ぜんと立ちはだかっていた。

「おいおい、今度はまたずいぶん数が減ったじゃねえか」

　その半ばまで、何のためらいもなく歩を進める緋奈。片手を腰こしに当て、余よ裕ゆうたっぷりに辺りを見回す。下したっ端ぱの青い制服もいないが、ホワイトの姿も見えない。

「まさかびびって逃にげ出したんじゃねえだろうな？」

「くかか、昨夜はただの顔見せよ……元よりあやつらを戦せん闘とう員いんにするつもりはない。今はわしのラボで、各おの々おのが各々の任務をこなしておるわ」

「ふうん……ま、そこの殴なぐられ役が残ってればあたしは満足だけどな」

　男たち四人が、一歩下がる。

「こやつらは見届け役じゃ。貴様の最期を見届けるためののう！」

　緋奈はそれを聞くなり、仮面たちを睨にらみつけた。

「てめえら、助けてやった恩をあだで返しやがって！」

　由香利ならまだしもさすが緋奈、それを本気で言ってのける。

「もうマニラは取り消しだ！　東京湾か奥多摩かボーイズマッサージ！　今すぐ選べ！」

　男たちと圭一は、げっ、と呻うめいた。男として生まれた以上、究極の選せん択たくかもしれない。ゲイバーではないところが、なんとも。

　当然、今すぐなんて答えられようもない。

「……全員、新宿二丁目でいいんだな？」

「なぜだっ!?」

　仮面たちが声を揃そろえた。

「ええいお前たち、うろたえるでないわ！　こやつの運命は今日で最期なのじゃ！」

「そ、そ、そうとも！　そういうことは勝ってから言うことだ！」

　レッドが胸を張って緋奈を指差す。

「そうか。じゃああたしが勝ったらお前には一等過激なところを紹しよう介かいしてやる。外国人が常連のな」

　レッドは、おずおずと指をひっこめた。

「ヒナヒナ、んな下品なことばっか言うとらんと……他ほかにあるやろ」

　なだめられ、緋奈は少し考える。

「……大だい丈じよう夫ぶだ、一ヶ月もすれば気持ちよく……」

「あほかい！　みゅうちゃんとゆかりんと清次や！」

　言われて緋奈は、こめかみにあぶら汗あせを垂らした。本気で忘れていたらしい。

「てめえら、由香利たちはどうした！」

　その立ち直りの早いこと。

「そ、そうか！　えーっ…と……」

　対して仮面たちは、まだ心の動どう揺ようを抑おさえきれていない。代わりにＢが答える。

「よかろう……ホワイトよ、見せてやるのじゃ！」

　高らかに響ひびき渡るＢの声。

　それからしばし。

「ええい、どうしたのじゃホワイト!?」

　でも、なにも起こらない。

「……おい、由香利たちになんかあったらシャレじゃすまねえぞ」

「ま、まて！　少し待て！」

　レッドが牙きばむく緋奈を慌あわてて静止し、プレハブの飯場に向かって駆かけていく。中に入ってなにやらまくし立て……やがて戻もどってきた。

「どうしたのじゃレッド!?」

「はっ！　熟じゆく睡すいしていたので起こしてきました！」

「本当かよレッド？」

「まったく、たるんでるぜ」

「ああ、これだから新人はさ……」

「愚おろか者が！　お前たちの教育がなっとらんのじゃ！」

「はっ！」

　ぶつぶつ言っていた仮面たちは、ぴしりと姿勢を正した。

「では博士はかせ！　あらためてどうぞ！」

「うむ……見せてやるのじゃ、ホワイト！」

　少しして、飯場の戸がからからと開く。手て錠じようをしたミウルスたちは互たがいの腰こしをロープで結ばれ、ホワイトにえっちらおっちら引かれてやってきた。どんな仕し掛かけで人ひと質じちを見せつけられるかと思えば──

「地味っ……！」

　期待を裏切られ、思わず声を上げた圭一。

「えーと……つれてきました」

　ぽつりと、気を付けの姿勢のホワイト。

「緋奈っ！　助けに来てくれたんだねっ！」

「緋奈、圭一、私たちは平気ですっ！　それよりはやく……」

　由香利たちは思ったより元気そうだ。が、こちらが声を発する前に仮面たちが騒さわぎ出す。

「つれてきましたじゃないだろう!?　まったく……」

「いつまでも社会人気分じゃ困るよ。我々には世界征せい服ふくという重大な目標があるんだ」

「そのためには常に気を引き締しめてだね……」

　チッ──と舌打ちするホワイト。

「あ!?　あーっ!?　なんだその態度は！　いま舌打ちしただろ!?　横向いて！」

「してません」

「あーそう!?　そういう態度に出るわけ!?」

「逆ギレってやつか!?　そうなのか!?」

「これだから最近の女の子は……がふぁ！」

　グリーンが倒たおれた。緋奈の投げつけた石が頭に当たったのだ。

「身内の恥はじを堂々さらしてんじゃねえ！」

　緋奈の言動はどうしようもなく正しい。

「ほ……ほら見ろホワイト！　君のせいでグリーンが血を流してるじゃないか！　責任を感じないのか!?」

「それほどは」

「な、なんて言い草だ！　先せん輩ぱいが倒れたって言うのに！　絶対、俺たちのことなめてるだろ!?」

「はい、ボーイズマッサージでびびってらしたようですので」

　真正面から何の臆おく面めんもなく、彼女は言った。

「……お……女の君に何がわかる！」

「はい、女なのでよくわかりません」

　強い……圭一は思った。彼女が誰だれかは知らないが、緋奈並みに強いかもしれない。寝ねてたのではないかという疑問もあったが、彼女の弁舌の鮮あざやかさに比べればつまらないことだろう。

　世の中は、広い。

「ところで先輩」

「なんだ！　言いたいことがふぁっ!?」

　レッドが血を噴ふいて倒れる。

「ラピティアが石を投げようとしていました」

　きっちり過去形であった。

「お前ら、もういいからさ……そろそろ話を進めないか？」

「だそうですが、先輩」

「く……こんなときばっかりいい子ちゃんぶって……」

　流血を拭いながらレッドが立ち上がると、ミスターＢがロボットの足をドンと踏み鳴らした。

「いつまでくだらんことをしておる！　茶番はここまでじゃ！」

「はっ！」

　仮面たちがＢの号令により、ミウルス、由香利、清次の腰こし紐ひもをほどいた。代わりに警棒のようなものを突つきつける。いざとなれば人ひと質じちを分かち、緋奈の判断を鈍にぶらせるつもりだろう。

「随ずい分ぶんな念の入れようじゃねえか」

「わしはこの一戦に全すべてをかける！　全ての障害たりえるものを排はい除じよする！　貴様の苦戦は目に見えておるからのう、卑ひ怯きような貴様のこと、どこから邪じや魔まが入るとも限らんというわけじゃ！」

　そんなＢの言葉に触しよく発はつされ、圭一は一歩踏ふみ出す。

「へっ、せやったら俺は邪魔にもならんっちゅうわけかい」

「そんなつもりはありません」

「っ!?」

　いつの間にか、圭一は背後を取られていた。振ふり返ってかろうじて視界に入るのは、白い仮面の女。さっきまで、確かにミウルスたちのそばにいたはずだ。

「……なんや、意外とおっかない姉ちゃんやな」

「……」

「けっ、すかしよってからに……そないな棒きれでこの俺が……！」

　ケンカで後ろを取られたとき、この奇き襲しゆうをかわせたやつはいない。上体をかがめ、一気に顎あごまで蹴けり上げるまさかの一いち撃げき……が、彼女はそれを予測したように、紙一ひと重えでかわしてみせる。

　ぱちっ！

「っ……！」

　ひどく軽い音……だが、全身を駆かけ巡めぐるショックは凄すさまじい。目に入る色しき彩さいが一いつ瞬しゆんあやふやになり、全身の骨をじかに締しめ上げられるような感覚。体が言うことを利きかなくなる。

「圭一っ！」

　緋奈か、ミウルスか……両方か？　呼ぶ声がする。

「やられた……スタンガンかい……」

　これまでも経験はあった圭一だが、これはかなり強力な代しろ物ものらしい。ごつごつした砂じや利りの感かん触しよくが頰ほおにぶつかり、自分が倒たおれたことを知らしめる。

「科学技術で認められた他ほかの隊員と違ちがって、私は純じゆん粋すいな戦せん闘とう要員ですので。あしからず」

　それならばたった一人で人質を見張っていたということにも合点がいく。よほどきちんとした訓練を積んでいるのだろう。

　次には、圭一は背中にその先せん端たんを押し付けられた。左胸の裏側。

「わかった……降参や降参……んなとこやられたら心臓止まってまうて……」

　それが精せい一いつ杯ぱいだった。いまだに視界が、とろけるように白はく濁だくしている。

「ああなりたくなければ、君たちもじっとしていることだ！　このスタンバトンは彼の言うとおり、当たり所が悪ければ充じゆう分ぶん死に到いたる出力だ！」

　イエローがミウルスたちに警告を発した。警棒は、すでに個々の体に接している。

「やってくれたな……」

　緋奈はいよいよ指輪をはめ、胸の前に抱だく。直後、その体が青白い光に包まれた……。







　何があろうと、誰だれが相手だろうと……緋奈は負けない。それがミウルスの思いであり、共に戦ってきたパートナーとしての誇ほこりでもあった。

　やがて光が収まる。

　そこに立つ緋奈は、もう制服姿ではない。黒いドレスに白いマントを羽織り、毅き然ぜんとした表情で手にしたステッキを突きつける。

「エンジェルナイト・ラピティア！　天の光で射止めてあげる！」

「きゃーっ！」

　と黄色い声を出したのは、ミウルスと由香利。それを聞いた緋奈が、鬱うつな表情を二人に向けた。

「……なあ、いい加減に慣れろよ」

　言われてミウルスも思った。

　しかし何度となく繰くり返してきたことなので、もうほとんど習慣である。

「でも、これからが緋奈のかっこいいところじゃない！」

　はしゃいだ声で由香利が声せい援えんを送る。

「そうなのです！　今回も、ばしっとキメてしまいましょう！」

　本当に、変身した緋奈は頼たのもしく見える。

　背後で警棒を携たずさえる仮面など、恐きよう怖ふの対象には値あたいしない。

「ふあっはっははは！　天界の小こ娘むすめども、それほど好きなラピティアの姿、今のうちにしっかりと目に焼き付けておくことじゃ！」

「どういう意味です！」
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「わかっておるはずじゃ。ラピティアの姿を見られるのも、今日で最後じゃということを……のう、そうであろう!?」

　ミスターＢの声が高らかに響ひびき渡わたった。まるで、見えない何者かに問うように。

　果たして、それに応こたえる者は……

「………」

「………」

「………」

「………」

　現れなかった。

「……コラじじい。ボケでフェイントかませるようになったら、さすがのあたしもちょっとあれだぞ」

「くかか、急せぐでないわ。じきに現れる」

　そして数分経過。

　場を支配する緊きん張ちように耐たえられなくなったのだろう。

「あ、俺ちょっと腹が……」

　と言ったグリーンが頭を押さえ、

「俺も頭が痛いかな……」

　イエローが腹を押さえる。

　そしてレッドが恐おそれながら、といった具合に、ロボットのＢを仰あおぎ見る。

「博士はかせ……えーと……自分もちょっと、あちこち……」

「愚おろか者が！」

「はっ！」

「ぬう……しかしあやつが遅おくれるはずがないのじゃが……」

　緋奈が苛いら立だたしげに、ステッキで、ぽんぽんと自身の肩かたを叩たたいた。

「それは、あれか。あたしの相手とかいうのを、連れて来てるわけじゃないのか？」

「……!?　まあそういう手もあったかも知れんがのう！」

　緋奈はうつむいて、大きく深呼吸した。

「……いいか、じじい。アルツハイマーならアルツハイマーと、はっきりそう言え。そうすればいくらあたしでも、少しは考えてやる」

「は、博士……ここは一考すべきでは!?」

　慌あわてた様子で意見するレッド。

「黙だまれ！　ボケた頭などでこのエッグスタイル・Ｂが造れると思うのか！」

　ロボットの両りよう脇わきに付いた筒つつ。その右側の一本が、緋奈に向いた。

「いけません！」

「ちっ！」

　叫さけぶミウルス。身構える緋奈。しかし、時既すでに遅おそし──

　ぼしゅ！

　ぱさっ。

　昨夜ミウルスたちを捕とらえたのと同じネットが、緋奈の頭の上からかぶさった。

「…………」

　緋奈は身構えたまま網あみをかぶり、黙もくしている。

「はっ、博士っ……？」

「ぬう、案ずるでないわ！　少し操作を間ま違ちがえただけよ……これを食らえ！」

　残る左側の一本が、緋奈に向く。

　ぼしゅ！

　ぱさっ。

　結果は同じだ。重なった二枚のネットで緋奈の姿が見えなくなりそう、というだけで。

「博士、よろしいですか」

　圭一を地面に抑えたまま、ホワイトが尋たずねる。

「なんじゃっ!?」

「エッグスタイルは捕ほ獲かく専用ですので、火器兵装は規格外です」

　Ｂの陣じん営えいからどっと溢あふれ出す気まずい沈ちん黙もく。

「じじい。ボケてるわけじゃあないんだな？」

「…………愚か者が！　わしを誰だれだと思っておるのじゃ！」

　ここまで来るとミウルスも感かん嘆たんした。

　彼は彼で、絶対に負けを認めようとしない。さすがは緋奈と幾いく度どとなく渡り合うだけのことはあるが。

「老い先短いただのじじいだバカヤロウ！」

　緋奈はネットを一息で振ふり払はらうと、

「スター・センテンスっ！」

　いきなり魔ま法ほうを放った。ステッキから発した青白い光は、エッグスタイル・Ｂを真正面から捕らえ、爆ばく発はつさせる。

「のおおっ!?」

　コクピットのキャノピーが派手に砕くだけ散った。ミスターＢが砂利の上に投げ出され、尻しりもちをつく。

「さあて、茶番の再開だなぁ」

　人を小ばかにしたような緋奈の笑えみ。

「あう……緋奈、あまりひどいことは……」

「心配するなミウルス、ちゃぁんと生かしておく。今まで長生きしちまったことを後こう悔かいするかもしれないけどなぁ」

　そんな折だった。

　ミウルスの胸を支配したかすかな不快感。場に差すは影かげ。崖がけの上に据すえられた一台のライトが、何者かに遮さえぎられている。

「なんだ……？」

　Ｂへと歩み寄る足を止め、緋奈は逆光に顔をしかめた。

　影は何のためらいもなく、緋奈たちの方へ向かって跳とんだ。高低差十数メートルの崖の上から、数十メートルの距きよ離りを。助走もなく、あたかも羽ばたいた猛もう禽きんのごとく……しかしわずかな音を残して悠ゆう然ぜんと地に舞まい降りる。

「博士はかせ」

　呼びかけたのは仮面ではない。降り立った白い衣い装しよう、蒼あおいマントを羽織った者だ。こちらに背を向け、Ｂの前に心配そうにひざまづく。

「おお、来たか！　焦じらしおって、さすがに冷やりとしたわい！」

「すまない。少し、道に迷った」

「くかか、気にすることはないぞ。お前はお前の目的を果たせばそれでよいのじゃ。宿敵、ラピティアを倒たおせばのう！」

　Ｂを助け起こした彼は、そっと、静かに立ち上がる。

「そうであろう、ユキよっ──！」

　彼は一切の表情を表にせぬまま、静かに振り返った。







　雨が、降り始めていた。

　降り注ぐ水すい滴てきが、ライトを煙けむらせる。

　緋奈とユキ。二人は距離を置いて向かい合ったまま……しかし互たがいに、一声も発しようとしなかった。

（やはり間違いなかったのです……！　あの少年が、魔族の気配を！）

　ミウルスの中で、疑いは一気に確信に変じていた。確かに弱々しい気配だが、もう疑うべくもない。Ｂと同様、彼が魔ま族ぞくの気配を有している。

（……ですが、一体なぜ？　本当に魔族なのでしょうか……？）

　疑念が一つ晴れたことで、残る疑念がさらに深まる。ミウルスはそれを探さぐるべく、意識を再びその場に移した。

　緋奈は目を見開き、ひどく困こん惑わくした様子を浮うかべていた。

「おまえ……なんで……？」

　やっと喋しやべることを思い出したように、緋奈が問う。

「与謝野……なのか……？」

　奇き妙みようなことだがユキもまた、問う。緋奈と同じ困惑を浮かべて。

「どうしたのじゃ、ユキ！　そやつがラピティアじゃ！」

「待ってくれ、博士。彼女は……違ちがう」

「ぬっ!?　まさか……お前の言っておった少女というのは……！」

　Ｂが言葉に詰つまった。だが、その理由などミウルスには関係ない。

「やっぱり……卑ひ怯きようです！　転校生を装よそおって、私たちの間に取り入らせたのですね!?　情報を集めたり、弱点を探ったりさせてたのでしょう！」

　するとＢもまた、ミウルスへきっと振り返る。

「なんじゃと!?　黙だまれ！　ユキには貴様たちのことは一いつ切さい教えておらぬわ！　天界の小こ娘むすめ、やはりと抜ぬかしおったな！　貴様たちこそ、知っててわざとユキを泳がせておったのか！」

「緋奈、だまされてはいけませんっ！　彼は最初っから……！」

「抜かせ！　ユキ、惑まどわされるでないぞ！　その小娘がラピティアなのじゃ！」

　声は届いたのだろうか。返ってくるのは強まっていく雨音ばかりだ。二人は見詰め合ったまま、微び動どうだにしない。

「そうか……そういうことかよ……」

　緋奈は理解したらしい。ミウルスはそれを聞いて安あん堵どする。あの様子なら、情が移ったりしているわけでもなさそうだ。戦う気にさえなれば、緋奈は誰だれにも負けはしない。

「ユキ！　聞いておるのか！」

「ああ」

　一方のユキはうつむき、ポツリと答える。

「博士。俺は、やっとわかった。人間が愚おろかだということが。なぜ愚かなのか……」

　その灰色の髪かみがざわめき、カッと見開かれた瞳ひとみと共に、一いつ瞬しゆんにして青く染まる。

「信じた者を容た易やすく裏切る！」

　瞬しゆん間かん、ミウルスはぞっと背筋を凍こおらせた。彼の放つ魔族の気配が、凄すさまじい勢いで膨ふくれ上がったのだ。上位魔族もかくやと言うほどに。青い髪、白い肌はだ。魔族にそっくりだ。気配から察するに、魔ま力りよくも、彼らと同等かもしれない。

「ふざけんな……何が正しいことだ。てめえのやってることは結局それか！」

　緋奈の肩かたが震ふるえる。ステッキが一度、強く握にぎりなおされた。同じくして、ユキがマントを振ふり払はらう。

「この間ま違ちがった世界で……君だけはと、信じていた！」

「信じたのはあたしの方だ！」

　緋奈がステッキを片手で構える。声に呼応するように、ユキが両手を緋奈にかざす。

「与謝野ぉっ！」

　ユキの手から真しん紅くの稲いな妻ずまが駆かけ抜ける。

「気安く呼ぶなこの外げ道どうがぁっ！」

　緋奈はそこから一歩も動くことなく、横なぎにしたステッキでそれを弾はじき返した。行き先を変えた雷らい光こうは地面を抉えぐり取りながら這はい回り、放置された鋼こう鉄てつの重機を二つに引き裂さく。

　焦しよう点てんとなる二人を除いた、その場にいる全員が息を吞のんだ。Ｂさえも、その破は壊かい力りよくに目を丸くする。

　だが、この中で真に驚おどろくべきを理解していたのはミウルスだけだろう。緋奈はその圧あつ倒とう的な魔力を弾き返したのだ。呪じゆ文もんもなしに、たったの一ひと振ふりで。

　緋奈は魔族のメリーサとの戦いで魔力を受け流しはしたが、今回は違う。ステッキの力だけではなしえない、より能動的なものだ。それが果たして、並の神族でも可能かどうか。ミウルスの知る限り、それはやはり、不可能に近い気がした。

　ならばそうさせたのはなにか？

　決まっている。純じゆん粋すいな、怒いかりだ。

　そして緋奈がステッキを振りかざす。

「ちょっ……！」

　その動作を見たミウルスは慌あわてて制止しようとしたが、もう遅おそい。

「スター・センテンス！」

　二人の間に、青白い光がベールを作る。

　だがユキは再び手を重ね合わせ、それを緋奈へ向けていた。そして弾かれる。四方八方に、レーザーのように細切れになって散る。それらは地面を、崖がけを、その先に生える木々をも焼き切る。

「ひ、緋奈っ！　なんてことを……！」

　緋奈はふざけて、魔ま法ほうをＢや仮面の近くなどに当てたりもしていたが、それも魔法によって引き起こされるささやかな爆ばく発はつを見込んでのこと。ユキがそれをしのぐ術を持っていたから良いものの、直ちよく撃げきさせたら人間など……いや、彼が人間かどうかはまだわからないが、それでも間違いなく消し飛んでしまう。

「またぬかユキ！　抑おさえるのじゃ！　指輪まで消すつもりか!?」

「指輪などにこだわる必要はない。あなたの科学力があれば、世界征せい服ふくは可能だ。違うか」

　彼は凄まじい形相で緋奈をねめつけたまま、吐はき捨すてるように言う。

「あの指輪はそれだけではないのじゃ！」

「そうか。だが博士はかせ、許してくれ。俺は与謝野に勝たなければならない。この間違った世界の申し子に。そのためには、手加減などしていられない！」

「上等だぁっ！」

　緋奈が地面を蹴けった。それは跳ちよう躍やくと言うより、滑かつ空くうと呼ぶ方が正しい。真っ向から立ち向かうユキ。己おのれの腰こしに手を回すと、次には短たん剣けんのようなものを逆手に握っていた。掲かかげざま、緋奈のステッキと短剣とがぶつかり合う。

　っぱぁん！

　紫電の火花が散った。稲妻のような轟ごう音おんを伴ともなって。

　ステッキは、緋奈が望めば天の魔力を帯びて敵を打つことが出来る。もちろんそれとて、人間に当たれば手足を噴ふき飛ばすくらいは造作もない。そして紫の雷光は……おそらくユキも、緋奈と同様のことを成したのだ。あの魔力で当てられれば、エンジェルナイトのドレスもそうは持たないかもしれない。

「殺す！」

　一いつ旦たん離はなれたユキが短剣を順手に持ち替かえ、まっしぐらに緋奈をめがける。

「死ね！」

　今度は緋奈が逆手に返した。握りの最後に残る手を添そえ、前のめりに突とつ進しんする。

　ぱんっ！　ぱしっ！　っぱぁん！

　耳を割るような炸さく裂れつ音おんが三回。一帯を真昼に変える連続したフラッシュに、ミウルスも目を逸そらさざるを得ない。だがその連れん撃げきも、ものの一秒もあっただろうか？　再び目を開けたときには、それぞれは鍔つば迫ぜり合いの様相で膠こう着ちやくしていた。緋奈の左ひだり腕うでからは血が滴したたり、ユキの肩かた口ぐちは衣装が切り裂かれていた。

　と、緋奈がステッキの握にぎりを肩ほどまで持ち上げる。せめぎ合う短剣を支点として、その尖せん端たんがユキの胸へ向く。

「スター・センテンスっ！」

　呪文がタイムラグとなり、飛び退のくユキは袖そで口ぐちを焦こがされるに留とどまった。直進した天の魔ま力りよくは飯場をかすめ、その一角をごっそりともぎ取る。爆ばく音おんが止やむ間も与あたえず、ユキが身構えた。続けざま、赤い雷らい光こうが緋奈を捕とらえた──かと思いきや、

「なめんなっ！」

　ステッキを一振り、瞬しゆん時じになぎ払はらう。弾はじけた雷光が三々五々に散り、そこら中の地面を、岩石を破は砕さいさせていく。

「緋奈っ！　冷静にっ！　そんな戦い方では殺してしまいます！」

　つかの間のにらみ合いの隙すきに、ミウルスは声を張り上げた。緋奈は、その目だけをミウルスへ向ける。

「黙だまれ」

　冷たい声。見下すような瞳ひとみ。

　恐おそろしくて、ミウルスは小さく息を吞のんだ。よろよろと後退ずさって、背後で自分を捕らえていたブルーにぶつかる。

「おい……大だい丈じよう夫ぶか？」

　ミウルスの体は震ふるえていた。雨に打たれる寒さではない。

「へ、平気なのです……」

「ならいいが……」

　そう言って、ブルーは顔を上げた。頰ほおに、濡ぬれた長ちよう髪はつが張り付いている。

「正気じゃないぜ、あの二人……」

　衝しよう突とつは再び始まっていた。薙なぐ、突つく、払う……目にも止まらぬ速さで、時に青、時に赤、時に紫。二人の浮うかべる表情は、怒いかりと憎にくしみ。緋奈は稀まれに笑顔えがおも見せたが、それは止とどめと確信した一いち撃げきを見み舞まうとき。鬼き神しんの笑み。しかし当然のようにそれらをかわされて、再び険をその目に宿す。
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「緋奈……緋奈はそんな戦い方はしないのです……」

　ミウルスはか細く呟つぶやいた。

「そうなのか？」

　ブルーがミウルスの濡れた髪かみを見下ろしながら言う。

「確かに卑ひ怯きようだし、ずるいのです……勝つためなら何だってするのです……でも……」

　目の前で戦っている今の緋奈。

「いいえ、だから……いつだって緋奈は自分が勝つと信じてるから……もっと楽しそうに戦うのです。相手をからかったり、馬ば鹿かにしたり……でも今の緋奈は、そんな余よ裕ゆうを見せてくれないのです……」

「……性格が悪いのはよくわかったが……」

「違ちがいます！　緋奈は、もっと、こう……優やさしいのです！　敵にも情けをかけるのです！　今日の敵は明日の友みたいな！　心から相手を憎んだりしません！」

「……それも、殺されかけた俺はなんとも言えんが……前と雰ふん囲い気きが違うのは確かだな」

「そうなのです……」

「けど、俺たちの知ってるユキだってあんなやつじゃないんだ。もっとクールだ。それこそ、感情に任せて誰だれかを殺そうなんて考えるはずがない」

　ブルーの独白じみた言葉に、由香利を捕つかまえているイエローが同調した。

「なあ……そう言えば俺たち、あいつの感情らしい感情を見たのって初めてじゃなかったか？」

「……そうだな。初めて見せた感情が怒りか…」

「悲しいな……」

　イエローの声に、仮面たちは小さくうなずいた。惨さん劇げきの場を眺ながめながら。

　拮きつ抗こうは続いている。

「あの……彼は一体何者なのですか？」

　ミウルスの問いに、仮面たちは互たがいに顔を見合わせた。それからグリーンが口を開く。

「君……博士はかせから聞いたけど、確か天使だってね？」

「はい、そうなのです」

「……だったら、ユキのこともお見通しなんじゃないのかい？」

「彼が魔力を持っているのはわかるのです。魔族の魔力なのです。でも、魔族とは違う気がするのです……」

　レッドがうなずく。

「そうだろうな……」

「知ってるのですか？　教えてください！」

「すまないが、それはできない」

　失望のため息をつくミウルス。

　そのとき、一ひと際きわ大きな熱波がミウルスたちに押し寄せた。

「きゃっ……！」

「わっ……!?」

　吹ふき付ける風と、石つぶて。矢や面おもてに立たされていたミウルスたちはそれらを少なからず浴びてしまった。

「まつのじゃユキ！　抑おさえるのじゃ！」

　しかし返ってきたのは、緋奈の怒ど声せい。

「くたばれぇっ！」

　膨ふくれ上がった光がユキを包み込み、余分な魔ま力りよくがその延長線上にある崖がけを崩ほう落らくさせる。だが光が晴れれば、そこに立つユキは未いまだ健在だ。

　そしてミウルスは異変に感付いた。

　自分がカスタマイズしたあの指輪は、あれほど危険な扱あつかいが出来るようにはしていない。敵がＢに変わるにあたって、魔族だけでなく、物理的な作用を及およぼすようにはしたが……自分がそうしたよりも、明らかに行き過ぎだ。出力が異常過ぎる。

「はっ……!?」

　そうだ。今、緋奈はスター・センテンスの呪じゆ文もんを述べなかった。いや、自分が仮面と話している間だろうか……いつの間にか、緋奈は呪文無しに魔法を放ち始めている──！

「緋奈っ！　待ちなさいっ！　無理ですっ！」

　しかしもう、視線すらも寄こしてはくれない。

　呪文は指輪に対応した、魔力を解放する鍵かぎのようなものだ。同時に、自動的にその出力を制限し、安定させる役目も兼かねる。魔族と相対したときの緋奈は魔法に不慣れで、それは当然のことだった。そして今、緋奈が呪文無しに魔法を放てるようになったのは熟練してきた証しよう拠こ……むしろ喜ばしいことだろう。だが、ミウルスはそんなことは一言も緋奈に告げてはいないし、ならば当然、呪文に頼たよらない魔力の制せい御ぎよの仕方も知らないのだ。

　あの勢いで魔法を放ち続ければ、やがては変身能力に障害を及ぼすことになるだろう。運動能力、防御能力の低下……ひいては変身が解け、生身をあのユキの前に晒さらすことになる。いや、それ以前に。緋奈自身に多大な負ふ荷かがかかっていることに変わりはない。制御を失った魔力は必要以上にそれを強しいる。変身が解けずとも、気を失いでもしたらそれまでなのだ。

　どう転んでも……。

　ズドンッ──!!

「うおおっ!?」

「きゃああっ！」

　はっきり言って地じ震しんだった。同時に発生した衝しよう撃げき波はが一同の体をなぎ倒たおす。暴走した天の魔力と、それに並ぶユキの魔力が衝しよう突とつしたのだ。もうもうたる水蒸気が風に流されると、緋奈とユキの向かい合う間には、これまでとは比べ物にならない穴が……クレーターのようなものが出来上がっていた。

「いけませんっ、二人を──！」

　──止めてください、と言おうとして、ミウルスは口をつぐんだ。誰だれがあの戦せん禍かに入って行けると言うのか。天使たる自分でさえ、あれらの直ちよく撃げきを受ければ結果は目に見えているではないか。

　向かい合う二人はどちらも満まん身しん創そう痍い、肩かたで息を切り、どことも言わずに傷を負おって血を流している。

「Ｂ！　ミスターＢ！」

　ミウルスは手て錠じようももどかしく立ち上がり、雨でまとわりついたスカートに足をもつれさせてすっ転ぶ。

「なっ、なんじゃ、天界の小こ娘むすめ……！」

　突とつ然ぜん呼ばれ、振ふり向いた途と端たんに倒たおれられたものだから、さしもの彼も目を丸くしていた。

「私が緋奈を説得します！　Ｂは彼を止めてください！　このままでは共倒れです！」

「ぬ……う。このままではユキも自じ滅めつの道を自ら歩むようなもの。止やむを得ぬか……」

　ミウルスは雨と泥どろでくしゃくしゃにした顔を、ぱっとほころばせた。さすが世界を手中にしようとするだけあって、大局を見誤るようなことはない。彼にしてみてもユキは、この先の大きな戦力となり得るはずなのだから。

「じゃが貴様がユキを泳がせたこと、決して忘れたわけではないぞ！」

「な……私だって！　あなたがスパイとして彼を送り込んできたこと、忘れてません！」

「なんじゃと！」

「なんですか！」

　途端にいがみ合いを始める二人。

　と。

「じゃっしゃあこのボケが！」

「あうっ!?」

「のおっ!?」

　圭けい一の堂に入ったケリが、ミウルスとＢ、それぞれの側頭部に入った。再び地べたに這はったミウルスが顔を上げると、そこには五色の仮面たちと、手錠を外された由香利、清次までが一堂に会していた。

　のそりと起き上がるＢ。

「なんじゃお前たち、どうしたのじゃ！」

「拘こう束そくしたままでは危険と判断し、解放しました！　余波が大き過ぎます！」

　すぐにブルーがひざまずき、ミウルスの手錠を外しにかかる。

「博士はかせっ、あの二人は本当に危険な状態です！　言い合いをしている場合ではありません！」

「たとえラピティアに勝てたとしても、あれでは！」

「ほら見なさ……あうっ!?」

　勝ち誇ほころうとしたミウルスは、再び頭に衝しよう撃げきを覚えた。

「なにを………。っ!?」

「ええ加減にさらせや……次は本気でかますぞコラ」

　ミウルスの目線にしゃがみ、睨にらむ圭一。あれほど明るい彼の、初めて見たそんな態度。それだけに、ミウルスは黙だまらざるを得なかった。

「こっちは仲間の命かかっとんのじゃ。遊んどったらいわすぞボケ」

「あう、あう……」

　睨まれたミウルスは、涙なみだ目めになって必死にうなずいた。もちろんミウルスにとっても緋奈は仲間なのだが、確かに一刻を争うのだ。Ｂと不毛な言い合いをしている場合ではない。

「鈴野君、ミウルスさん怖こわがってるからさ……それぐらいで……」

　と言った清次も、かなり怯おびえた様子だった。

「おう、わかっとるわ……で、あれや。じいさんとみゅうちゃんの意見からすると、二人ともだました覚えはないんやな？」

　言われてミウルスはＢの方を見た。彼もこっちを見ている。

「ふん、こやつがなんと言うかは知らぬがな！」

「以下同文なのです！」

　そしてまた反目。ぷいっと横を向く。

　圭一は再び目を細めようとしたが、途と中ちゆうで肩をすくめるに留とどまった。

「……まあええわ。せやったらそれ二人に教えたったらええねん。二人とも、えらいお互たがいのこと気にいっとったんや。せやけどみゅうちゃんとじいさんが変なこと言うから、二人とも裏切られた思うて、あないになって戦っとる」

「ぬう……確かにユキは、二人といない素す晴ばらしい少女に出会ったと言っておったが……しかし、それがあの小娘とは信じられぬ」

　それを聞いてきょとんとしたのは、むしろ圭一たちの方だった。

「まあ……素晴らしいっちゅうんは俺らも信じられへんけどな……ともかくそういうわけや」

　きっと、二人にとって信じること、裏切られることというのはそれだけの意味があるのだろう。二人とも、いまどき珍めずらしいほど古風で、頑かたくなで、だからこそ純じゆん粋すいで……だからこそ。

「聞こえたかユキ！　止やめるのじゃ！　その小こ娘むすめがだましたわけではない！」

「緋奈！　緋奈もっ！　私の勘かん違ちがいでした！　もういいのです！　戦いを止めて下さい！」

　獲え物ものを打ち合って、勢いのまま飛び退すさる二人。戦いは終わったかに見えたが……しかし、再び新たな構えが取られる。

「緋奈っ!?」

　集中するあまり聞こえないのか、聞こえてはいても無視しているのか。

　二人が同時に地面を蹴けった。

　速度はほとんど互ご角かく。疾しつ風ぷう同士がすれ違ちがいざま、幾いく度ど目めかの雷らい光こうを散らす。だが、今回のそれは一ひと際きわ大きかった。二人が駆かけ抜ぬけ、互たがいに背を向けた状態で足を止めても、その場には残り火のように紫し電でんがくすぶっていた。

　それが収まる頃ころ、二人はまたも向かい合う。

　直後──

「かはっ……！」

　ユキの体が揺ゆらいだ。口から、赤黒いものが吐はき出される。その腹ふく腔こうは、さらに赤い色に染まっていた。服ではない。裂さけたその中がずたずたに破れているのだ。

　それを確かく認にんした緋奈が間かん髪ばつ入れずに走り出す。瞳ひとみの奥に狂きよう気きを宿し、ステッキが振ふり上げられる。そして叩たたきつけられる瞬しゆん間かん、それは青白い光を宿した。

　ドンッ！

　一直線に噴ふき飛んだユキの体を、度たび重なる魔ま法ほう戦せんにすでに鉄くずと化していたトラックが受け止める。背を打つ衝撃に再び吐と血けつし、それでも尚なお顔を上げるユキ。

　大だい丈じよう夫ぶ、まだ生きている……ミウルスは安あん堵どを覚えた。だが、同時に違い和わ感も覚える。彼の体が、ひどくか細く見えた。

「え……？」

　ぼろきれをまとった棒の様なもの。それがきりきりと回転し、宙から舞まい降りてきた。緋奈の傍かたわらに、重たい音を立てて落ちる。

　それは──腕うでだった。

「いやあっ！」

　由香利が悲鳴を上げ、目を覆おおう。しかしその他ほかの全すべての人間は目を逸そらすことも出来ず、息を吞のんだ。ユキは、そこにあるべき右みぎ腕うでを失っていた。肩かた口ぐちからごっそりと。その傷を覆い隠かくすように、血ち糊のりが流れ落ちている。

　緋奈がうつむき、足元のそれをじっと見つめた。やがて視線だけ前を向き、ユキへ、歩き始める。

　彼は痛みなど忘れたように、無表情に緋奈を見つめていた。短たん剣けんは左手に残されていたが……しかしもう動くこともままならないのか、トラックに背を預けたままだ。

「やめろ！」

　ミウルスの意を代弁するように、Ｂが叫さけんだ。それは初めて見る、Ｂの切せつ迫ぱくした表情。初めて聞く、怯おびえたような声こわ色いろだった。

「やめるのじゃっ！」

　だが緋奈の足は止まらない。

　やがてユキの前まで来た緋奈。胸むな倉ぐらを摑つかみ上げ……手は離はなさずに、彼の体をトラックへと叩きつける。

「……お前はなんだ!?」

　緋奈はミウルス同様、彼に、人間以外の何かを見出したのだろう。いや、もっと他の何かだろうか。

　ユキは緋奈の瞳を見つめたまま、答えない。

「お前は、なんだっ!?」

　吐と息いきのかかるほどまで顔を近づけ、緋奈は腹の底から怒ど鳴なった。そしてユキは、ようやく口を開く。
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　ミウルスは、彼の述べた言葉の意味が分からなかった。しかしあることに気付く。彼の傷口は、もう血が止まっていた。そして雨に流された鮮せん血けつの下から……白銀の光こう沢たくが見えた。それは紛まぎれもなく金属。壊こわされたＢのロボットが見せるような、しかしそれをさらに小さく、細密に組み上げたような、そんな機械。千切れた左ひだり腕うでも、今では断面から同様のものが覗のぞいていた。

「そうじゃ、ラピティアよ……ユキは人間ではない」

　Ｂが観念したように呻うめく。

「わしが造ったのじゃ。この手でな」

「……」

　緋奈は蔑さげすむような視線をＢにやるが、言葉を発することは無かった。

「彼が……ロボット？　魔法を使う、彼がですか!?」

「厳密にはロボットではない。ユキの体を占しめる七割は、確かに金属じゃがな」

「では、残る三割は……」

「魔ま族ぞくの細さい胞ぼうじゃ」

「なっ……!?」

　ミウルスは純じゆん粋すいな驚おどろきと共に、ショックに打ちのめされた。

「安心せい、魔族はもうおらぬわ。わしの研究所に残っておったあやつの髪かみの毛を拝借したのじゃ」

「あやつ……？」

「エンベローペじゃ」

「！」

　ミウルスは青い髪の魔女を思い出した。そしてそれは、未いまだ緋奈に捕つかまったままの彼に、容易に重ね合わせることが出来た。青い髪。白い肌はだ。あの真しん紅くの雷いかずち。彼女そのものではないか。

「よもやあれほどの魔ま力りよくを秘めようとは、夢にも思わなんだが」

「なぜそんなことをしたのですかっ!?　そうまでして緋奈に勝ちたいのですか!?」

「違ちがう！」

　と叫んだのはレッドだった。

「博士はかせは人間と共に生きるアンドロイドを造りたかったのだ！　人間の心を理解し、共に泣き、共に笑い、喜びを分かち合う！　より人間に近いロボットを！」

「世界征せい服ふくのために……！」

「違う！　確かに世界征服は我らの悲願！　しかしアンドロイドは科学者の夢だ！　科学者としての！　だからこそユキには知能より、人間としての倫りん理りや道徳を優先してプログラムした！　我々現代人の考えに偏かたよることの無いよう、過去の哲てつ学がく者しやたちが残した文ぶん献けんを元に！　なぜならばユキは、人間がこれまで培つちかってきた科学、その新たな第一歩だからだ！　彼は、間違ってはいけないからだ！　我々は彼を、人類の新たな仲間として育てていくつもりだったのだ！　我々がこれから作っていく新たな世界での、新たな種として！」

「ですが結果として、彼はあなたたちの手先となって戦ったではありませんか！　魔族の細胞などというものまで利用したのが、戦うために彼を造った証しよう拠こです！」

「止やむを得なかったのだ！　無機物のみで人体を構成することが不可能ということは、とうの昔からわかりきったことだった！　そして人体が純粋かつ多量の機械に対して拒きよ否ひ反応を起こすことも！　だが魔族の細胞は違った！　全すべてが我々の予想を上回った！　彼が魔法を使えるなど、博士でさえ予想だにしなかった！　そしてユキは選んだ！　過去の数多あまたの偉い人じんたちの考えを受け継つぎ、それを元に我々と共に戦うことを選んだ！　ユキ自身が考え、選んだのだ！　それを最も正しいこととして！」

「結局あなたたちは自分のしたことを彼のせいにして、正当化しているに過ぎません！」

「だが、彼が新たな一歩であることに何の変わりがある！　人間が造り出した新たな生命だ！」

「なんて傲ごう慢まんな！　あなたは、あなたたちがしたことの意味をわかっているのですか!?　研究や野望のためだけに、主の御み心こころに反したのです！　この世に生命の輝かがやきをもたらすものは主をおいて他ほかにありません！　なぜなら全ては、主がこの世にもたらしたものだからです！　人間は、神にはなれないのですっ！」

「ならば聞く！　ユキはなぜここにいるのだ！　貴様の言う神が、我々を作り出したからではないのか!?　我々に知能を与あたえたからではないのか!?　そして科学が発達し、状じよう況きようがそれを許したからだ！　その必然すら神の意に反するというのか!?」

「間違ったのはあなたたちです！　科学が悪いとは言いません！　ですが、あなたたちはその使い方を誤ったのです！　主は、彼を造らせるために人間を造られたのではありません！　主は人の手を、生きるために作られたのです！　主の真ま似ね事ごとをするために作られたわけではありませんっ！」

　レッドとの壮そう絶ぜつな舌ぜつ戦せんを、圭一たちは固かた唾ずを吞のんで見守っていた。それをこなしているのが、あのミウルスなのだから。ふだんのとぼけたような雰ふん囲い気きは微み塵じんも無い。目の前にいる彼女は、まぎれもなく天使だった。

「緋奈っ！　そんなもの壊こわしてしまいなさい！」

　耳を疑ったのは圭一たち。

「おいみゅうちゃん！　壊すって、んな……」

「彼は間違った存在なのです！　あってはなりません！」

「みゅうちゃん、自分で何言うとるかわかっとんのか!?　ユキは俺の仲間や！　下らんこと言うっとったらしばくぞコラ！」

「好きになさいっ！」

　これには圭一も言葉を失う。

「私にも天使としてのプライドがあるのです！　彼が人間だとか、生命だとか、認めるわけにはいかないのです！　彼は、たとえわずかでも魔族なのですっ！」

　ミウルスは一歩たりとも退ひく意志を見せなかった。

「せやけど生きとるやろ！　なあ！」

　ミウルスは反論しなかった。昨日今日その存在を知った彼らと、幾いく星せい霜そうにも渡わたって魔族と戦ってきた自分たち。これはもう、どうしようもない価値観の違いなのだ。

「与謝野」

　雨音の中……ユキが伏ふし目めがちに、呟つぶやくように言う。

「少し、聞いて欲しい」

　緋奈は応こたえない。だが、彼はかまわずに続けた。

「……人間ではない俺が人間の社会で生きる。最初は苦痛だと思っていた。俺は人間ではない。俺は一人だと思っていたから。俺のような種は一人だから。だが君だけは、俺の考えに理解を示してくれた。君がわかってくれたから、俺は、人間の社会で生きていける……俺は一人ではないのだと。そう思った。そして君は、いつだって俺の話に真しん剣けんに耳を傾かたむけてくれた」

　彼は視線を落とした。どこを見るでもない。緋奈から目を逸そらしたのかもしれない。

「それが、楽しかったんだと思う。いや、今なら言える。君に会って話をすることが、楽しかった。あの学校に入ってからは、それが生きがいだった。なぜ君たちが世界より、楽しいことを優先するのか。俺はようやくわかった。だが、もうそれは無くなった。君は博士はかせの敵で、俺は、博士についていくと決めた。それが俺の……君に教えてもらった信念だ。絶対に曲げられない」

　再び顔を上げたユキ。目は澄すみ切って、気が付けば、その髪かみも元の灰色に戻もどっていた。ただ、雨のせいでひどくくすんで見えた。

「楽しみを無くし、その上、成すべきことさえ成せなかった俺に……もう生きる意味はない」

　ユキの声は泰たい然ぜんとして揺ゆるぎない、そんな響ひびきを含ふくんでいた。

「殺せ、与謝野。彼女の言ったことは正しい。俺は、間ま違ちがった存在だった」

「ユキよ！」

「博士。あなたが間違っているわけではない。今、俺がここにいることが間違っているんだ。俺はこの世界からなくなる。だが、ラボには俺のデータが残っている。あなたの科学力が消えてしまうわけではないだろう。近い将来。あなたの世界で、俺の兄弟たちが、人間たちと暮らすことが出来れば……俺は、それで充じゆう分ぶんだ」

　彼は一いつ片ぺんの悲しみも見せはしなかった。ロボットだから死を恐おそれない。そういうわけではないだろう。Ｂが想おもいを貫つらぬくと信じているからこそ、恐れないのだ。緋奈が、己おのれが勝つと信じて立ち向かっていくように。信じているのだ。それは本能ではない。動物ではなく、人間にのみ許されたこと。

　ミウルスの心は揺れ動いた。

　人間に造られたからこそ、彼は人間以上に人間らしいのかもしれない。

「俺は、君を殺そうとした。君が俺を殺すことは、正しい行いだ」

　ユキは、ステッキを持つ緋奈の手を摑つかみ、それを己の鼻先へ向けさせた。

「そして俺は、人間ではない。君が心を痛めることはないだろう」

「ふざっ…」

　緋奈が、ステッキを振ふり上げ……

「…けるな！」

　ユキの頰ほおを殴なぐりつけた。そして倒たおれそうになった彼の襟えり首くびを、今一度摑み上げる。

「負けたお前に四の五の言う権利なんかない！　死ぬくらいならあたしがあたしの好きなようにしてやる！」

　それまでの緋奈がどれだけの殺気を帯びていたか、それは、戦った彼自身が一番よくわかっていたのだろう。だからこそユキは、にわかには信じられないような面おも持もちをしていた。

「いいか、あたしが気に入らないと言ったらそれはお前の気に入らないことだ！　あたしが正しいと言ったらそれがお前の正しいことだ！　あたしが白と言ったら黒いものでも白いんだ！　楽しいことならみんなあたしが教えてやる！　あたしのために生きろ！　死ぬときはあたしのために死ね！　だから、生きる意味が無いなんて二度と言うなっ！　わかったか!?」

　憎にくしみを込めたような視線が、ユキの瞳ひとみを射抜ぬく。あの無表情なユキが、あっけに取られていた。

「わかっ……た……」

　緋奈を見つめたまま、どこか上の空の返答。例えるならば、いきなり唇くちびるを奪うばわれてしまったような──。

　しかしミウルスは強く首を振って、呆ぼけた己に活を入れた。

「いけません！　緋奈、止とどめを刺さすのです！　彼は魔族です！　生かしておいては……！」

「うるさい」

「緋奈！」

「あたしは赤いやつの言ったことに賛成だ。こいつが生まれたのは必然だ。お前に分はない」

「緋奈！」

「だったら聞くけどな、ミウルス！」

　緋奈の語気が一気に強まる。

「魔ま族ぞくが現れなきゃこいつは生まれなかったんだ！　じじいはただの科学者で、エンベローペの髪かみの毛なんてものも無かったはずだ！　そうなったのは誰だれのせいだ!?　世界が危ないってときに落第天使一匹ぴきしかよこさなかった、唯ゆい一いつ神ってやつのせいだろうが！」

「そ……れは……」

　言葉は続かなかった。表情からは気き迫はくが抜けて、いつものミウルスが残った。

「下らないことでごちゃごちゃ抜かしやがって……あたしのものに文句があるなら、お前もあたしの敵だ、ミウルス！」

「そんな……」

「結局またただの代理戦争だ！　違ちがうか！　あのときは魔族に躍おどらされたじじいと、天界の手先になったあたしが戦った！　今回はじじいの手先になったユキと、お前に躍らされたあたしが戦った！」

「私は、そんなつもりは……！」

「お前がどう思おうがそういうことだ！　いいか、戦ったのはあたしだ！　勝ったのもあたしだ！　誰にも文句は言わせない！」

「あ……う……」

　うなだれたミウルスの肩かたを、圭一が摑む。

「もう止められんわ。な」

「あう……」

　ミウルスは、こくん、とうなずいた。

　そこに歯止めをかけたのはミスターＢ。

「待たぬか！　貴様の言い分はわかったが、ユキはわしが造り上げたのじゃぞ！　それが例え勝ったとは言え、なぜ貴様のものになるのじゃ！」

「わかってねえなじじい。おい、ユキ」

　緋奈はＢのことなど話半分に、ユキを呼ぶ。

「なんだ」

「死ね」

「わかった」

　言うなり、ユキは短たん剣けんを己おのれの喉のど元に持ってくる。なんのためらいもなく。

「待てい！　待たぬかこりゃあっ！」

　さすがのＢも、これには髪を逆立て慌あわてふためいた。それを見た緋奈は片手でユキを制止する。

「なんだ？」

「なんだではないわい！　何をさせるのじゃ！　ユキよ、お前も小こ娘むすめの言いなりになどなるでないわ！」

「だが博士はかせ、俺は与謝野の言うことを聞かなければならない。そうでなければ、俺の生きる意味がない」

「そういうことだ。こいつがそういう生き方を選んだんだ。早い話が奴ど隷れいだな。わかったら、このあたしの奴隷をさっさと治すことだな、じじい。あたしが命令すればユキはすぐにでも死ぬぞ」

　それはそれは矛む盾じゆんしたことをさらりと述べて、緋奈はにたにたと笑っていた。

「言われずとも治すわ！　じゃが貴様のために治すのではない！　世界を手にするために治すのじゃ！」

「ああ？　戦うために造ったわけじゃねえんだろ？」

「黙だまれ！　ユキはわしについてくると言ったのじゃ！　今では立派な戦せん闘とう員いんじゃ！」

「そうなのか？」

　と、彼を向く緋奈。

「そのとおりだ。世界が間ま違ちがっているのは確かだ。戦うと決めた」

「でも、あたしが死ねって言ったら死ぬんだよな？」

「ああ。俺は与謝野の奴隷だ」

　さて、彼の思考回路がどうなっているかはわからないが。生死を握にぎっている緋奈のほうが圧あつ倒とう的に有利なのは確かである。

「ま、とりあえず治してもらえ。そのなりじゃ何の役にも立たないからな」

「わかった。博士、治して欲しい」

　素直に頷けないＢ。ぎしぎしと歯は軋ぎしりしている。

「ええい、ユキ！　その腕うでを拾って来るのじゃ！　ラボに帰るぞ！」

「わかった」

　ユキは……顔には出さないが、やはり、疲ひ弊へいしているのだろう。どこかおぼつかない足取りで自分の腕を摑つかみ上げ、Ｂの元へと歩いていく。

「言っておくがラピティア！　わしはまだ世界を諦あきらめたわけではないぞ！」

「勝手にしろ。でもな、今までみたいに毎晩でてきたりした日にはユキが自殺するぞ」

「ええい、覚えておれっ！　お前たちも帰投するのじゃ！」

「はっ！」

　捨すて台詞ぜりふを残すと、Ｂとユキ、仮面たちは採石場の出口めがけて逃にげていった。

　それを見送った緋奈が──

「ヒナヒナっ！」

　よろめき、その場にくずおれる。と同時に、変身そのものが解けてしまった。やはり限界だったのだ。

「ヒナヒナ！　おい！」

　圭一たちが慌てて駆かけ寄る。

「うるさい……疲つかれただけだ……」

　横になってうそぶく緋奈を、由香利が抱だき起おこす。

「もう、緋奈！　ほんとに心配したんだよ！」

「由香利……大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、平気だよ。なんにもない」

「そっか。ならいいや……」

　圭一と清次は顔を見合わせ、後は渋しぶい顔で黙っていた。

　そこにおずおずと近づいていくミウルス。複雑な心境だった。ユキには勝った。Ｂも追い払はらった。緋奈も、無事。

　しかし、その緋奈とは意見が食い違ちがった。緋奈は本気で怒おこっていた。でも、自分にも天使としての誇ほこりがある。緋奈を使ったと言われても、そうしなければ勝てなかった。

「緋奈……」

　ようやく出たのは、そんな、たったの一言だった。それを聞いた緋奈が、けだるそうに視線をよこす。

「あの……私は、緋奈と仲良くいたいのです。これからも緋奈のパートナーとして、一いつ緒しよに戦いたいのです。緋奈が自分の意志を絶対曲げないってことはわかっています。でも……私も、天使として……曲げられないことが……」

　うまく声が出なくなっていた。だが緋奈は、わずかな微び笑しようを返してくれた。

「いいよ。仕方ないだろ。お前たち、ずっと魔ま族ぞくと戦ってきたんだから……それよりあたしは、お前が許してくれるかどうか、心配だ」

「えっ？」

　思いがけない返答に、ミウルスは目を瞬またたかせた。

「最初は殺すつもりだった……でも誤解だってわかったら……もう、ユキのこと……だから、腕を飛ばせばあいつも諦めると思って……」

　緋奈のまぶたは大分重そうだった。口調も、どこか力なく、夢うつつになっていく。

「……壊こわせなんて……ひどいと思ったけど……あのときのお前、すごく天使らしかった…………うまく、言えないけど……あいつは、きっと大丈夫だから。あいつが何か間違ったら、あたしが、何とかするから……だから……」

「いいんです。もう、いいんです！　緋奈がそこまで言うなら、私はなにも！」

「そっか……よかった……」

　緋奈はぱたりと目を閉じた。由香利の腕に頭を預け、そしてすやすやと寝ね息いきを立て始める。とても可愛かわいらしく。
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「せやけど……じいさんに条件出すくらいなら、あいつのこと人ひと質じちにして世界征せい服ふくやめえ言うたんが早かったんやないか？」

　ミウルスはまたも目をぱちくりさせた。

「それは……そうですね……」

「うん、緋奈って頭の回転速いから、それくらい考えたと思うけど……」

　由香利が、緋奈の寝ね顔がおを眺ながめながら言う。

「それはきっと……」

　言ったのは、清次だった。

「もっとずっと頭の回転が速くて、僕たちのことまで考えたからじゃないかな」

「なんやねん。俺らのことって」

「ミスターＢがいなくなったら、僕たちただの高校生だから……僕は、そんなのつまんないよ。鈴野君もそうでしょ？　渡部さんだってお姫ひめ様気分になれなくなるし、ミウルスさんもすることなくなっちゃうし……」

　最後の部分はものすごく失礼に聞こえたミウルスだったが、反論の余地がみつからないので、黙だまって情けなさを嚙かみ締しめていた。

「ほうか？　このドラ娘むすめがそこまで考えるか？　手ごろな殴なぐり相手がおらんようになるんが嫌いやだったんとちゃうんか？」

「うん、私も鈴野君の意見が正しいと思う」

「以下同文なのです」

　清次は困ったようにこめかみを搔かく。

　しかし結果として、彼女の判断はこの場の全員にとって好ましい結果をもたらしたのだ。そう、ミスターＢやユキにとってさえ。

　果たして緋奈の度量が広いのか、それとも奴ど隷れいと殴り相手が欲しかっただけなのか……ともあれ、ことの真相を知る緋奈はもう夢の中だった。
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「ふぁーあ……」

　口を抑おさえてあくびをする緋奈。昨夜は極限まで暴れたせいか、まだかなりの疲ひ労ろうが溜たまっていた。

「緋奈、大だい丈じよう夫ぶ？　休んだ方がよかったんじゃない？」

　隣となりを歩く由香利が心配そうに聞いてくる。

　雨が上がって空は青空。しかし道路のアスファルトはまだ濡ぬれて黒ずみ、ところどころ水みず溜たまりが残っていた。その一つを飛び越こえて、緋奈は答える。

「んー。まあ、土曜日だからな。午前中くらいもつだろ」

「もつとか言って、結局寝ねてるんでしょ」

　だめだよ、とでも言いたげに、由香利は半眼になる。

「あ、そういえば緋奈、羽隆君から連れん絡らくとかあった？」

「由香利なぁ、まだあれから半日も立ってないだろ。あたしはあいつの腹に穴開けたし、腕うでもふっ飛ばしたし……まだ修理してるんじゃないか？」

「それもそうだね」

　自分の質問がおかしかったのか、由香利はくすっと笑った。朝日に照らされたその笑顔えがおが、とても眩まぶしく見える。

「なあ由香利」

「なに？」

「走ったわけでもないし、緊きん張ちようもしてないのに……ドキドキするのって、なんだ？」

　突とつ飛ぴな質問に、由香利はふと空を見上げるような仕草をする。やがて足を止め。

「動どう悸き？」

「……」

　緋奈はしばし沈ちん黙もくを守った。そしてそのまま歩き始める。

「えーっ、なに？　答えは？」

　なにかのなぞなぞと勘かん違ちがいしているらしい。

「わからないから聞いたんだろ」

「動悸じゃなかったらっ、恋こいっ！」

　途と端たんにはしゃぎだす。

「なになに、好きな人でも出来たの!?」

「んー……秘密だ」

「羽隆君！」

「……」

「じゃあ、やっぱり鈴野君!?」

「……」

「大穴で牧田君！」

「……清次ってなんか可愛かわいいよな」

「うん、いじめると面おも白しろいの……じゃなくて。ごまかしたでしょ、いま」

　ちっ、と舌打ちして、緋奈はそっぽを向く。

「教えてくれなきゃ、緋奈がラピティアだってばらしちゃうから！」

「……じゃあ、あたしはあのことをばらそうかな」

　その一言で緋奈に軍配が上がる。

「ど、どのこと……？」

「そーだなー。トラとか」

　ぴたり、と由香利の歩調が止まった。少し行き過ぎてから振ふり返る緋奈。

「っ……!?」

　由香利が、ものすごい表情で睨にらんでいた。

「緋奈……そのこと、牧田君に教えてないよね？」

「あ……ああ、うん……たぶんだけど……」

「じゃあ、どうして牧田君が知ってたの……？」

（……あの馬ば鹿かっ！）

　はて、清次に教えたのはいつだったか。それは思い出せないが。

「あのことは緋奈しか知らな……あっ!?」

　緋奈は全速力で駆かけ出していた。由香利も負けじと追ってくる。二人はあっという間に校門をくぐり、校庭を、朝練の陸上部を軽く千切って玄げん関かんへ。

「はあ、はあ……」

「はあっ、はあっ……」

「い……いいのか？　こんなところで暴れたら、もう騒さわぎだぞ」

「うぅーっ……！　卑ひ怯きよう！」

「悪かったよ、清次には噓うそだって言っておくから」

「うー……」

　由香利は不満そうだったが矛ほこ先さきを収めてくれた。二人で上うわ履ばきに履き替かえ、廊ろう下かを歩く。

「で、結局誰だれなの？」

「……しつこいな」

「教えてくれたら貸し借りなしにしてあげる」

「由香利……」

「なに？」

　緋奈は軽く前まえ髪がみをかき上げて……

「おっす。ヒナヒナ、今日休まんかったんか？　タフやなぁ」

　緋奈は背中から声をかけてきた圭一に振り返ろうとして……しかしそれより先に由香利が怒ど鳴なった。

「ああっ、もう！　鈴野君、邪じや魔ま！」

「おわっ!?　なんやゆかりん……！」

　だが由香利はむくれて答こたえない。緋奈は少しだけ微笑ほほえんで……そんな二人の後ろを、釈しやく然ぜんとしない様子の圭一がついてくる。

　と、緋奈のクラスに人だかりが出来ていた。

「なんやあれ」

「さあ……？」

　由香利が小首をかしげた。

「また転校生だったりして」

「そんなわけあるか。どうでもいいけど、うざったいな」

　緋奈はその人ごみをかきわけようとして……

　ずるべたん。

　と、ちょっと素敵なコケかたをした。

「ひ……緋奈、大だい丈じよう夫ぶ？　すごい転びかたしたけど」

「あ……ああ……まいった。足に来た」

　ふらふらと起き上がる緋奈。自分のクラス……昨日よりも一つ増えた席に、灰色の髪をした少年が座っていた。そしていつか見たように、今回は自分のクラスの人間に質しつ問もん攻ぜめにあっている。

「早っ!?　なんやあいつ、もう治ったんか」

　驚きよう嘆たんする圭一。

「あほ！　もっとほかに問題があるだろ！」

　緋奈はぐいぐいと人ごみをかきわけ、平然と席に収まっているユキの前に立ち、どん、と手をついた。

「与謝野。いい朝だな」

　本当にそう思ってるのか、とでも言ってやりたいような表情のユキ。

「ああ、あたしもそう思うけどな。なんでここにいるんだ？」

「保護者に色々言われた。そしてまたこの学校で過ごすことになった」

　大方、いよいよスパイとして送り込んできたのだろう。

「ほう。でもここはあたしのクラスだ。お前のクラスは圭一のところじゃないか？」

「よくわからないが、学校の都合らしい。退学届けが一度受理されてしまったからと、小張先生はそう言っていた」

　まだまだ言いたいことはあるのだが。

　あまりに人が多いし、その全員が注目しているので、言えることは残ってなかった。緋奈は級友たちの稀け有うの視線を浴びながら自分の席に着き、乱暴に鞄かばんを置く。

　何かがひどく間ま違ちがっている──そんなようなことを、緋奈は心の中で強く叫さけんだ。

　ともあれ。

　彼は女子とも男子とも、そつなく会話をこなしていた。以前のような気まずい雰ふん囲い気きもない。難しいことも言わない。口調も、むすっとしたような表情も変わりないのだが、なぜか人を疎そ外がいするような雰囲気がなくなっていた。

「俺が教えた会話のイロハ、あいつなりにマスターしとるようやな」

「いい雰囲気だね、緋奈」

「ああ」

　緋奈は窓の外を眺ながめたまま、ぶっきらぼうに答える。楽しそうな会話を聞きながら。

「へー。大変なんだな、お前の保護者ってよ」

「ああ。だが、おかげでこの学校にいられる。まだ数日しかいないが、ここは、俺が生きてきた中で、最も愛着のある場所だ」

　そんなことを恥はずかしげもなくユキは言う。それでも、クラスメートたちは茶化したりしなかった。それはきっと、ユキの言葉が、本心から発せられたものだから。

　そんな折、女子生徒の一人が声を潜ひそめた。

「それって……与謝野さんと関係あるわけ？」

　緋奈は、何か薄うすら寒いものを背中に感じる。

「ああ。彼女だけではないが、彼女が最も関係している」

「……ひなっちと羽隆ってさ、実のところどういう関係よ……？」

　緋奈は慌あわてて振ふり返る。

　が。




「俺は、与謝野の奴ど隷れいだ」




　がたんっ！

　長い停てい滞たいの後、群集は一いつ斉せいに動いた。そこに爆ばく弾だんでも見つけたように、包ほう囲い網もうは二倍以上にも膨ふくれ上がった。

　人の噂うわさは七十九日。もちろんまだそんなに時間は経たっていないのだが、もう先回の噂などどうでもいいことだった。その一言自体に、存分な破は壊かい力りよくが秘められていたのだから。

　計数十の奇き異いの視線を一身に浴びつつ、緋奈は腰こしを浮うかせる。

「ユキ。お前、ちょっと来い」

「おっ。どないするんや、ご主人様？」

　圭一がこれみよがしにからんでくる。

「黙だまれ犬の分ぶん際ざいで！」

　言って、緋奈は気付いた。圭一は相変わらず笑ったまま。しかし振り返れば……

「奴隷で……いぬ？」

「それってさ……」

「いや、でも与謝野だから……」

　ひそひそ声の大合唱。

　そして反はん撃げきの暇いとまもなく、始業のチャイムが鳴り響ひびいた。

「ま、自じ業ごう自得やな。ほなご主人様、俺はホームルームあるから」

　圭一は勝ち誇ほこったように笑いつつ、その場を去っていく。

「緋奈……頑がん張ばってね……」

　哀あわれみの視線を残して、由香利も自分のクラスへ向かう。

「はいはい、席に着きなさい。チャイム鳴ったでしょ」

　春奈先生が入ってきて、静まる教室。

「えーと、みんな知ってると思うけど、この前八組に転校してきた羽隆君が……」

　緋奈は机に伏ふせったまま、微び動どうだにしなくなっていた。







「ふふっ……」

　日も天高く上ったというのに、その少女は妖よう艶えんな笑えみを浮かべている。そう。少女と呼ぶにはあまりに艶つややかな、その微び笑しよう。

「うふふっ……うふっ……」

　すらりと伸のばした腕うでの先。少女の指先は妖あやしく蠢うごめく。すくい上げた水がこぼれるように……少女の白魚のような指の隙すき間まから、それはこぼれていった。

　少女の足元で、雫しずくが跳はねる。彼らは支配されていた。欲望に、忠実に従う。大きく口を開けて、狂くるおしく仰のけ反ぞる。

　ぴちぴちと。

「あははっ……さあ、媚こびなさい。本能の赴おもむくままに……ふふっ、お前たちの望みのものは私が握にぎっているのですから……」

　ぴちぴち。

　少女の意を酌くみ取ったかのように、彼らは跳ねる。食欲という抗あらがいがたい欲求に突つき動かされ。少女の手にある餌えさを求めて。

　ぴちぴち。

「奴隷……いいのかもしれないのです……」

　ミウルスは餌の詰つまった袋ふくろに手を入れ、ぱらぱらと池に撒まく。鯉こいを奴隷に見立てて。

　ようするに緋奈に感化されたのだが、彼女はかなり曲解していた。

「さあ、これがもっと欲しいのでしょう！　ならば躍おどりなさい！　みっともなく！　ぴちぴちとっ──！」

　言われずとも、彼らはそうする以外に動く術すべを持たないのだ。みっともないとは、ずいぶんと失礼である。

　ぴちぴち。

「御ご覧らんなさい、己おのれのあさましい姿を！　あなたたちには鯉の餌がお似合いなのです！　天使を食べようなどという己の傲ごう慢まんさを呪のろうのですっ！」

　ぴっちぴち。

　鯉は喜んで餌を食べている。

「……っと。あまりあげすぎるといけないのでした」

　ミウルスは居い候そうろうと言われるのがくやしくて、緋奈の祖父にお手伝いを申し出たのだ。だが、緋奈の祖父は客人にそんなことはさせられないと言い、ミウルスもどうしてもと言い……結果、簡単なことならという了りよう承しようで、鯉に餌をやっている。

　次は庭のお掃そう除じだ。

「ふふ、また明日、たっぷりと可愛かわいがってあげるのです……なんちゃって。でも、これはなかなか……」

　楽しい、と言おうとして、止やめた。

　餌を撒き終わり、鯉たちも潜もぐってしまった池。なだらかになったその水面に、人ひと影かげが映っていた。それも自分の背後。正面には自分が映っているので、誰だれかはわからないが。

（……おじいさんは出かけているのです。堀井さんは事務所……静香さんは家政婦さんとお昼ご飯を作っているのです……）

　仮に静香か家政婦だったら、自分の奇き行こうを見て、声をかけられないという状態だろう。

　いや、それならいい。

　問題は緋奈。今日は土曜日なのだ。彼女の場合、自分が気付いたところで間ま違ちがいなく一いち撃げき来るだろう。

　いや、間違いない。家政婦でも静香でもない。彼女たちなら、これだけ間を置けば恐おそる恐おそるでもなにかしら声をかけてくるはず……ならば、緋奈だ。

（でも、もう鯉につつかれるのはごめんなのです。今日、私はやっとその呪じゆ縛ばくから解き放たれたのですから……！）

　むしろこれはチャンスだ。自分は、緋奈という束そく縛ばくからも脱だつするのだ。殴なぐられてるだけではないということを、見せてやるのだ。自分が緋奈に気付いているということを、緋奈は気付いていないだろう。いや、わかって待っているとしても……まさか、こちらから打って出るとは思わないはずだ！

　と。

　ミウルスは一分ほど、じっくりと考えた。

　そして振ふり返りざま──

「先手必勝っ！」

　かつん！

　拳こぶしはあっさりと阻はばまれた。なにか、硬かたい棒のようなもので。やはり、緋奈には敵かなわないのだ──と、観念したミウルスがそこに見たものは、いつものあの凶きよう悪あくな笑顔えがおではない。

「……」

「……」

　聖四天、マリアクレセルだった。

　つとめたような無表情。ルビーのような真紅の髪かみ。神族のローブ。そして今しがた自分の拳を受け止めた、身の丈たけほどもある錫しやく杖じよう。

　全すべての天使、神族の憧あこがれ。畏い敬けいと敬愛の対象──。

「…………」

　磔はりつけにされたように全身を硬こう直ちよくさせるミウルス。声など出ない。

「聖四天に手を上げた天使はあなたが初めてです」

　マリアクレセルがそう言うのだから、本当に初めてなのだろう。唯ゆい一いつ神に次いで幾いく星せい霜そうを過ごしてきた、聖四天の彼女が言うのだ。これまでいかなる魔ま王おうでさえ成しえなかったことを、ミウルスはやってしまったのだ。

『天使』のクセに。

　流れ出る冷や汗あせの量だけ、意識が遠のいていく。

　そして。

「落第」

　彼女の口から放たれた一言が、ミウルスの心を砂さ塵じんに帰した。魂たましいが器うつわを抜ぬけて、虚こ空くうを漂ただよう。

「……ですが昨夜のあなたの言葉、態度は神族の間でとても高く評価されました。昇しよう格かくに値あたいするものです。これがその辞令……」

　マリアクレセルは、その手に一枚の紙を召しよう喚かんする。だがミウルスはもう、ぴくりともしなかった。マリアクレセルはミウルスの目の前で、ひらひらとその紙を振って見せるが……もう、気絶していた。

「……結果として、あなたの階級は今のままですが」

　それでも意識は戻もどってこない。

[image: ]

　しかしマリアクレセルは、口元だけを少しほころばせた。

「私はそのときの態度より、その後人間との和を尊んだことを評価します。それに免めんじて、私に手を上げたことは黙もく認にんしましょう」

　そう告げて、マリアクレセルは姿を消した。




　その後衰すい弱じやくしきって帰って来た緋奈が見たものは、大きな水音に驚おどろいた静香と家政婦が、ミウルスを池から引き上げているところだった。彼女が意識を取り戻し、昇格の辞令を胸に転げまわったのは、それから数日後のことである。





おわり　　









　あとがき







　前作でデビューしてから最近、困っております。

　体重が最さい盛せい期きより十キロ以上も減ってしまったのです。友人諸氏と会うたびに、

「やせた？」

「やつれた？」

「ホモ？」

　等の言葉をかけられる次し第だいです（ホモではありませんもちろん）。

　昨今の健康ブームに逆らい、高たんぱく高カロリーな食事を取るようにしているのですが。食べても太らないというのは、当事者にしてみればなかなか怖こわいものがあります。買ってみたジュースがノンカロリーとかカロリーオフとか書いてあるとガッカリするくらいです。

　そこで唐とう突とつですが、自分なりになぜ瘦やせたのかを診しん断だんしてみました。




１　深夜勤アルバイト

　患かん者じや林トモアキ氏（以下患者）は新人なので小説だけでは食べていくことができず、アルバイトをして生計を立てている。それによって全く昼夜逆転、かつ、そこに加わった著述業により不規則な生活となっていることが、身体に著いちじるしい影えい響きようを及およぼした。

２　新人賞受賞

　患者は新人賞を受賞し、その作品が発行されるにあたって、特に、直しと呼ばれる作業工程において多大な心労を重ねたことにより、身体に著しい影響を及ぼした。

３　担当編集者

　患者の角川書店における著述業を担当する編集者（仮にＮ氏）が、患者の創作する小説以外の文章（自己プロフィール、あとがき、「ザ・スニーカー」本誌におけるコラム等）を書くよう指示するにあたり、生来実直な患者に対して「ウケをとれ」と執しつ拗ような指示を繰くり返したことが、患者を精神的に追い詰つめ、それが身体に著しい影響を及ぼした。

４　イラストレーター

　患者の執筆する作品（ばいおれんす☆まじかる！）に添てん付ぷする挿さし絵えを担当するイラストレーター（諸事情により名前は伏ふせる）の存在そのものが、患者の執筆する作品より面おも白しろいことが、患者の作家としての存在意義に大きな波は紋もんを投げかけ、それが身体に著しい影響を及ぼした。

５　ホモ

　患者はホモである。（中略）身体に著しい影響を及ぼした。




　……とりあえず、自分がバカだということはわかりました。

　でも、ホモじゃないです。




　お礼の言葉を。

　担当の難波江さん（前述のＮ氏とはあまり関係ないはずです）、いろいろとお仕事を与あたえて下さってありがとうございます。少しずつでも作家として成長していくつもりですので、よろしくお願いします。

　イラストレーターの愛媛みかんさん（前述のイラストレーターとは違ちがうはずです）、あまり面白いとギャグ作家としての私の立場が危あやぶまれます。でもそんなみかん日記が大好きです。今後も素す敵てきな絵を楽しみにしております。

　そして、この本を手にとって下さった読者諸氏へ、深謝を。




　二〇〇二年　一月


林トモアキ　　
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カバー・口絵・本文イラスト／愛媛みかん

カバー・口絵・本文デザイン／矢部政人










ばいおれんす☆まじかる！




～恋こいの呪じゆ文もんは修しゆ羅らの道みち








林はやし トモアキ
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